















































勇者だった俺は幼なじみの執事になりました。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　幼なじみ。

　俺おれとソノハの関係を表すのに、これ以上の言葉はないだろう。

　子供のころからいつもふたりで遊び、なにをするにしても一緒だった。

　物心ついたときから活発だった俺に対し、ソノハはおとなしくて引ひっ込こみ思じ案あんで、知らない相手とは満足に話せないような女の子だった。しかも泣き虫ときたもんだ。

　こいつが泣くたびに、俺はわざとらしいぐらい元気に振ふる舞まっていた。それでも泣き止やまないときは、魔法を使ってソノハの気を紛まぎらわせていた。

　そんな幼なじみを、俺は子供ながらに守りたいと思っていた。守らないといけないと自分に言い聞かせて、毎日を過すごしてきた。

　だからあの日……俺とソノハが一三歳のとき、俺はある決意をしたのだ。




　勇者になって魔王を倒し、ソノハを守る。




　──その三年後……俺は勇者になった。

　魔王あの野郎を倒し、ソノハのもとへ無事帰ってこられたのである。




　そして、それからさらに一年が経たち……。

　俺は──、

「す、すまんお嬢じようさま！　また失敗した！」

　──勇者ではなく、ダメ執しつ事じになっていた。













　緑の草原が左右に広がるのどかな朝の街道を、俺とソノハは並んで歩いていた。頰ほおをなでていくさわやかな風がとても心地ここちいい。俺が着ている執事服のタイも、ひらひらと楽しそうに揺ゆれている。

　しかし、俺には清せい涼りような空気を楽しむ余裕などなかった。

　なぜなら、

「まったく、朝からひどい目に遭ったわ……」

　腕を組み、こめかみをぴくぴく動かすソノハが隣となりにいるからだ。

　肩にかかるくらいの長さの銀髪を、短めのポニーテールにした髪形。

　可か愛わいさと綺き麗れいさが見事に共存した、紫し紺こん色いろの瞳が特徴的な顔立ち。

　身長は高くも低くもないが、細身ながらも女性らしい丸みを備そなえている体格。

　怒り心頭な様子は怖いが……正直可愛い。

　白いブラウスに短めのスカートとニーソックス、そして軽く羽は織おったケープという服装もよく似合っている。

　俺はソノハがお怒りであることをついつい忘れて、彼女に見み惚とれてしまう。

　するとソノハは訝いぶかし気な目つきをしてきた。

「ちょっと、なに黙だまってんのよ？　なにか言いなさいって」

　ソノハの視線に窮きゆうした俺は、月並みな言葉を彼女に送ってしまう。

「た、大変だったな」

「なんで他ひ人と事ごとなのよ！」

　あひぃっ！　怒られちまった！

　で、でも当然か。こいつが怒っている原因は、俺にあるからだ。

　実は今け朝さ、俺はいくつかの失敗をしてしまった。

　往おう生じよう際ぎわが悪いかもしれないが、俺は申し開こうとする。

「だ、だけど俺はよかれと思ってだな……」

「ふーん、よかれと思ってねぇ……」

　ソノハは組んでいる腕を、白くて細い指で苛いら立だたしそうにトントン叩たたき出した。

　……やべぇ、めっちゃ怒ってんな。

　だがこういうときこそ、慌あわてず冷静でいることが重要なはずだ。俺は落ち着いて頭の中を回転させ、この場を乗り切る答えを導き出す。

　………………よし、これでいこう。

　俺は足を止め、肩越しに振り返った。俺たちの後方には小高い丘があり、その頂いただきに一邸の屋敷が建っているのが見える。あれはキストリア家の──つまり、ソノハ・キストリアと、彼女の執事である俺、シリュウ・ロードが暮らしている屋敷だ。

　──これこそ俺が考え出した、よそを見ている間にソノハのほとぼりが冷めるといいなぁ、作戦である。

　きっと効果は絶大だろう。今ごろソノハは心を落ち着かせ、わざわざ俺の前に回りこんできて──ん？　回りこんできて？

「朝起きたら、あんたが部屋にいてびっくりしたわよ。無断で主人の部屋に入るのは、よかれと思っての行動なのかしら？　執事さん」

　ソノハはこちらの逃げ道をふさぐように移動し、俺が今朝やらかした出来事を口にし始めた。どうやら俺の作戦は失敗に終わったらしい。

「しかも勝手に掃そう除じを済すませているし」

「あ、あれは、廊ろう下かから声をかけたけど、お前が爆ばく睡すいしていて返事しなかったからだろ？　勝手に掃除したのは悪かったけど、お前起こすと面めん倒どうなんだよ。ベッドの下は自分で掃除するとかなんとかで抵てい抗こうしてくるし」

「な、なにもベッドの下になんて隠していないんですけどぉ!?」

「べ、べつにそこまで言っていないんだけど……」

「っ!?　ほ、他にもあるわよ！」

　どういうわけか顔を真まっ赤かにしたソノハは、俺の鼻先へ向けて、びしっと指をさしてくる。

「わたしの着替えの服を燃やしたのも、よかれと思ってなの？」

「そ、それも説明しただろ。洗濯物を早く乾かわかそうと思って最上級炎魔法ラグナルトを使ったら、跡あと形かたもなく燃もえ尽つきちまったんだよ。最近雨が続いていて、洗濯物が溜たまっていたし」

「わざわざ最上級の魔法を使うのはどうなのって話だけど……ま、その件については、たしかによかれと思っての行動かもしれないわね」

「そうだろそうだろ！」

「でもあんた、そのことを隠すために、わたしの部屋のクローゼットを他の部屋に移動させていたわよね。あれは？　服が減っているのを隠いん蔽ぺいするため？」

「…………せ、世界にはな、宝箱や壺つぼに擬ぎ態たいして冒険者を襲うモンスターがいるんだ」

「……で？」

「あ、あのクローゼットも、もしかしたらそういったモンスターの一種かもしれないと思ってさ。お嬢さまを危険から守るために、他の部屋に移動させたんだよ。け、決して、服を燃やしちまったことを隠そうとしたわけじゃないぞ！」

「なるほどねぇ。そっかそっか～。あれもよかれと思ってのことだったのね」

「そ、そうなんだよ。執事として、お嬢さまを守るのは当然っていうか……」

「なら、朝食にモンスターを用意したのもよかれと思って？」












　どうなの？　とソノハは背伸びし、ぐいっと俺に顔を近づけてくる。

　こいつ睫まつ毛げ長なげぇ。それにいい匂においする……とか現実逃とう避ひしている場合じゃない！

「あ、あれは……」

　しかし俺は言葉につまってしまった。

　当然、俺が朝飯にモンスターを準備したのは、よかれと思っての行動だ。ちゃんとした理由で、ローザファルという名前の植物型モンスターを朝食の材料に選んだのである。結果としては食べてもらえなかったけど。

　でも……モンスターを朝飯に選んだわけはソノハに話したくなかった。言うのが恥はずかしい理由だからだ。

「え、えっと……その……」

　そうして俺が返答に困っていると、

「…………ふふっ、冗じよー談だんよ。本当は気にしていないわ」

　ソノハは踵かかとを下おろし、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「じょ、冗談？」

「なんかあんたが必死だったから、ついからかっちゃった」

　ぺろっと桜色の舌を小さく出すソノハ。

　こ、こいつ！　俺をもてあそんでいやがったのか!?　すっかりだまされたよ！

　……だけど、ソノハに迷惑をかけたのは事実だ。本当は反撃のひとつでも試みてやりたいところだが、今日のところはおとなしくしておこう。

　──それに昔みたいに幼なじみってだけの関係ならまだしも、今は主人と執事だからな。

「ま、まぁいいけどさ」

　俺は頭をかきつつ、ソノハから目をそらす。

「ごめんごめん。そもそもあんたが仕事で失敗するのなんて、いつものことでしょ。今さら怒ったりしないわよ」

　するとソノハはまた俺の正面に回り、なんとも悲しくなる発言をしてくれた。

　というか、飯をつくったり掃除をしたりというのは、そもそも執事の仕事ではない。本来ならメイドさんの役割なのだが、キストリア家は俺以外の従者を雇っていないので、俺が家事全般をしないといけないのだ。

「だから、今日も許ゆるしてあげる」

「へいへい。ありがとよ」

　実は他にも屋敷の壁をぶっ壊こわしたという失敗もしているのだが、それはバレていないようだから今度白はく状じようしよう。

　それにしても……。

　俺はソノハをじっと見つめる。

「ん？　なに？」

　ソノハがきょとんと小首をかしげる。

「昔は泣き虫で可か愛わい気げがあったのに、こんなに強くなっちまってと思ってな」

　俺は子供のころをしみじみと思い出してしまう。

　どこに行くにも俺の後ろを必死についてきていた女の子が、まさか俺を手のひらで転がして楽しむようなたくましいお嬢さまに育つとは想像できなかった。

「え、そ、それって、今のわたしは、あんたにとって可愛くないってこと!?」

　ソノハは妙みように慌てた様子で、俺に食ってかかるように訊たずねてくる。

　いや、可愛いけどさ……って、言えるかそんなこと！

「そ、そういうわけじゃないぞ？」

「あ、ちょっと待ちなさいよ！」

　俺が話を切り上げて再度歩き始めると、ソノハは小走りで俺の隣に並んだ。

　──それから数分間、ソノハは先ほどの質問をくり返してきたが、俺がはぐらかし続けていると、どうにか諦あきらめてくれたのであった。

　やれやれ、助かった。オルディナに着くまで続いたらどうしようかと思ったよ。

　オルディナというのは、俺たちが今目指している都市の名で、ここハオリスティ王国の東部に位置し、王都と東部主要都市をつなぐ中ちゆう継けい地点のひとつとして、昔からそれなりに栄さかえてきた都市だ。

　そしてソノハはある用事でほぼ毎日オルディナに通っており、俺は彼女のお供ともをしているというわけだ。

「……平和だなぁ」

　俺は周囲の景色や、ときたますれ違うひとたちを見て、ぼそっとつぶやいてしまう。

　そんな俺の小さなひとり言にソノハが反応する。

「ダーインクイスタ戦争が終わってから、もう一年になるんだもん。少しは平和にもなるわよ」

「そっか。もう一年か……」

　──ダーインクイスタ戦争。それは一年前に終結した、〝人間〟と〝魔族〟による戦争だ。

　世界には、人間、そして魔族と呼ばれる種族が存在する。

　俺たち人間と魔族に外見上の差はあまりない。魔族の耳が、人間に比べてやや尖とがっているくらいである。

　しかし、大きく異なる点がある──力だ。

　魔族は基本的に人間より強きよう靭じんな肉体を有しており、空気中に漂ただよっている〝魔力〟を用もちいた不思議な力〝魔法〟を使うことができる。

　魔法には炎、水、氷、風、雷の五属性が存在し、各属性ともに、初級、中級、上級、最上級の四段階の強さにわけられている。そして、おとぎ話に登場するような回復魔法は存在しない。

　そんな魔法だが、人間で使うことができる者は少なく、魔族は全員が使えるのだ。

　これは魔法の発現方法に原因があるとされている。魔法は、魔力を感じ取り、意い思しによって刺激を与えることで発現できる。この方法を魔族は呼吸をするように自然とこなせるが、それは大半の人間にはできない行為なのだ。

　また、戦争が終わった今では条約で禁止されているが、魔族の中で高位の力を持つ者は、動物に魔力を注そそぎこむことでその動物をモンスターに変えることができる。モンスターになった動物は戦闘に適した姿に変へん貌ぼうを遂とげ、獰どう猛もうで好戦的な性格になる。さらに、より高位の魔族は植物や物質もモンスターにすることが可能だ。

　そんな人間と魔族は、長い長い歴史の中で共存と衝しよう突とつをくり返してきた。そしてその中でも大だい規き模ぼな争いの裏にはいつも、〝魔王〟と〝勇者〟と呼ばれる存在があった。

　人間を滅ほろぼさんとする魔王。人間を守らんとする勇者。

　そんな両者のことを、正直俺は自分には関係のないものだと思っていた。

　なぜなら最後に勇者と魔王の戦いがあったのが、俺が生まれる数百年以上前の出来事だからだ。比較的平和な時代に生まれた俺には、あまり現実感のない存在だった。

　──しかし今から六年前、世界に魔王が現れた。魔族たちをまとめ上げ、モンスターの大群を率ひきいて人間に宣せん戦せん布ふ告こくをしてきたのだ。

　古いにしえの伝説がごとく、瞬またたく間に勢力を拡大して人間に戦いを仕かける魔王軍に、各国は軍を派遣するも敗北を重ねていき、次第に防戦を強しいられるようになった。

　そんな中、個人で魔王を討うたんとする者たちが立ち上がり始めた。国や家族を守るため、名を上げるため。様々な想いを持って魔王に挑む者たちが各地で現れ始め──その活躍から、勇者になるのではないかと噂うわさされるひとりの人間が登場したのだ。

　……そして一年前、ついに魔王は勇者に敗れ、ダーインクイスタ戦争は終結したのである。

　ダーインクイスタというのは魔王の愛剣の名前で、魔族たちは先の戦争を、魔王あいつへの敬意をこめてそう呼ぶ。一方で、人間側は討とう魔ま戦争と呼んでいる。

　俺は討魔というのが気に入らないので、魔族たちと同じ呼び方をさせてもらっている。ソノハも討魔戦争という言葉を用いないのは、俺のそうした気持ちを理解してくれており、本人も同意見だからだ。

　ちなみに俺がそのような考えを持つ理由は簡単だ。

　俺が魔族たちと戦ったからで……一応、魔王を倒した勇者だからだ。

　俺は戦争という手段を決して肯こう定ていしないが、直接戦ったやつらを否定するような真ま似ねはできなかった。

　しかしながら、世界はそう単純ではない。

　ダーインクイスタ戦争終結から一年。各地では、いまだに魔族への迫はく害がいが横行している。五年間にわたる戦争が生んだ溝は大きかった。

　一方、前の勇者と魔王の戦いからダーインクイスタ戦争までの数百年間、人間と魔族の間で目立った衝突がなかったこともあり、ここハオリスティ王国のように大きな被害を受けていない地域では、以前のように魔族との共存が行われている。だがそれは主戦場から離れていた一部の地域だけだ。

　──とはいえ、戦争が終わったことに違いはない。世界は一応の平和を取り戻したのである。





　　　　　ф






　都市オルディナに着いた俺とソノハは、ぐるりと都市を囲んだ外壁の東門を抜け、都市内へと足を踏ふみ入いれた。

　オルディナは直径一キロメートルほどの円形都市で、門は外壁の東西南北それぞれ一ケ所ずつに設けられており、各門の近くにはいくつもの宿屋兼けん酒場が軒のきを連つらねている。

　俺たちは朝の掃除をしている店主たちと軽く挨あい拶さつを交かわし、そのまま目的地へと進んでいく。

　オルディナは中央広場を基点にして、そちらに近いほど高級な住宅街や店が並ぶ構造になっており、外縁寄りには庶民的な住宅が建たち並ならんでいる。

　そして外縁区の一角に、ぽつんと建つ小さな診しん療りよう所じよがあった。表札には小さく、〝キストリア診療所〟と書かれている。

　ここは、ソノハ・キストリアが営いとなむ診療所なのだ。

　実はウチのお嬢さま、一七歳ですでに医師免めん許きよを持っており、ハオリスティ王国内で自由に医者業を営んでもいいことになっている。

　国によって違うのだが、ハオリスティ王国で医者になるためには、国が定める試験に合格しないといけない。その試験は難なん関かんらしく、基本的には一六歳から入れる専門の学校で数年間学ばないと、とても受からないとされている。

　しかしソノハは医者だった親おや父じさんに子供のころから指導を受けており、そうした学校に通わず、一六歳のとき試験に受かった。こうした事例は他にもあるみたいだが、それでも稀まれなことらしい。

　元々、キストリア家はハオリスティ王家専属の医師だったのだが、ソノハの祖父が突然辞じ任にんし、一般庶民のためにキストリア診療所をつくったのである。

　庶民向けということもあって、キストリア診療所は破は格かくの安さで診しん察さつをしている。しかし、貴族や中央区の富ふ裕ゆう層そうが治療に来ることも少なくないらしい。これはキストリア家が長く王家専属の医師だったという理由だけでなく、腕の確かさもあってのことなのだろう。

　俺とソノハが診療所に入ると、ツンとする独特な香りが鼻を突ついてきた。診療所は玄関を開けると待合室となり、その奥が診察室というつくりになっている。

「じゃあわたしは診察の準備をするから、掃除はよろしくね」

「はいよ、お嬢さま」

　俺はソノハに返事をし、診察室から待合室へと掃除をしていく。

　ここは屋敷とは違い、様々な薬や備品が置いてある。なので俺は細さい心しんの注意を払って掃除を進める。

　とはいえ屋敷よりはるかに狭せまい診療所の掃除は、いくら俺でも手間取りはしない……が、結果としては待合室の備品をふたつ破壊してしまった。さて、どうしたもんか？

「どう？　終わった──あれ？　その棚の上にあった花か瓶びんはどこかに移動させたの？」

　しかしどうにかする暇もなく、ソノハが診察室から戻ってきてしまった。先ほどまでとは違い、ケープを脱いで白衣を羽織っており、縁ふちの細い眼鏡めがねをかけている。

　白衣にミニスカニーソ、そして眼鏡という組み合わせに、俺の鼓こ動どうは自然と高鳴るが、

「そそそそそんなものあったか？　なかった気がするぞ！」

　もしかしたらそれは、窮きゆう地ちに立たされているからなのかもしれなかった。

「あったわよ。それに、あんたが手に持っている袋はなに？　動くたびにじゃらじゃらと、まるで割われた陶とう器きの欠片かけらがこすれ合うような音がしているんだけど」

「これは……モンスター除よけだよ！　一部のモンスターは、こういった音を嫌う──え？　都市での生活に必要かって？　……そ、備えあれば憂うれいなしってやつだよ！　たまに売っている、モンスター除けの水とかいう怪あやしい商品より、はるかに効果的なんだ！」

「ふーん。そうなんだ──あれ？　ソファーの脚が一ケ所折れていない？　心なしか傾かたむいている気がするんだけど」

　…………い、いかん！

　俺はソノハの正面に立ってソファーを隠す。そして素早く初級氷魔法アイスをソファーに向かって放ち、脚代わりの土台を氷でつくった。

「よく見てみろ！　全然壊れていないだろ！」

「ウチのソファーって、氷を使っていたかしら？」

「い、今はこれが流は行やってんだよ！」

「随ずい分ぶんと暑さに弱そうな流行ね……っていうか、魔法使ったでしょ？」

「……もしかして、バレていますか？」

「バレているわよ。当とー然ぜんでしょ。幼なじみ舐なめんじゃないわよ。あんたの行動なんて、お見通しなんだから」

　ソノハは腕を組み、ふふんと鼻を鳴らす。

「でもそのソファーに患者さんが座ると危あぶないから、別室に片づけておいてね。氷魔法って徐じよ々じよに溶けて水になっていくんじゃなくて、時間が経たつと消滅しちゃうんでしょ？」

「そうだけど、よく知っているな」

「だって昔にも、あんたが悪戯で似たようなことをしたじゃない」

「そ、そうだっけ？」

「そうよ。例えば、道を氷の魔法で凍らせて通行人を転ばせていたわよ。わたしたちが出会って一年くらいのときだから……大体六歳のときね」

　くっ、余よ計けいなことばかり覚えていやがる。これだから幼なじみは厄やつ介かいなんだ。

　──今から一二年ほど前、俺とソノハは出会った。

　俺は都市オルディナの孤児院で育った身なので両親がいない。というか知らない。物心ついたころには、すでに孤児院で暮らしていた。

　そして、ソノハと出会ったのは俺たちが五歳のときだ。

　オルディナの中央広場には一○○メートルの高さを誇り、都市で一番背の高い建築物である時計塔がある。大きな鐘かねが吊つるされた最上階からは都市全域を見渡すことができ、そこから眺められる光景を子供ながらに気に入っていた俺は、よく大人の目を盗んでは忍びこんでいた。

　そしてそこで、俺とソノハは出会ったのだ。

　なにを血迷ってかソノハは最上階に上ったものの、そこから見た景色に足がすくんで動けなくなっていたので、俺は戸惑いながらもソノハをおぶって時計塔を下くだった。子供のころから体力や身体からだの頑がん丈じようさに自信のあった俺にとって、それくらいは朝飯前だった。

　しかしその途中、安心したのかソノハは泣き出してしまった。

　これには完全に参まいった。俺がなにを言っても、どう励はげましても、ソノハは泣き止まなかったのだ。

　そこで俺は、試ためしに魔法を使ってソノハを泣き止まそうとした。するとソノハは俺が見せる魔法に目を丸くし、次第に笑ってくれたのである。そのころは初級の魔法を少し使える程度だったが、ソノハの涙を止めるくらいには役に立った。

　そしてその日から、俺とソノハは自然と一緒に遊ぶようになった。

　当時、キストリア診療所はソノハの親父さんが営んでおり、診療時間が終わるまで俺とソノハは一緒にいた。孤児院にも門限や規則はあったが、俺はソノハに会いたくて抜け出すことも多かった。

　その都度、孤児院へはソノハの親父さんや、キストリア家に仕えていたメイド、クリスティーナが事情を説明してくれていた。クリスティーナは、外見は一○歳かそこらの子供にしか見えないが、キストリア家三代にわたってひとりで仕つかえてきたメイドである。

　そんな面々に囲まれての毎日を俺は享きよう受じゆしていた。

　俺が一一歳のときにダーインクイスタ戦争が始まり、世の中が不ふ穏おんな空気に包まれたが、俺の生活に大きな変化はなかった。

　しかしその日々は四年前の〝あの日〟……俺が魔王を倒すと決意し、旅に出たあの日に終わりを告つげた。

　そして約三年間にわたる旅の末、俺は魔王あいつを倒して勇者となった。

　だけど俺が旅から帰ったとき、ソノハの親父さんはすでに事故で亡くなっていた。そしてクリスティーナも、俺が帰ってきたその日に逝いってしまったのだ。

　俺やソノハを取り巻く環境は大きく変わってしまった。

　このままではソノハがひとりぼっちになってしまう。頭の悪い俺にも、それだけは理解できた。

　だから俺は勇者の肩書きを捨て、ソノハの執事になった。ずっとこいつを守れる道を選んだのである。元々ソノハを守るために勇者になったので、肩書きに未み練れんはなかった。

　そうして執事になって一年が経つ……のだが、残念ながら俺はソノハの役に立てていないのである。正直、どんな戦いよりも家事のほうが大変なのだ。

「──他にも色々あったわよね～。たしか一○歳のときも魔法で──」

　ソノハがどこか得意気に、俺が過去にした他の悪戯を話す。っていうか、まだ昔の話をしていたのかよ。

　それにしても、なんでこいつ、俺の昔の悪戯をこんなに嬉うれしそうに話してんだ？　そんなに楽しいことか？

　……まぁ、いいか。そもそもソノハを笑顔にするために魔法を用いていたわけだし。他の悪戯も、本当はこいつを楽しませようと思ってしたことだ。当時のソノハはハラハラしていただけっぽかったけど、今こうして笑い話になっているならよしとしよう。

　でもやっぱり、昔に比べてよく笑うようになったよな。泣き虫じゃなくなったというか……。

　……あれ？　そういえば、ソノハがあまり泣かなくなったのはいつからだろう？

　俺が旅に出るって話したときは大泣きしていて……俺が旅から帰ってきて、執事になってからは泣いた姿は見ていない……。

　つまり俺が旅に出ている三年の間に、なにかあったってことか？

「ねぇ、聞いている？」

　俺がぼーっと考えごとをしていると、ソノハが俺の鳩みぞ尾おちを貫ぬき手てでどすっと刺さしてきやがった。

「い、痛いてぇ！　なにごとー!?」

　俺は涙目で叫ぶ。

「あ、ごめん。あんたなら避よけられると思ったから……」

　ソノハはちょっと意外そうに目をぱちくりとさせた。

「やれやれ。いつの間にか、俺が泣く側になったな」

「泣く側？　どういうこと？」

「ん？　なんでもないよ。気にすんな」

「そう言われると余計気になるんだけど」

「本当になんでもないよ──ほら、そろそろ診療所を開ける時間だぞ。看板出してくるから、お前は診察室に戻れって。俺はいつもどおり、夕飯の買い物をしてくるよ」

「むぅ～、なんだかはぐらかされている気がする」

　納得のいかなそうなソノハだったが、さすがに諦めて診察室に入っていった。

　しかしすぐに扉の隙すき間まからぴょこっと顔をのぞかせてきたので、

「ったく……今日も一日頑張れ、お嬢さま」

　俺はつい苦笑しちまったのである。
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　キストリア診療所をあとにした俺は、近くの市場に来ていた。

　この市場には様々な露ろ店てんが並んでいるが、そのどれもが小規模なものだ。しかし活気で満ち満ちており、そこかしこで人々の声が飛とび交かっている。

　そんな市場で、まず俺はなじみである八や百お屋やに足を運んでいた。

「いつものことだけど、品ぞろえの悪い店だな」

「あぁ!?　来て早々喧けん嘩か売るとは、いい度胸じゃねぇかシリュウ！」

　店頭に並ぶ野菜の少なさに文句を言う俺に、店主のおっさんがとても客への態度とは思えない対応を見せてきた。

「ったく、昔から態度の悪いガキだぜ」

　俺は子供のころからこのあたりでソノハと一緒に遊んでいたので、ここの市場の面々とは顔見知りなのだ。そしてその大半が、俺が勇者だということを知っているにもかかわらず、それにはあえて触れず、態度も昔と変えずに接してくれているのである。

　それが俺としては非常にありがたかった。もし俺が勇者だということが広まれば、色々面倒なことになって、ソノハに迷惑をかけかねないからな。

　俺は粋いきな心づかいをしてくれるおっさんと、子供のころと同じように会話する。

「おいおいおっさん、俺は心配してんだぜ？　いつか潰つぶれてしまわねぇかって」

「へっ、大きなお世話なんだよ。で、今日はなにを買っていくんだ？」

　俺はいくつかの野菜を選び、持ってきていた粗そ末まつな麻あさ袋ぶくろに入れてもらう。

「いくら？」

「四二シーラだな。毎度あり」

「待てやじじい。なんでこれだけの買い物で四二シーラもするんだよ？　計算もできなくなったか？」

　俺は袋の中をおっさんに見せ、野菜を指さしていく。

「これは三シーラ。これとこれは二シーラ。こいつは四シーラ。全部合わせても一五シーラだろうが」

「てめぇも計算できなくなったか!?　ぼったくろうとした俺も俺だけどよ！　どう考えても一一シーラだろ！」

「あ、そう？　一一シーラね……あ、あれ？」

　俺はズボンのポケットに手を突っこんで財さい布ふを取り出そうとしたが……。

「どうした？　屋敷に財布を忘れたのか？」

「そんなまさか。あっはっはっはっはっは」

「だよな。あっはっはっはっはっは」

「あっはっはっはっはっは──ツケといてくれ」

「忘れたのかよ！」

「で、でもよ？　財布は屋敷にあるはずなんだよ。屋敷はハオリスティの領土内だ。そしてオルディナはハオリスティの都市だ。それってつまり俺のポケットの中にあることと、屋敷に置いてあるって状況はあまり差がないんじゃないのか？　なにが言いたいのかというとこの野菜くれよ」

「無茶苦茶だとかの前に意味がわかんねぇぞ！　でも……ちっ、仕し方かたねぇか」

「え？　タダでいいの？」

「お前はともかく、ソノハの嬢ちゃんにひもじい思いをさせるわけにはいかねぇからな。いつも安い値段で診察してくれてんだし。今日も、このあと診みてもらいに行くつもりだからよ。ちょっと腰を痛めちまってな──あとタダじゃねぇ。ツケだ」

「いよっ、商売人の鑑かがみ！」

「よ、よせやい。褒ほめてもタダにはしないぜ？」

「じゃあ褒めるのやめるわ」

「おいぃぃぃ！」

　そうして俺とおっさんが店の前で騒さわいでいると、

「なんだい？　さっきから賑にぎやかだね」

　隣でよろず屋を営むおばちゃんが、どこか楽しそうに顔を出してきた。

「やっぱりシリュウかい。どうりで騒がしいと思ったよ」

「聞いてくれよ、おばちゃん。このおっさんがよ、俺からぼったくろうとしてくんだよ」

「んだとこの野郎！　それがツケにしてやった相手に対する態度か!?」

「なぁ、おばちゃん。花瓶欲しいんだけど、ある？」

「俺は無視か!?」

「花瓶かい？　今は置いてないね。どうかしたのかい？」

「診療所のを割っちまったんだ」

　ソファーなら俺でも修理できるかもしれないが、割れた花瓶の修復は難しいので買い直すしかない。

「でも困ったな。中央部の店なら取りそろえてあるんだろうけど、あの辺の店で売っている商品は基本的に高いんだよなぁ。花瓶に金をかけるのは気が引けるし……」

「なら花瓶の代かわりに、この壺なんてどうだい？」

　おばちゃんは露店の隅すみに置いてあった大きな壺を、両手でかかえて俺に見せてくる。

「うーん、でも花瓶の代わりに壺ってのも変な気が……」

「だけどお得だよ。いつもは二○シーラのこの壺だけど、今日だけ限定で六○シーラという破格の値段にしているからね。ほら、お買い得」

「この市場には悪徳商人しかいねーのか!?」

　あまりにも間違った方向に商しよう魂こんたくましい。

　すると俺の発言を聞いた他の商人たちが、ぞろぞろと自分たちの店から出てきた。

　そして彼らは、自らの身の潔けつ白ぱくを証言し始める。

「おいおい、シリュウ。見くびるなよ」「俺たちはいつも誠心誠意、お客さまに尽くしているぜ？」「お客さまあっての俺たちだからな」「そうよ。わたしたちがぼったくるのは、シリュウくんだけなんだから」「ほらほら、この盾たて、いい出来だろ。お？　触さわったな？　はい、四○○シーラいただきます」

「ダメだ！　こいつら完全に根が腐くさっていやがる！」

　俺は周囲から伸びてきた手に全身をつかまれ、どうにも逃げられない状況に陥おちいってしまった。

　い、いかん。このままだとすってんてんにされてしまう。

　一か八ばちか、俺は助けを求めてみる。

「き、騎士団か自じ警けい団だん所属の方はいらっしゃいませんかー!?」

「どうかされましたか？　って、シリュウ？　なにをしているんだ？」

「いたー！　って、ケインか」

　偶ぐう然ぜん居合わせた自警団員は俺と同じ孤児院出身の友人で、この近くに住むケインという男だった。

　俺はケインが着ている自警団の制服をつかむ。

「この際、お前でも構わん。この悪徳商人たちをしょっ引いてくれ」

「市場が変に騒がしいと思って立ち寄ったら、またお前だったのか」

　んん？　なんかこいつ、市場側の味方についていないか？　しかも八百屋のおっさんの方を妙に気にしているし。それに周りのやつらも、ケインとおっさんの様子を面白そうに眺ながめている。

　俺がケインたちの様子を訝しんでいると、よろず屋のおばちゃんが耳打ちしてくる。

「ケインは、八百屋の娘さんとつき合っているのよ」

　なるほど。彼女の父親にいいところを見せておこうといったところか。だけどおっさんの表情からして、交際を認めてはいないんだろうな。相手がケインだからとかではなく、娘さんを取られるのが嫌なんだろう。

「だけどまぁ、ケインも意外とやるなぁ」

「あの子も男だってことさね。だからあんたも、自分の気持ちを伝えてみたらいいんじゃないかい？」

　誰に、とは言わないあたりが大人のズルさといったところだろうか。

「考えておくよ」

　俺は周囲の注目がケインと八百屋のおっさんに向かっているうちに、この場をあとにすることにした。
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「……とまぁ、そんなことがあったんだ」

　市場を出た俺は診療所には戻らず、ある民家に寄り道をしていた。玄関外に『なんでも屋』という看板を掲かかげた、二階建ての家屋だ。

　俺は今、そのなんでも屋の受付を兼かねている一階ではなく、住居となっている二階にいる。部屋の端はしにはベッドが三つ並んでおり、中央には正方形の卓が置いてある。

　そして俺は椅い子すに座り、卓の向かいに座った少年に屋敷や市場でのことを話していた。

「へぇ、そうだったんすか。アニキも大変っすね」

　俺をアニキと呼ぶこの少年の名は、アル・エリシドール。

　屈くつ託たくのない笑顔が特徴的で、やや子供っぽい顔つきと相あいまって子犬のような印象を受ける。年齢は一六歳。つまり俺のひとつ下。

「でもローザファルが不ふ評ひようだったのは残念だったすね」

　アルがしみじみと言う。

「悪いな。せっかく狩かってきてもらったのに」

　モンスターを生み出す行為は現在禁止されており、各国が騎士団や都市の自警団に領土の巡回をさせているため、戦時中に比べてモンスターの数自体が激減している。そんな中、元々希き少しようなローザファルを見つけて狩ってくるのは骨が折れただろう。

「全然構わないっすよ。それがなんでも屋の仕事っすから。それに運よくオルディナの近くで目撃情報があったんで手て間まじゃなかったっす。でもどうしてローザファルをソノハさんの朝食に出そうとしたんすか？」

　そういえばアルたちに理由を話していなかったな。

「ローザファルって、食べると栄養がつくって話があるだろ？」

　最近のソノハは遅くまで勉強や薬の調合をしているみたいだから、疲れているんじゃないかなと思ったのだ。俺は昔から頑丈だったけど、あいつは病弱だったし。

　しかしアルは、そこまで言わなくとも察したようだ。

「そういうことは、直接ソノハさんに伝えてあげたほうがいいっすよ」

　にやにやと口の端はを上げて言ってきやがった。

「……そういえば、ボブサリオとヒューイは仕事か？」

　俺は話の大だい転てん換かんを図はかる。

「ここ数日続いた雨で雨あま漏もりしてしまった家があって、そこの修理に行っているっす」

「全身筋肉のボブサリオが行くのはわかるけど、ヒューイが行く意味あるのか？」

「その家って、若い女性のひとり暮らしなんすよ」

「それ絶対にナンパ目的でついて行っているぞ！」

「でもヒューイが行くと、女性は多めに報ほう酬しゆうをくれるときがあるっすからね──あ、噂をすれば帰ってきたっすよ」

　たしかに少し離れた位置から、こちらに向かってくるふたつの足音が微かすかに聞こえる。そして徐々に気配が明確になり、足音の主ぬしが玄関を抜けて階段を上がってくる。

　ほどなくして部屋に現れたのは、ふたりの男。

「お、シリュウじゃないか。数日ぶりだな。筋肉は鍛きたえているか？」

　まずひとりはボブサリオという名前で、やたらと面積の少ない服を着た、とんでもなくごつい身体つきをしている大男だ。

　そしてもうひとりは、

「やぁ、来ていたんだ。それにしても、相変わらず冴さえないね。大変大変」












　いきなり喧嘩を売ってくるという非常識極きわまりない性格を、芸術品のように整った外見でごまかしている男、ヒューイである。

「おいおいヒューイ。俺のどこが冴えないってんだよ？」

「やっぱり顔かな」

　ヒューイは嫌味っぽく顔をかたむけ、天そら色いろの髪を揺らした。

　そんな俺とヒューイのやり取りを見ていたボブサリオが仲ちゆう裁さいに入ってくる。

「お前たち、喧嘩はやめるんだ。筋肉鍛えろ筋肉」

「筋肉馬鹿は引っこんでいろ」

「どうしたんだシリュウ。そんなに俺を褒めてもなにも出ないぞ？」

「はいはいはい、三人とも落ち着いてくださいっすよ。それでボブサリオ、報酬はちゃんともらったっすか？」

「もちろんだとも。だが不思議なことに、依頼者が報酬を多めに包つつんでくれたぞ」

「それは不思議でもなんでもないよ。この僕がいるんだから当然さ。ね、シリュウ」

「多めにやるから、二度と来るなってことじゃねぇの？」

　俺が適当に答えると、ボブサリオたちは三人で報酬の確認をし始めた。

　……それにしてもこいつら、あのころとなんにも変わっちゃいないな。

　──俺は、一年前までこの三人と世界を旅していた。

　とにかく笑顔。最速の切りこみ役、アル・エリシドール。

　度どを越えた筋肉の塊かたまり。圧倒的な攻撃力を持つ前衛の要かなめ、ボブサリオ・ガルバット。

　異常なまでに端たん正せいな顔と嫌味な性格。しかし魔法に関しては天才中の天才、ヒューイ・ラファイン。

　そして俺、一応勇者のシリュウ・ロード。

　つまりこいつらと俺で、勇者一行パーテイーというわけだ。

「そうだ、シリュウ。依頼の途中で、気になる話を聞いたよ」

　仕事の話を終えたヒューイが俺の隣に座って話しかけてきた。ボブサリオは部屋の隅で腕立て伏せを始めており、アルは報酬を金庫にしまっている。

「ここから北に行ったところの山中に、ヴィエナっていう村があるじゃない？　そこに山賊が出たらしいよ」

「……戦争が終わってから増えたな」

「平和なときだからこそ、そうした悪事を働く余よ裕ゆうがあるんだろうね」

「それで、村のひとたちは無事なのか？」

「さすがにそこまではわからないさ。でも普通に考えたら、怪け我が人にんや死者は出ているんじゃないかな？」

「騎士団の派は遣けんは？」

「すぐにはないと思うよ。あくまで、まだ噂の段階だから」

　ならもし噂が真実だとすると、ヴィエナのひとたちは今も山賊の脅きよう威いにさらされているってことじゃないか。

　そうして俺が憤いきどおっていると、ヒューイはそれを見通したようにわざとらしい口調でつぶやく。

「こんなとき、正義の味方がいればいいのにね」

「お前らは動かないのか？」

「動くよ。依頼があればね」

「なら仕方ない。正義の味方かどうかはともかく、誰かが動くのを祈いのって待つか」

　そう言って俺が立ち上がると、アルが声をかけてくる。

「あれ？　もう帰るんすか？」

「そろそろ診療所に戻らないとな。遅くなると、ソノハが怖こえぇんだ」

「ソノハちゃんによろしくな！　あの子はもっと身体を鍛えたほうがいい」

「伝えておくよ」

　俺のその言葉に、ヒューイが反応する。

「そうだ。〝伝える〟で思い出した。もし正義の味方に会うことがあったら、早めに動くように伝えておいたほうがいいよ」

「どういうことだ？」

「すぐにわかるさ」

　このとき俺は、ヒューイの言うことが理解できないまま診療所に帰った。

　しかしヒューイの発言の意図を、俺はわりとすぐ知ることになるのであった。
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「ねぇ、シリュウ。明日ヴィエナに行こうと思うの」

　屋敷に帰り、食堂でソノハの隣に座って夕飯を食いつつ、俺はヒューイの言わんとすることを理解していた。

「だから、あんたも一緒に来てね」

「ま、待て待て。来てね、じゃないよ」

「もしかして、ヴィエナの噂知らないの？　っていっても、わたしも今日診療所で聞いたんだけど。実はヴィエナで……」

「山賊の話は知っているよ。そうじゃなくて、ヴィエナに行くのはダメだ」

　ヴィエナの問題の真しん偽ぎはどうあれ、早々に解決の兆きざしが見えなければ、ソノハのように個人で動き始めるやつが現れる展開をヒューイは予見していたのだろう。

「知っているなら、なんで止めるの？」

　ソノハが不思議そうに訊ねてくる。

　俺が反対する理由は簡単だ。

「危ないからだよ。山賊が出たんだぞ？　執事として、お前をそんな場所に行かせるわけにはいかない」

　主あるじの横で一緒に飯食っている俺が〝執事として〟などと口にしても説得力はない。とはいえ、これはソノハが言い出した決まりごとなので俺は従うしかないのである。

「でも……」

　全然納得がいかなそうなソノハだが、ここは俺も譲ゆずるわけにはいかない。

「お前の気持ちはわかるよ。だけどダメなものはダメだ。屋敷でおとなしくしていろ」

　そうしたら、お前がひと晩眠っている間にどこかの勇者が解決してくるからさ。

　普通なら一日近くかかる道でも、俺の全速力なら話は違ってくる。さっさとソノハを寝かせて、さくっと山賊を倒してくれば、明け方までには戻ってこられるだろう。

　今日は徹夜だな。

　俺は翌日の寝不足を覚かく悟ごする。そして我ながら中なか々なかうまくつく……れなかった夕飯を口にしつつ、隣に座るソノハをちらりと横目で見る。

　ソノハはじとーっとした視線を俺に向けていた。

「な、なんだよ？」

　こちらの心の奥を見み透すかしているようなソノハの紫紺の瞳に、つい俺の声は上ずってしまう。

「……ひとりで行こうとしているでしょ？」

「ぎくっ！　ど、どうしてそれを!?」

「朝も言ったでしょ。何年幼なじみやっていると思ってんの？　バレバレよ」

　ソノハは自信満々といった具合に鼻を鳴らす。そんな鋭するどい幼なじみに図星を指された俺は、素直に白状するしかなかった。

「そ……そうだよ。お前が寝たら行くつもりだったよ」

「やっぱりね。なら一緒に行きましょ」

「お、俺の話聞いていたか？　危ないって言っているだろ？」

「危なくなんかないわよ。だって、執事さんが守ってくれるんでしょ？」

　ちょっとわざとらしく、俺をからかうようにソノハは言った。

　どこか誘われているようなその物言いに、俺はなぜだか色気のようなものを感じてしまった。俺が旅に出ている間に、ぐっと大人っぽくなった外見も手伝っているのかもしれない。

　だけど……やっぱり連れてはいけない。

　俺がそう口にしようとしたときだった。

「ねぇ、シリュウ……」

　ソノハが俺の服の袖そでをそっとつかみ、椅子から立ち上ったのだ。

「あんたがね、わたしを心配してくれているのはわかるわ。わかるし、感謝している。それに、あんたがひとりで行ったほうが早くヴィエナに着けるのもわかる。わたしが足手まといだってことも自覚しているよ？　でも──っ」

　ソノハの手に力が加わるのが、つかまれた袖から伝わってきた。

「もし本当にヴィエナが山賊の被害に遭っているのなら怪我人が出ているはず。あんたみたいに山賊と戦うことはできなくても、怪我をしたひとたちの治療ならできる。なのに、ここでじっとしているだけなんて……嫌なの」

　そう言うソノハには普段のような勢いはないものの、医者として絶対に退ひかないという覚悟を秘めているように俺には感じられた。

　……こいつは昔から泣き虫のくせに意外と頑がん固こで、一度言い出したら意地でも自分の意志を曲げないやつだった。それでも執事としては止めるのが正しい行動なのだろう。わざわざ自分のお嬢さまを危険にさらすことなんてない。

「……わかった」

　しかし俺は昔から、こうなったソノハの頼みごとを断れないのである。

「参ったよ。一緒に行こう」

「うん、素直でよろしい」

　ようやく言うことを聞いた子供を褒めるように、ソノハは俺の頭を撫なでてきやがった。

　俺はその手をぺしっと払いのけ、ソノハにしっかりと釘くぎを刺しておく。

「連れて行くけど、絶対に俺のそばから離れるなよ！」

「あ、あんたがそう言うなら、絶対に離れないであげるわよ？　それで、いつヴィエナに向かうの？」

　なんだこいつ？　なんでちょっと嬉しそうなんだ？　まぁいいや。俺はソノハの質問に答える。

「本当は陽が出てからがいいんだよなぁ。夜の街道は真っ暗で、ほとんどなにも見えないから。でも今回は陽の出前には屋敷を出よう」

　ソノハが同行する以上、俺が単独でヴィエナに行った場合よりもかなり到着が遅くなる。ここは少しでも早く出発したほうがいい。幸い、俺は夜よ目めが利くし。

「とはいえ一日でヴィエナにたどり着くのは無理だ。だからヴィエナがある山の麓ふもとで宿を探して、翌朝登る。村人たちは心配だけど、それ以上の強行は危険だ」

「わかったわ。でも可能な限り急ぐ。それでいい？」

　旅に必要なのは慎しん重ちようさだが、今回は少しでも早く到着する必要があるだろう。

　俺は素直にうなずくことにした。

「それでいいよ。出発は明け方だから、今のうちに準備を済ませておけよ」

「わかったわ。あんたはどうするの？　地下室の剣つるぎを持っていくの？」

　屋敷の地下室には、俺が旅の間に手に入れた様々なアイテムが保管されている。その中には俺の愛剣もあるのだが、

「いや、必要ないよ」

　山賊程度に、あれはいらないだろう。

「そっか。なら、準備がいるのはわたしだけね。診療所に置いておく薬をつくっておかなきゃ」

「診療所？　ヴィエナに持っていく分じゃなくて？」

「そっちもつくるわよ。でも診療所に来たひとも、薬が手に入らないと困るでしょ？　だからいくつかつくっておいて、診療所の前に置いておくの。シリュウが」

　最後、ソノハはめっちゃ可愛らしい口調で俺の名前を出してきやがった。

「って、お、俺が持っていくのか？」

「だってわたしの足じゃ時間がかかって、ヴィエナに出発するのが遅くなっちゃうじゃない。でもあんたなら、すぐ着けるでしょ？」

「でしょ？　じゃねぇよ！　お前は俺をなんだと思っているんだ？」

「仕事で失敗しまくる執事さん。そういえば朝言ってこなかったけど、壁が一ケ所壊れていたわねぇ。あれはなに？」

「ちょうど深夜に走りたいと思っていたんだ。そのついでに薬持っていってくるよ」

「うん、よろしくね」

　ソノハが満面の笑みを俺に向けてくる。

　正直、魔王あの野郎より恐ろしい笑顔だ。

　……でも、この笑顔を守りたくて、俺は勇者になったんだよな。




　夜明け前、調合した薬を診療所に置いてきた俺は、屋敷の玄関で愕がく然ぜんとしていた。

「……お前、本当にその格かつ好こうで行くのか？」

「そうだけど？　なにか変？」

　屋敷の前で俺を待っていたソノハは、俺の質問に小首をかしげる。

　ソノハは、短めで可愛らしいスカートとニーソックスという普段着だった。

「な、なにジロジロ見てんの？」

　ソノハはスカートの裾すそを押さえるようにして、白くてほっそりした太ももを隠す。

「ったく……」

　俺はため息をついてしまう。なんでこれから山登るのに、太もも出してんだよ。執事服な自分を棚に上げて言うのもなんだが、ここはちゃんと注意しておこう。

「スカート脱ぬげよ」

「…………え、えぇぇぇ!?」

　夜闇の中でもはっきりわかるほど、顔をぼっと紅こう潮ちようさせるソノハ。

「な、なんなの急に!?」

「なんなのって言われても……どうしても嫌なのか？」

　こいつも年ごろの女の子だから、おしゃれしたい気持ちはわかる。でも、そんなに肌を出した服装は山には向かないって。

「い、嫌っていうか、ここで脱がないといけない理由がわかんないのよ……そもそもいきなり過ぎるっていうか……心の準備が……」

「もしかしてお前、初はじめて？」

　ならスカートを選んでしまったことにも多少は納得いく。

「は、初っ!?　なんてこと訊きいてんの！」

「そうか、初めてか。なら知らなくても仕方ないな。でも俺は旅の間に、何度も経験しているから、今回は俺の言うことを聞いて脱いでくれないか？」

「な、何度も経験!?　どういうこと!?」

「どうもこうも、そのままの意味だけど？」

「し、信じない！　信じないんだから！　あ、あんたと、その……わ、わたしだけなんだから！　あんたみたいなのでいいなんて物好き、わたしだけなんだから！」

「なんかよくわからんけど腐くさされたー！　喧嘩売ってんのか!?」

「それはあんたでしょ！　この変態最低執事！」

「なんで何度か山に登ったことがあるだけで、そこまで言われなきゃならねぇんだよ？」

「ほら、何度も山に登ったことが──や、山？」

「そうだよ、山。いいから、早くその短いスカート脱いで、ズボンを穿はいてこいって。あまり地肌出していると草木で足切るぞ？」

「え？　え？　経験って、登山の？　それに、脱げって……え？　え？」

　なぜかソノハは戸と惑まどっているような様子を見せる。しかし、徐々に先ほど以上に顔を真っ赤に染め上げていった。

「どうしたんだよ？　なんか恥ずかしいようなことあったか？」

「──～～っ!?」

　──このあと、どういうわけかソノハはしばらく口を利いてくれなかった。

　その理由がわからない俺は、ずんずん進んでいく幼なじみの背中を、木製の薬箱とソノハの着替えなどが入った鞄かばんを背せ負おって追うしかなかったのである。
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　ヴィエナがある山の麓の宿屋に着いたころには、西の空にはすでに夕焼けが広がっていた。

　そして俺とソノハは今、宿屋の二階の部屋で、明日に備えて身体を休めていた。

「いっひっひ。思った以上に宿代を値切れたぜ」

　俺はソノハから預かっている財布の中身を見て、我ながら下げ衆すな笑みを浮かべる。

「あんた、とても勇者には見えないわよ」

　持ってきていた部屋着に着替えたソノハは呆あきれたように嘆たん息そくし、ベッドの端に腰をかけて足をぱたぱた動かしていた。












「でも値切らなきゃ、こんないい宿泊まれないぜ？」

　屋敷を出るときに長ズボンに穿き替えていたソノハだったが、今は生足にショートパンツ姿になっている。もしスカートだったら下着が見えそうな動きだが、これはこれで中々いいものだった。それにパンツは洗濯のときにいつも見ているし今さらか。

「そうなの？」

「そ、そりゃあ洗濯するんだから仕方ないだろ？」

「洗濯？　なんの話？」

　だからパンツ──じゃねぇ！　宿か！

　泊まっている部屋にはベッドがふたつあり、簡素ながらも机つくえや化粧台が置かれていた。さらには個室用の浴室も備えられている。

「は、はっきり言って、こんな街道にある宿としては破格だぞ。ひどい所だと、宿泊費を払って馬小屋に案内されることもあるからな」

「ふーん、そうなんだ。それなのに、よく値切れたわね。あと、なんで声上ずってんの？」

「聞くも恥はじ、語るも恥な俺の交渉術のたまものだよ。あと、声は上ずっていない」

　俺も空あいているベッドに腰を下ろす。

　だけど、こうして宿を取れて本当によかった。まさかソノハを野宿させるわけにはいかないしな。

　しかし絶対に安全というわけではない。なにせ付近の山で賊が出ているのだ。

　ソノハは気づいていないだろうが、俺は部屋に入ってからずっと周囲に向けて殺気を放っている。こうしておけば、殺気を感じ取れる力量を持った輩やからは近づいてこないだろう。それでも寄ってくるとしたら、殺気を感じ取れない雑ざ魚こか、余程自分の力に自身のある相手だ。

「どうしたの、シリュウ？　珍めずらしく真ま面じ目めな顔しているけど似合わないわよ」

　……なんか悲しい気持ちになってきたぞ。

「大きなお世話だっつーの。俺も真面目で格好いい顔くらいするから」

「格好よくはないわね。ははぁん、さてはお腹なか痛いんでしょ？」

　ソノハは犯人を告げる探偵のように、びしっと俺を指さしてくる。とんだ迷探偵だ。

「俺は子供か？」

　だがソノハは俺の突っこみを無視し、仕事道具が入った木箱の蓋ふたを開けて、中から小さな紙袋を取り出した。

「はい、これ飲めば」

　っていうか、こいつの中での俺は何歳のままなんだよ？　ガキじゃないんだぞ。

「……だからべつに腹は痛くねぇって。まぁいいけど。で、これはなんの薬なんだ？」

「乾燥させた数種類の薬草をすり潰してつくった、お腹の痛み止めの薬よ」

「数種類の薬草？　薬草に種類なんてあるの？」

「当然あるわよ。え？　あんた何年も旅していたのに、そんなことも知らないの？」

「や、薬草は適当に買っていたから。それにアルが仲間になってからは、基本あいつに買い物を任まかせていたし……」

「そっかそっか、知らないのかぁ～。仕方ないなぁ～。ソノハさんが教えてあげる」

　再びソノハは薬箱の中からなにかを取り出して立ち上がり、なんと俺の隣に座ってきた。こうも近づかれると、すべすべしていそうな真っ白い太ももについ目がいってしまう。

「はい、ではさっそく問題です」

　いきなり先生のようになったソノハは、両手を俺に向かって突き出してきた。上を向いた左右の手のひらには、それぞれ一枚ずつ緑色の葉っぱが乗せられている。

「ここにふたつの薬草があります。それぞれの違いを述のべなさい」

「ち、違い？　そんなもんあるの？　同じじゃねぇの？」

　俺は二枚の葉っぱを穴があくほどじっと見比べる。だけど違いなんてなにも見つからない。まさかこいつ、同じものを並べて、俺を馬鹿にして楽しんでんのか？

「わかんない？　正解は、香りと使い方よ」

　ほれほれ嗅かいでみ、とソノハが両手を俺の鼻の前に近づけてくる。

　俺は二度三度確かめてみたが……こいつの手がいい匂いしているせいで、薬草の香りを嗅ぎ分けるどころじゃなかった。っていうか、使い方が違うとかわかるかよ。

「あんた、これまで薬草ってどうやって使ってきたの？」

「食ってきたけど。怪我なんて薬草食ってりゃ治るもんだろ？」

「半分正解ね」

　ソノハは楽しそうに右手の薬草をかかげる。

「こっちのほぼ無臭な薬草は、体内に入れる──つまり食べることで効果を発はつ揮き。対して、こっちの少しツンッとする香りのものは、傷口に直接貼はりつけると効果的なの。食べても効果はあるんだけどね」

「だからか！　俺としては同じ薬草を食っているつもりだったのに、その時々によって回復している感じにバラつきがあったのは、そういうことか！」

「本当になにも知らないのね。それは勇者としてどうなの？」

　結構マジで呆れているソノハだが、俺は文句のひとつも言えなかった。

　なので、さっさと話題を変えることにする。

「薬草に種類があるってことは、調合の仕方も色々あるのか？」

「色々あるわよ。例えば、水を混ぜながらすって、布とかに塗りつけたものを患かん部ぶに貼ると効果的なもの。乾燥させて粉状にして、水と一緒に飲むもの。逆に手間を加えず、そのまま食すのが効果的なもの。それから──あ、ごめん。退たい屈くつだった？」

「いや、知らないことばかりで楽しいぜ。でもまだ明日も歩くんだ。今日はもう寝よう」

「えー？　もう少しくらい話さない？」

　俺が話を切り上げようとすると、ソノハは少し物足りなさそうに、しかしどこか遠慮気味な手つきで俺の服の裾をつかんで、くいくいと左右に揺らしながら引っぱってくる。

「明日早いんだぜ？」

「でも、こうしてゆっくり話すのって久しぶりじゃない。いつも家事とか頑張ってもらっているから、あまり一緒の時間取れないし……」

「言われてみればそうかも。あのだだっ広い屋敷の管理をひとりでするとなると、どうしても時間がかかるからな」

　そう考えると、それらの仕事を全部ひとりでこなしていたクリスティーナってすごかったんだな……仕事、習いたかったな。

「でしょ？　でもわたしが屋敷の仕事を手伝おうとすると、あんた止めるじゃない？　だから、もう少し……話そ？」

　俺の肩の先で、ソノハが上目づかいでこちらを見上げてくる。

　……く、くそっ。執事失格かもしれないが、ちょっと不安そうな表情が可愛いぞ！　なんでだ……あ！　子供のころの面影が出ているからだ！

　ずるいな。そんな顔されたら断れないって。

　ここ一年、「はぁ？　わたしが話したいんだから、あんたはそこで突っ立っていればいいの。わたしが許可するまで指一本動かすんじゃないわよ？」ってな具合の強気お嬢さまなソノハばかりを見ていたからなおさらだ……そっちも可愛いけど。

「わかった。もう少し話すか」

「本当？　ありがと、嬉しい」

　ソノハはぱあっと表情を明るくし、なんだかもったいないくらい喜んでくれた。

　俺としては明日のためにも早く寝てほしいところだが……ま、こいつが笑ってくれるならいいか。

「それで、なにを話すんだ？」

「うーん、いざ話すとなると、中々浮かばないものね。あんた、なにか面白い話ない？」

「無茶ぶり!?」

　やっぱり寝ていればよかったわ！

　だがこれは、執事としてお嬢さまの役に立つ好機チヤンスだ。

「よし、わかった。えっと…………そうだ！」

　俺は三年間の旅の中で、非常に印象的だった出来事を話題に選択することにした。

「綺麗で薄着なお姉さんたちが一晩中踊るという、ある都市での祭りの話を──」

　──このあと俺は、ソノハに部屋から追い出されるという理不尽極まりない仕打ちを受けた。そして早朝、廊下で目を覚まし、風呂でも入ってさっぱりするかと浴室に行くと着替え中のソノハと運悪く鉢はち合あわせ、また追い出されるという悲劇を体験するのであった。

　帰りは野宿でいいかもしれん。





　　　　　ф






「ようやく着いたな」

　濃い木々に囲まれた山道を抜け、俺とソノハは目的地であるヴィエナに到着した。

　ヴィエナは小さな村で、家々は、用水路で区切られた田畑の間にまばらに建っている。当然だが、都市であるオルディナのような舗ほ装そうはされていない。

　しかしそんな特徴よりも、真っ先に気づいた異変がある。

　焼け落ちた家々。荒らしつくされた田畑。そして微かだが漂う血の臭におい。

「ソノハ、俺から離れるなよ」

「う、うん」

　俺とソノハは村に足を踏み入れた。しかし村にはひとの姿がない。

「誰もいないの？」

「いや、村の中央に気配をいくつも感じる。おそらく、みんなそこにいるんだろう」

　俺はソノハの前を歩き、村の中央へと歩を進めた。

「……山賊に襲われたってのは、本当だったみたいだな」

　村の中心には井戸があり、その周囲では負傷した人々が、地面に敷しいた布の上に横たわっていた。

「ひどい……」

　ソノハは目の前の現実を必死に受け入れるように、胸の前で手をきゅっと握にぎった。

「シリュウ」

「わかっている」

　俺は背中にかついでいた薬箱をソノハに手渡す。

　徐々に村人の視線もこちらに集まってきた。まずは俺たちの素す性じようを明かし、敵ではないことを伝えたほうがよさそうだ。

「えっと、俺たちは──」

「帰るがよい」

　しかし俺の発言は、男性の低い声に遮さえぎられてしまった。

　声の主ぬしはこちらに向かって歩いてくる、長い白はく髪はつを後ろで結ゆった老人だ。周囲の村人たちは、その老人を村長と呼んでいた。

「なぁじいさん、話を聞いてくれ。俺たちは山賊でもないし、怪しいものでもない。そもそも執事服の山賊なんていると思うか？」

「帰るがよい。お主たちが山賊でない証拠はない」

「俺はシリュウ。こいつはソノハ・キストリア。オルディナに住んでいて、この村が山賊の被害を受けたって聞いて来たんだ。ソノハはこう見えて医者でな。ここにいる怪我人の治療をさせてもらえないか？」

「よそ者の助けなどいらん。それに医者なら、すでに北の都市に呼びにいっておる」

「北の都市……ファルンか」

　ヴィエナとファルンは、ここからオルディナの距離とほぼ同じくらいだ。

「でも準備や往復の時間を考えると、すぐには到着しないだろ？　それに危険を冒おかしてまで来てくれるとは限らない。ならここはソノハに……」

「帰れと言っておる！」

「よーし、ソノハ。今から俺は、このじいさんかついで村を数周してくる。その間に治療をしておいてくれ」

「ちょ、ちょっと待ちなさいって。あ、あの、村長さん。わたしたちの話を聞いてもらえませんか？」

　冷静に話しかけるソノハ。数年前のこいつからは考えられないような光景だ。あのころは知らない相手と目が合うだけで泣き出すような女の子だったのに。

　しかし初対面の相手にとって、そんな成長は関係ない。村長は返事すらしなかった。

　とはいえ、これで引き下がるソノハではない。

「ここにいるひとたちって怪我をされているんですよね？　でも見たところ、きちんとした治療をしているとはお世辞にも言えません」

　ソノハの言うとおり、怪我人たちに施ほどこされている処置は、俺から見てもその場しのぎのものにしか思えない。おそらく、村の置き薬をつかった素人しろうとによる治療といったところだろう。

「お主らには関係ないことだ」

　ようやくソノハに対して口を開いた村長だが、やはり出てきた言葉はこれまでと変わりない拒きよ絶ぜつだ。

　村人たちも緊張し強こわ張ばった表情で俺たちを睨にらみつけてくる。彼らも村長と同じ意見みたいだ。

　どうしてここまで俺たちを拒こばむんだ？

「ど、どうしてそこまで信じてくれないんですか？」

　どうやらソノハも俺と同じ疑問を抱いだいたようだった。

「……よそ者は信用ならん」

「それはなぜですか？」

「それこそお主たちには関係ない」

　村長の姿勢に変わりはなく、よそ者の俺たちを一いつ貫かんして拒絶していた。

　徹底して、よそ者って点で拒んでいるようだ。

　そのおかげで、俺はひとつの答えにたどり着けた。

「もしかしてあんたたち、一度山賊を受け入れたのか？」

　俺がそう口にした途端、村長の表情が歪ゆがんだ。

「どういうこと？」

　ソノハが不思議そうに訊ねてきたので、俺は事情を説明しようとする。

　しかし村長に、

「待て、当事者でない者に語られるのは不愉快だ。わしが話す。よいな？」

　そう強い口調で言われ、俺は村長に向かって素直に首肯することにした。

　そして村長はしばらく悩んだのち、ゆっくりと口を開いた。

「……先日、怪我をした若者が村に現れた。それがすべての始まり……過あやまちだった」

　村長の声は震えている。忌いまわしい記憶の扉を開ける苦しみなのだろう。

「わしらはその若者を助け、怪我が癒いえるまで村にとどまるように勧めた。その後、傷を治した若者は、我々に礼を言って村から去っていったよ」

　なるほど。やはり俺の予想は当たっていたようだ。

「じゃが、すぐにやつは戻ってきた……仲間の山賊どもと一緒にな」

　一度村に来た目的は偵察だ。怪我人を装って潜入し、村の規模や構成を確認したのだろう。用意周到なやつらだ。

「じゃから、もうわしらはよそ者を信用せん」

　親切が身内を傷つけた。もしかしたら死者も出ているのかもしれない。たしかに、村長がこうも意固地になるのもうなずける。

　しかしソノハは納得いかないようで、まだ村長に食い下がろうとする。

「で、でも……」

　──そのときだった。

　井戸の周囲に集められた怪我人たちの中から、子供の泣き声がしたのだ。

　腕に包帯を巻いた幼い男の子が泣いていた。包帯には血がにじんでいる。傷が痛むのだろう。男の子の母親らしき女性があやすが、男の子は一層泣き声を強めるだけだった。もしかしたら外傷だけではなく、心の傷があの涙を流させているのかもしれない。

　俺はそちらに行こうとしたが、先にソノハが動いた。

「ほら、男の子が泣かないの。腕見せて」

　男の子のもとに駆け寄ったソノハはその場でかがみ、男の子と目線を合わせた。俺も続いてソノハの隣に並ぶ。

　最初はソノハを警戒していた母親だったが、恐る恐るといった具合で、男の子の腕をソノハに見せた。我が子を救いたい一心のように、俺には思えた。

「ならん！　よそ者がかかわるな！　わしらの村から出ていけ！」

　だがやはり、村長がソノハを止めてきた。

　それでもソノハは果か敢かんに村長に言い募つのる。

「どうしてですか？　この子は今、痛くて泣いているんですよ。それを村長のあなたが見捨てるっていうんですか？　このままだと死んじゃうひとだって出るかもしれないんですよ？」

「…………」

　ソノハの問いに、村長は顔を背けて無視するという答えを示す。

　──あ、ヤバい。

　俺は本能的にそう感じた。

　泣き虫で引っ込み思案だった俺の幼なじみ。

　しかし、それは遠い過去の話だ。

　なら今はどんな風になっているかって？

「……はぁ!?」

　こんなです。

　ソノハは立ち上がり、俺なら即謝ってしまうような目つきで村長を睨む。

　俺は急いでソノハを止めようとした。いや、止めようとしたんだよ？　でも無理だって。今変に口を挟むと、さっきの「……はぁ!?」が俺に向いてしまう。超怖こえぇよ！

「あなた、村長でしょ？　なんなの？　ふざけてんの？　どういうつもりなの？」

　ソノハは矢つぎ早に村長にまくし立てる。

「え、あ、え？」

　村長は完全に気け圧おされていた。それもそうだ。さっきまでのソノハとは雰囲気が違い過ぎる。でもこれが、今のこいつの素すなんだよ。

「村長だっていうなら、村のひとたちのことを第一に考えなさいよ。それができないなら、さっさと引っこんでいなさい」

「わ、わしは村の者たちのことを考えているから、お主らよそ者に──」

「よそ者よそ者ってうっさいわね。それしか言えないの？　たしかに、あなたが言っていることは、わからないでもないわよ。理不尽な暴力に傷つけられて、辛つらくて、それで他人を憎んで拒絶する。充じゆう分ぶん理解できるわ」

「な、なら──」

「でも！　その憎しみと、この子の痛みは関係ないでしょ！　あなたの目はなにを見ているの？　今、村長のあなたがすべきことはなに？　拒絶？　閉へい鎖さ？　排はい他た？　違うでしょ！　この子の涙を止めることでしょ！　村のひとたちに笑顔を取り戻すことでしょ！」

「…………」

「あなた歳はおいくつ？」

「へ？　な、七八歳じゃが」

　突然のソノハの質問に、村長はどこか情けない声で答えた。

「それだけ長く生きてんだったら、大切なひととの別れがどれだけ悲しいか知っているでしょ？　なのに、それを他のひとにも強いるつもり？　わたしは──もうあんな想いしたくないし、他のひとにもできるだけしてほしくない。あなたはどうなの？」

　村長ははるかに年下であるソノハの言葉に、何度か言い返したそうに口を開きかけた。だが結局は、諦めたように大きく嘆息したのである。

「……当然、同じだ」

「なら、さっさと手伝いなさいよ。わたしたちはこの村のことはわからないんだから、村長のあなたがしっかりしなさい。ほらシリュウ、あんたも手伝うのよ。もたもたしないの」

　ソノハがいきなり俺に声をかけてきた。ひととおり説教してバツが悪くなったのか？

　なら、執事としての俺の答えはひとつだ。

「わかった。俺はなにを手伝えばいい？」




「はい、これで大丈夫です。でもしばらくは安静にしてくださいね」

　外だと不ふ衛えい生せいということと置き薬があるという理由で、ソノハは損そん壊かいの少ない村長の家を借りて治療を始めた。

　俺は普段、ソノハが仕事をしている間は診療所の外で時間を潰している。いても邪魔になるだけだし。そのため、あまりこいつの仕事というのを見ることはなかったのだが、

「たいしたもんだな」

　ソノハの手て際ぎわのよさに、つい感かん嘆たんの声が漏れてしまった。

　しかも手際がいいだけでなく、患者の声に真剣に耳を貸し、外傷だけでなく心の怪我も癒やしているように俺には思えた。

　俺は今しがた治療を終えた患者を玄関まで見送る。治療を始めたころは長く続いていた患者の列だが、どうやら今のひとで最後だったようだ。

　それを伝えると、ソノハは安心したように大きく息をはく。そして椅子から立ち上がり、うーんっと背伸びをして窓の外を見つめた。

「もう夕方ね……ねぇ、シリュウ。お願いがあるんだけど」

「ん？　腹減ったのか？」

「あんたわたしをなんだと思ってんのよ？　そうじゃなくて、ヴィエナに一泊していきたいの」

「それは構わないけど、どうしてだ？」

「今日診察したひとたちを、明日もう一度診ていきたいのよ。おそらく問題ないはずだけど、念のためにね。それと置き薬の質しつが悪いから、わたしが代わりのものをつくっておきたいの」

　そう言われて断れるはずがない。もし断ろうものなら、俺が治療を必要とする状態になるだろう。でも多分、薬草食わされて終わりなんだろうなぁ。

「あぁ、わかった。ちょっと村長と話してくる」

　俺は診療所代わりになっていた村長の家を出た。

「診察は終わったのか？」

　すると家の前では白髪を夕陽で染めた村長が待っていた。

「終わったよ。あんたのおかげでな」

　実は村長、診察の順番を待つ列を整理してくれていたのである。

「わしは、たいしたことはしておらん。すべてあの娘のおかげじゃ」

「それは本人に言ってやってくれ。そう言えば俺たちが来たとき、ファルンの医者を呼んでいるって言っていたけど、この村には医者はいないのか？」

「常駐している医者はおらん。三、四週間に一度、ファルンの医者が見回りに来ておる」

　なるほどな。でもやっぱり山賊騒ぎがあったから、すぐには来てくれないかもしれない。あとでソノハに、多めに薬を置いていったほうがいいと伝えておこう。

「ところでお主たち、これからどうするのじゃ？　今から山を下るのか？」

「あ、そうだ。あんたに頼みたいことがあるんだ」

　俺は村長に、ソノハが明日も怪我人を診たいので一泊したがっている旨むねを伝える。

「なら、わしの家の二階を使うがええ」

「ありがとな。あと、もういくつかお願い──っていうか訊きたいことがあるんだ」

「なんじゃ？　わしに答えられることなら構わんが」

「まずひとつ目の質問だけど、あんたたちをだました山賊って、なにか特徴があるか？」

「……いたって普通の青年……いや待て。頰に傷があったな。それも見たところ、古傷といった具合じゃった」

　頰に傷、ね。

「わかった……なぁ、今回の山賊の襲撃で死者は出たのか？」

「いや、金品を奪うばわれ、家や田畑の一部を焼かれはしたが、死者は出ておらん」

「なるほど。死人は出ていなくて、誰もさらわれていないんだな。そうか……だったら、ぶっ潰すだけで済むな……」

「ん？　なにをぶつぶつ言っておる？」

「気にすんな。で、最後の質問だけど、山賊って、このあたりを根ね城じろにしているのか？」

「たしかなことはわからん。しかしやつらは村から引き上げる際、山頂に向かっていった。山頂付近に広大な洞窟があるから、もしかしたら……」

「そこが根城かもしれないってわけか」

「あくまで予想じゃが……それがどうかしたのか？」

「いやなに。お嬢さまが頑張ったんだ。執事の俺も、ひと頑張りしないとなって話さ。あと、あんたも怪我しているんだろ？　太もものあたり。あとでソノハに診てもらえよ」
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「ここか」

　深夜、月明かりは弱々しく、すぐ先も見渡せない山道を頂目指して歩き、俺は洞窟の入り口を見つけた。

　洞窟内に足を踏み入れると空気はひんやりとしていて肌寒く、足もとはごつごつで歩きにくい。その上、奥に進めば進むほど道が入り組んでいるため、油断すると迷ってしまいそうだ。

　そのまましばらく歩いていくと、大きく開けた場所に出た。地下水が流れており、生活もできそうな空間である。

　そして地面から所々隆りゆう起きした岩場は、ひとが隠れるのに適てきしていた。

「……おい、隠れていないでさっさと出てこいよ」

　俺の声が洞窟内に響ひびく。だが周囲には変化がない。

「ったく、往生際が悪いというかなんというか」

　俺は……賊たちが隠れているであろう岩場の真上に初級風魔法ウインドを放った。初級風魔法ウインドは天井に直撃し、岩石が崩れ落ちる。

　すると数人の男たちが、岩の陰から慌てた様子で飛び出てきた。彼らが隠れていた場所に無数の岩が落下して地面を震ふるわせる。

　それを皮切りに、次々と周囲の岩陰から男たちが姿を現した。

　ざっと数えて……五○人ってところか。

　で、あの一番奥から出てきた男が大将だろう。他のやつらと比べて装備品が格上だし。

　俺が頭かしらと目星をつけた男は腰の剣を鞘さやから抜き、威い勢せいよく吠ほえてくる。

「てめぇ、何者だ!?」

「見てわかんねぇか？　執事だよ」












　俺の返答に、山賊の大将は眉まゆ根ねを寄せる。

「執事がこんな場所になんの用だ？」

「考えてわかんねぇか？　お前らをぶっ飛ばしにきたんだよ」

　その瞬間、俺を囲んでいる男たちが一斉に笑い声を上げた。

　たしかに彼らは全員が武装しており、対する俺は丸腰だ。余裕でいられるのもわかる。

「……小僧、死にてぇのか？」

　しかし大将だけは警けい戒かいを解といておらず、剣を持つ手が強張ったのが見てとれた。

　なるほど。こいつは多少できるようだ。

　とはいえ所しよ詮せんは山賊。少し挑発すれば、すぐに地じ金がねが出るだろう。

「いや、さっさと帰って寝たいかな」

「なら望みどおり、永遠に眠らせてやる」

「悪いけど、そういうわけにはいかないんだ。執事の仕事は朝早いんでな。っていうか、お前の台詞せりふって小悪党感が半はん端ぱないな。聞いているこっちが恥ずかしいよ」

「クソが……舐めてんじゃねぇぞ！」

「べつに舐めてねぇよ。それに舐めるってのは、こういうことをいうんだぜ」

　俺は左腕を軽く掲げて宣言する。

「お前ら全員、左手一本で相手してやるよ。もちろん、魔法もなしだ」

「ってめぇ！　野郎ども、構うことねぇ！　やっちまえ！」

　大将格である男が号令すると、周囲の配下たちが一気にこちらに押し寄せてきた。

　俺は瞬時に全員の顔を確認していく。

　──ひとり、頰に傷がある男を見つけた。

「前言撤回。お前だけは両手で相手してやる」
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「お主たちには世話になった。ヴィエナを代表して礼を言わせてくれ」

　太陽が高く昇るころ、俺とソノハは村の入り口で村長や村人たちに見送られていた。

「き、気にしないでくださいって。それに、結構失礼なこと言っちゃいましたし」

　ソノハは一昨日おとといの衝突を思い出しているのだろう。衝突といっても、ソノハが一方的にはね飛ばした感じだったけど。

「いや、あれはわしが間違っていた。お主のおかげで、目が覚めたよ」

「え、えっと……」

　ソノハが、助けろ！　という視線を俺に向けてきた。仕方ねぇ、助け舟を出すか。

「本人がそう言ってんだ。だからもう、村長をハゲって呼んだことは気にすんなよ」

「呼んでないわよ！」

「ハゲておらん！」

　──そうした俺の素晴らしい援えん護ごもあって、村長と和解できたソノハは、別れを惜おしむ村人たちに囲まれた。

「しかし不思議なこともあるもんじゃな」

　ソノハを村人に取られて暇ひまになったのか、村長が俺に話しかけてくる。

　不思議なこととは、昨日の出来事だろう。実は昨日の朝、山賊に盗まれた金品がすべて戻ってきたのだ。早朝に村を見回っていた村長が村の入り口で見つけたのである。

　……まぁ、あれだ。山賊を全員倒した俺は、あいつらにちょっとした約束をいくつかさせた。

　ヴィエナで盗んだ物をすべて返す。二度とヴィエナに近づかない。山賊を辞やめて、真っ当に生きる。

　という内容の約束だ。

　そのことを知っているのはソノハだけなのだが、べつに村のひとたちに言う必要もないだろう。俺は適当にごまかすことにする。

「なんだったんだろうな？　あれ」

「……お主、いったい何者じゃ？」

　だが村長は、俺が一番避さけたい質問を向けてきた。年の功こうとは中々侮あなどれないらしい。

「何者もなにも、ただの執事だよ。キストリア家のしがない執事」

「長く生きたせいで見えなくなったものもあれば、見えてくるものもある。お主は、違うんじゃ。なにかが違う。目を見ておればわかる。なにか、とてつもなく大きなものを背負った目じゃ」

　村長はじっと俺を見つめてくる。

「……じいさんに見つめられて喜ぶ趣味はないからやめてくれ」

「ふむ……村の恩人を詮せん索さくするのはやめておくか」

　あれ？　このじいさん、俺が山賊のところに行ったことに気づいている？

　俺は真実を確認しようとしたが、なんだか面倒なことになりそうだったのと、ソノハが村人から解放されてきたので、結局なにも訊ねないことにした。

「またいつでも来てくれ、恩人たちよ。我々はいつでもお主たちを歓迎する」

　そう言って村長や村のひとたちは、ずっと俺たちに手を振ってくれた。
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　ヴィエナをあとにした俺とソノハは、麓の宿を目指して下山していた。今日は宿で一泊し、翌日、オルディナを目指す算段だ。

「帰ったら、しばらく節約生活だな」

「そうなの？」

「宿の宿泊費が痛いんだよな。とはいえ野宿ってわけにもいかないしな」

「わたしなら構わないけど。一日くらい、ひとりで寝られるわよ」

「ちょっと待て。お前、俺を野宿させればいいって思っているか？」

「ダメなの？」

　心底不思議そうにソノハが首をかしげる。

「んもう、冗談がうまいなお嬢さま絶対許さん。執事にだって人権はあるんじゃい！」

「そういえば、診療所のソファーと花瓶はどうなったのかしら？」

「さて、枯かれ葉はを集めて寝ね床どこをつくるか」

「じょ、冗談よ。あんたも宿に泊まりなさいって。節約生活協力するから。今回は、あんたが一番頑張ったんだしね」

「ん？　もしかして山賊を倒したことか？　そんなことより、お前のほうが頑張ったろ？」

「そんなことないわよ。やっぱり勇者なんだなぁって感心しちゃった。だってわたしには絶対できないもん」

「そ、そうか？」

　な、なんで今日はそんなに褒めてくるんだ。なんか恥ずかしいっつーの。

「でもそれは俺も同じだと思うけどな。お前と同じことなんて俺にはできねぇよ」

　俺はソノハから目をそらして、つい早口になってしまった。

「あれ～、もしかして照れてんの？」

「な、なぜそれを──って、そんなことないしー？」

　ど、どうしてわかったんだ？

「ごまかしても無駄よ。昔からあんたって、照れると目をそらして早口になる癖くせがあるんだもん」

「うぐっ！」

　俺の心中を的てき確かくに読んだソノハは心底嬉しそうだった。

「そっかそっかぁ～。わたしに褒められて照れちゃったんだぁ～」

　く、くそ、ニヤニヤしやがって。

　しかしこのまま一方的にやられるのは性しように合わない。俺は反撃を試みる。

「お前だって、昔から変わらない癖があるぞ。風呂入るとき、いつも右肩から洗うだろ？」

　なんて言ってみたものの、見たことがないので適当である。ただ単に、なにか言い返したかっただけだ。

「……で…………のよ」

　しかしなぜかソノハはうつむき、聞き取れないほどの小声でなにかつぶやいた。

「え？　聞こえねぇよ？」

「なんで知ってんのよ！」

「ええぇぇぇぇぇ!?」

　う、噓だろ？　適当に言ったら、マジだったのかよ！

「こそこそ覗のぞくような真似するなんて……最低！　変態！　信じらんない！」

「じょ、じょ、冗談だって！　落ち着け！　な？　それにその言い方だと、堂々と見るのは大歓迎みたいに聞こえるぞ？」

「──っ！　こんの馬鹿執事ー！」




　この日の夜、宿でソノハが風呂に入っている間、俺は部屋の外で正座させられていた。

　俺の自業自得とはいえ、こんな攻撃的なお嬢さまはどうかしていると思う。

「……でも、一番どうかしているのは俺かもな」

　だってこんなやり取りでも、ソノハが相手だっていうだけで幸せな気持ちになれるんだから。













「ソノハ……俺おれ、お前が主人で本当によかったよ」

「な、なによ、急に」

　いつもと変わらぬ夕暮れ時。オルディナの診療所から屋敷に戻った俺とソノハは、これまたいつもどおり、食堂で夕食を取っていた。

　しかし今日はそんな日常に、ある異物が入りこんできていやがるのだ。

「相変わらず、へっぽこ執しつ事じがつくる食事は不ま味ずいですわね。わたくしの高貴なお口が汚れてしまいますわー！」

　ソノハの正面に座り、上品な手つきで飯を食う金髪の少女が俺に喧けん嘩かを売ってくる。

「異物のくせにうるせぇな。文句あるなら食ってんじゃねぇよ」

　と言いたいのを俺はぐっと堪こらえ──、

「こ、このアリシア・オストハルクに対して、なんて言葉づかいですの!?」

　おっと。どうやら口にしていたらしい。わざとじゃないぞ？

「まったく……ソノハ、あなたはもう少しまともな執事を雇やとったほうがいいですわよ？」

　この余よ計けいなお世話を焼いてくる少女、アリシア・オストハルクはソノハの友人だ。

　オストハルク家は、キストリア家が王家直属の医師を辞じ任にんしたあと、その役職に就ついた貴族である。両家は昔、決して良好な関係ではなかったらしい。しかし先代、つまりソノハやアリシアの親父さんたちが親友だったみたいで、今では非常に親密な関係を築きずいている。

　そんなオストハルク家は王都に居きよを構えているのだが、アリシアは昔から頻ひん繁ぱんにキストリア家の屋敷や診療所に来ていた。そのため俺も執事になる前に何度かだけ会ったことがあり、俺が勇者だということも知っている。

　そして昔のソノハにとって、アリシアはまともに話せる数少ない相手だった。親友というやつなのだろう。その関係はずっと変わっておらず、こうしてアリシアは従者をつれて今もよくキストリア家を訪れるのだ。

「なんならわたくしが、他の執事かメイドを紹介してさしあげましょうか？」

「うーん、でもウチにはべつの執事を雇う余よ裕ゆうはないし……シリュウで充じゆう分ぶんかな？」

　よ、喜んでいいのか微び妙みような発言だな。

「そうですの？　でも必要になったらいつでも言ってくださいな。へっぽこ執事より、優秀な執事をすぐに用意いたしますから」

「間に合ってんだよ。っていうか、お前の紹介って時点でまともなやつは来ないだろ」

「失礼ですわね。心外ですわ」

「そうかぁ？」

　俺は一度立ち上がって、アリシアが座る椅い子すを見る。

　椅子は俺と目が合い、にかっと微笑ほほえんできた。

　俺の目と認識が正常に機能しているなら……その椅子はどう見ても四よつん這ばいになった執事だ。

「オストハルク家を甘く見ないでくださいます？　必要とあらば、すぐに優秀な人材を確かく保ほしてみせますわ」

「そうだな。そんな変態執事を見つけてくる家は甘く見れねぇな」

　しかもアリシアの後ろにはメイドたちが多数待機しているのだが、その全員が椅子執事にうらやましそうな視線を送っていやがる。

　もう嫌だ。この屋敷から叩き出してやりたい。

「そうですわよね、そうですわよね。甘く見れねぇですわよね」

　俺の嫌味に気づかないアリシアは、口もとに手をそえて高らかに笑う。その仕し草ぐさは、手て間まをかけて巻いたのであろう金こん色じきの髪や、豪ごう奢しやな服装と相あいまってとても似合っている。一歩間違うと、少しアホな印象を受けてしまうが、実際アホなので問題ない。

「あ、そうそう。思い出しましたわ」

　アリシアは高笑いを止め、両手をぽんと合わせる。すると彼女の後方に控ひかえている、眼鏡めがねをかけたメイドが一枚の書状をソノハに手渡した。

　ソノハがそれを広げたので、俺は顔を近づけて覗のぞきこむ。

「今度、王都で舞踏会が開かれますの。我がオストハルク家主催ですわ！」

　書状には豪華な彩いろどりが施ほどこされ、ついでのように舞踏会の詳細が書かれていた。どうやら招待状らしい。わざわざ招待状にこんな手間をかけなくても。貴族の見み栄えか？

　とはいえ名家オストハルク家の招待だ。王国中の有名貴族たちが集まるのだろう。

「ふーん、すごいね」

　しかしウチのお嬢さまの感想はその程度だった。

「ちょ、ちょっと、もう少し驚いてくださいます？」

「だってオストハルク家なら、そこまで難しいことじゃないでしょ？　それにわたしたちが参加するわけじゃないし」

「ふっふっふですわ」

　アリシアは気味の悪い笑みを浮かべて机つくえに手をつき、ぐいっと前のめりになる。尻しりが離れたことで、椅子執事が小さく悲鳴を上げた。最も早はやなにも言うまい。

「それは、あなたへの招待状ですわ！」

　アリシアは高級そうな扇せん子すをどこからか取り出し、ばっと勢いよく開く。

「あなただって貴族の端くれ。たまにはこのような場にも顔を出すべきですわ」

「でもウチは貴族っていっても貧乏貴族だし」

「ですが今でも、王都でキストリア家の名前を知らない者はいませんわ」

　元とはいえ、王家専属の医師だったわけだしな。

　俺はソノハの顔色をちらっと確認する。

　ソノハはどこか逡しゆん巡じゆんするように、うーんと小さくうなっていた。

　多分ソノハは参加するかどうかを悩んでいるのではなく、アリシアを傷つけないように断る方法を考えているんだと思う。

「……気持ちだけもらっておくわ。ごめんね、アリシア」

　やっぱりな。

　ソノハはアリシアの申し出を断り、舞踏会の書状をそっと返したのだった。




「へっぽこ執事。あなたがなんとかしてソノハを説得なさいな」

　その日の夜。俺は客室で、アリシアにそう命令されていた。ちなみに俺を呼びに来たのは、例の椅子執事だった。そいつは今、アリシアの椅子という仕事に戻っている。他のメイドたちは部屋の外や、屋敷を警備するように配置されているそうだ。

「本人が行く気がないって言ってんのに、無理強じいする必要あるのか？」

　俺はできるだけアリシアの尻の下を見ないようにして訊ねる。

「やれやれですわ。なにもわかっていないのですわね」

　アリシアは立ち上がり、手にしていた扇子の先を俺に向けてきた。

「ソノハは、本当は舞踏会に参加したいのですわ。でも、できない理由がある」

「俺にはそうは見えなかったけど？」

「同じ女性のわたくしにはわかりますわ」

　いまいち得心がいかない俺に対し、アリシアは自信満々といった態度で言い切った。

　でもたしかに俺よりも、同じ女の子であるアリシアのほうが、ソノハの女心を理解しているのかもしれないな。

「だけど仮にお前の言うとおりだとしたら、ソノハが舞踏会に参加できない理由ってのはなんだ？」

「答えは簡単ですわ！」

　俺のその質問を待っていましたと言わんばかりにアリシアは扇子を開き、なんかよくわからんがむかつく構えを取って高らかに宣言する。

「ソノハは、舞踏会に着ていくドレスがないのですわ！」

　しかし俺は、アリシアの言葉に若じやつ干かん首をかしげてしまう。

「……いや、そんなことないぞ。数着持っているはずだ」

　するとアリシアは、俺を小馬鹿にするようにわざとらしく嘆たん息そくしてきた。

「またやれやれですわ。ソノハも年ごろの女の子ですわよ？　舞踏会には、新しいドレスで出席したいに決まっているじゃないですの」

　な、なるほど！　その発想は、男の俺には出てこなかった！

「つまり新しいドレスさえ準備できたら、ソノハは舞踏会に出られるってことだな？」

「そのとおりですわ。ただ……」

　先ほどまでの勢いはどこへやら。アリシアは扇子で口もとを覆おおい、ぼそぼそつぶやく。

「わたくしには、これ以上なにもできませんわ……ソノハは、なんというか、金銭的な援助は絶対に拒こばみますので」

　そういえばそうだった。キストリア家の現状を知るオストハルク家は、何度もソノハに援助を申し出た。しかし、そのすべてをソノハは丁てい重ちように断ったのである。

　理由は簡単だ。

「そりゃあ、お前と対等の友人でいたいってことだろ？」

「し、知っていますわ、そんなこと。あの子は昔から泣き虫なのに、変なところで頑がん固こなんですから。ですので、あなたの出番ですのよ。へっぽこ執事」

　アリシアは勢いよく扇子を閉じ、すとんと椅子に座った。椅子というか執事あぁもう面倒くせぇ。椅子だ椅子。

「あなた、ソノハのためにドレスを新調なさいな。オーダーメイドは値ねが張はって無理でも、市販のものならあなたでも買えますでしょ？」

　椅子の上でアリシアは足を組み、挨あい拶さつをするような軽いノリでさらっと俺に言った。

　俺が断らないと確信しているのだろう。そしてそれは、悔くやしいが正解だ。

　ソノハが喜んでくれるのなら、それくらい執事としてお安いご用だ。

「わかった。やってみるよ」

　俺が首を縦たてに振ってみせると、アリシアは満足そうな笑みを浮かべた。

「やってみるではなくて、やってみせなさい。わたくしは明日王都に戻りますが、近いうちにまた来ます。それまでに、ソノハをその気にさせておくのですわよ」

「あぁ、任まかせてくれ」

　俺は力強く答え、部屋から出ていこうとした。

　しかし、

「そうだ。ちょっと気になっていることがあるんだけど、訊いていいか？」

　扉に手をかけたまま、アリシアの方を振り向く。

「わたくしに？　構いませんが、なんですの？」

「さっきお前が言ったとおり、ソノハって昔は泣き虫だったじゃん？　でも俺が旅から戻ったときにはもう強くなっていた……っていうか、泣き虫じゃなくなっていたんだ」

　それはつまり、俺がいない三年の間になにかがあったということだ。

「そこで、お前ならなにがあったのか知っているかなって思ったんだけど」

「……ちなみに、ソノハには訊きましたの？」

「いや。さすがに本人に、お前最近泣かないけどどうした？　とは訊けないだろ」

「そうですの……それで見当がつかないから、わたくしに訊ねたというわけですのね。やれやれですわ。やれやれですわ。本当に本当にへっぽこ執事ですこと」

　そう言うと、アリシアはわかりやすくため息をついた。

「な、なんだよ？」

「わたくしの口からは話せませんわ。自分で考えなさい。それより今はまず執事として、目の前のことに集中したほうがよいのではなくって？」

　うーん。俺としてはソノハのことが気になるが、たしかにアリシアの言うとおりだな。

「わかった。とりあえず、ドレスをどうにかしてみるよ」

「シリュウさん、同じ執事として頑張りましょう！　応援していますよ！」

　最後、なんか椅子が喋しやべった気がしたが気のせいだろう。
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「…………え？」

　翌日、診療所での仕事を済ませた俺は、ひとりオルディナの中心部に来ていた。

　中心部はいわゆる高級住宅や高級店が数多くひしめく区く画かくで、俺は今、その中でも特にきらびやかで高級そうな服屋の前に来ていた。

　理由は当然、ソノハのドレスを買うためだ。

　服屋は推おしているのであろう商品を窓ガラス越しに飾かざっており、外からでも見て楽しむことができるつくりだった。

　そして俺はそこでソノハに似合いそうなドレスを偶ぐう然ぜんにも見つけ……目をひんむいたのである。

「四二万シーラ、だと？」

　……な、なんだこの値段は!?　布だけなのに、なんで鎧よろいよりはるかに高いんだよ!?　今まで色んな武具店に立ち寄ったけど、こんなに高価なものは売っていなかったぞ。魔法耐たい性せいとかの付ふ加か効果でもあんのか？　それにしても高過ぎだろうよ！

「……そ、そうだ。もしかしたらこのドレスが高いだけで、他の商品はもっと安いのかもしれない。いや、そうに違いない。俺の勘かんがそう告つげている！」

　自じ慢まんではないが、俺は自分の勘に自信がある。この勘で、何度も魔族の陰いん謀ぼうを打ち破やぶってきたのだ。

　俺は勝機があると信じ、店の扉を開く。

　店内は全体的にきらびやかで、床に敷しかれた絨じゆう毯たんはふかふかで気持ちよすぎて、なんかもう意味わからん帰りたい。

「あ、あのぉ……」

　だけど俺は勇気をしぼり出し、店内で突っ立っている店員っぽいひとに声をかける。

　しかし店員からの返事はなかった。

　おや？　もしかして、聞こえなかったか？

　俺は店員に近づこうとする。だがそのとき、店の扉が開き、見るからに金の臭いをぷんぷんさせているおばさんが現れたのだ。

「いらっしゃいませ、奥さま。本日はどのようなご用件でしょう？」

　あらやだ。店員さん、奥さまの方にはすぐに寄っていったわ。ということは、俺は無視されたということなのね。たしかに奥さまは金を持っていそうだし、店としては俺よりも大切にしたいお客なのだろう。なるほど、許さん。

「おいぃぃぃ！　ちょっと店員さんよぉ！」

　俺は店員の襟えりもとを両手でつかんで持ち上げ、ぶんぶん振り回す。

「ひ、ひぃぃぃ！」

「なんだよその態度の違いはよ！　そんなに俺は金持っていないように見えたか？　慧けい眼がんだよこの野郎！」

「わ、我々も商売ですので……」

「ごもっともなこと言ってんじゃねぇぇぇ！」

　──このあと、当然だが俺は店から追い出された。




「あーあ、どうすっかな……」

　結局、というか当り前だがドレスを買えなかった俺は、一度中央区から離れていた。

　そして俺は今、ボブサリオたちが営いとなむなんでも屋の前に来ている。

「やっぱり、いざというときに頼れるのはこいつらしかいないか」

　俺は看板を見上げ、そっと目を閉じた。瞼まぶたの裏側に浮かぶのは、あいつらとの旅の日々。

　ボブサリオ。俺の最初の仲間。俺たちの一行パーテイーで最年長ということもあり、いつも頼りになった。

　アル。どんなに辛つらい状況でも、あいつが見せる太陽のような笑顔のおかげで、俺たちは前へと進めた。

　ヒューイ。普段は嫌いや味みったらしいやつだが、あいつの冷静な判断や、実は仲間想いな一面に助けられ、いくつもの危機を乗り越えることができた。

　どんなに苦しい戦いでも、四人だから戦い抜いてこられた。

　もしかしたら俺たちの関係は仲間というよりも、親友、という言葉のほうが合うのかもしれない。

　これは数ケ月前に、珍めずらしく酒に酔よっていたヒューイが話してくれたことなのだが、こいつらがオルディナでなんでも屋をしているのは、変わらず四人でつるんでいたいかららしい。戦いばかりの旅だったけど、こいつらと一緒にいた日々は俺にとってもかけがえのない時間だった。

　そして、その気持ちはこれからも変わらないだろう。予想や願望ではない。確信だ。

　俺は胸に確かなものを感じつつ、なんでも屋の扉を開けるのであった。




「筋きん肉にくというドレスで着き飾かざればいいんじゃないか？」

「今は俺たちも厳きびしいんで無理っすね。申しわけないっす」

「顔も金も不自由だなんて……大変だね」
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　さっさとなんでも屋をあとにした俺は、再び中央区に戻っていた。

　……正直、予想はしていたよ。

　クソほども役に立たないことも、断られることも、けなされることも。

「だけどマジでどうしたもんかな」

　進退窮きわまった俺は、最近は足を運はこばない中央広場に立ち寄った。そういえばソノハの執事になってからは、ほとんど利用していなかったな。子供のころは時計塔目め当あてでよく来ていたけど。

　そんな中央広場はしっかりとした舗ほ装そうと手入れが行き届いており、様々な人々がそれぞれの時間を謳おう歌かしていた。子供を遊ばせている母親たち。噴ふん水すいの近くで話しこんでいる女性たち。身体からだを寄せ合う恋人たち……は帰ればいい。

　俺は広場の隅すみに置かれたベンチに腰をかけ、なにか金になりそうなものはないかなーっと周囲を眺ながめる。

　やはり自然と目に入るのは、高さ一○○メートルを超える、オルディナで最も背の高い建物である時計塔だ。定刻になったみたいで、最上階に吊つるされた鐘かねが数回鳴る。

　しかし残念ながら金になる類たぐいのものは見つからなかった。鐘じゃねぇんだよな。

　──諦あきらめてべつの場所に行こう。

　そう決めてベンチから立ち上がろうとした瞬間、俺の視線はある一点で止まった。

「随ずい分ぶんと賑にぎわっているな。なんの店だ？」

　広場に面した一いつ軒けんの店に長い行列ができていたのだ。興味を持って店に近づくと、甘くていい香りが漂ただよってきた。

「へぇ、クレープ屋か」

　旅の途中で目にしたことはあるが実際に食べたことはない。しかしどこでも人気だった覚えがある。たしかオルディナにはなかったはず……新しくできたのか？

「…………儲もうかっていそうだな」

　繁はん盛じようするクレープ屋を見て、そう無意識につぶやいたときだ。ある発想が閃ひらめいた。

　…………あのクレープ食って、腹痛くなったとかわめけば金もらえんじゃね？

　俺は自然と列に並んでしまう。列は思ったより早く進み、徐々に俺の番が迫ってくる。それはつまり、俺の一世一代の演技の幕開けが近づいているということだ。

　だ、だがしかし、勇者として、キストリア家の執事として、その行動はどうなんだ？

　……うん、やっぱりやめよう。悪事に手を染そめちゃいかんよ。

「いらっしゃいませ。ご注文はお決まりでしょうか？」

「あひいぃぃぃ！　順番来ちまった！　四二万シーラください！」

　注文をするカウンターまでいつの間にか来ていた俺は、慌あわててとち狂った注文をしてしまった。

「……やれやれ、お前も落ちぶれたものだな」

　だが店員が出したものはクレープでも金でもなく、俺を嘲ちよう笑しようするような発言だった。

　あ、あれ？　この声って……。

　俺は店員の顔を確認する。

「う、ウィンザード？」

　そいつは、ほんの半年前まで俺と命のやり取りをしていた魔族だった。




「まさかお前が執事になったとはな」

「こっちも驚いたよ。お前がクレープ屋の店長だとはな」

　俺は先ほどの店員とベンチに並んで座っていた。

　この男の名前はウィンザード・ゼディア。魔王軍の大将軍として俺たちと戦っていた魔族だ。今でこそ清せい潔けつ感かんのあるエプロンをした寡か黙もくな男といった風ふ情ぜいだが、当時は常に返り血で鎧を真まっ赤かに染め上げているようなやつだった。

「私の力など、平和な時世ではなんの役にも立たないからな。ならば、できることをやろうと思ったまでだ」

「それがクレープ屋だってのが意外なんだよ」

　顔がいかつくて身長も高いから、エプロン姿が妙みように怖いし。

「色々あってな。しかしお前が執事だということのほうが、私には無理があるように思えるぞ」

「色々あったんだよ。でもなんでハオリスティ王国を、それもオルディナを選んだんだ？」

「ここは他国に比べて、魔族を受け入れる態勢ができているからだ。オルディナに居を構えたのは偶然だがな」

　ダーインクイスタ戦争は終わった。しかし敵であった魔族を憎にくむ人間は決して少なくなく、いまだに抗戦状態になっている地域も多い。一方でハオリスティ王国は、女王の政せい策さくによって元々人間と魔族の融ゆう和わが進んでおり、入国を望む魔族が増えているらしい。

　たしかに、ウィンザードがこの国を選んだのは自然な流れなのかもしれない。

「もしかして店をやっているのは、行き場のない魔族を受け入れるためなのか？」

「行き場所を探す者が道を見つけるためだ。人間も魔族も関係なく雇っている」

「そうか……」

　うまく説明できないけど、俺は少し嬉しくなった。

　ダーインクイスタ戦争が終わり、勇者は執事に、魔王軍の大将軍はクレープ屋の店長になった。ちょっと笑ってしまう戦後だと思う。

　でも、それでも人間と魔族という壁を越え、未来へ進んでいこうとする。明日を望む者を支えようとするやつがいる。

　魔王あの野郎がいたなら伝えてやりたい。どうやら人間と魔族俺たちは、戦わなくても一緒に生きていけるみたいだぞ、と。あいつが気にするとは思えないけどな。

「……さて、俺はそろそろ行くよ。引きとめて悪かったな」

「気にするな。私も仕事に戻る。迎えが来たようだしな」

　ウィンザードの言うとおり、クレープ屋からひとりの男がこちらへ駆けてきた。

「ウィンザード殿。店が混雑してまいりました。ぜひご助力をいただき──ぬ、貴様はシリュウ・ロード？」

「よ、久しぶりだな、バルファロイ」

　こいつはバルファロイ・ディエ。魔王軍の将軍のひとりで、俺とも何度か戦ったことのある魔族だ。武ぶ骨こつながらも品のあるウィンザードと違い、どこか泥どろ臭くさい体育会系といった風情だが、前線で戦う魔族からは中々に人気があった。外見は赤色の髪が目立つが、たしかこれは魔王に憧あこがれて染めたらしい。そのため魔王あいつの紅ぐ蓮れんのような髪色とは少し違い、ちょっとくすんだ赤になってしまっている。

「なぜ貴様がここにいるのだ？」

　バルファロイが俺に問いつめてくる。

「ドレス買いにきたついでに寄ったんだよ。もう帰るけど」

「ドレス？」

　俺がベンチから立ち上がろうとすると、ウィンザードが怪け訝げんな顔で訊たずねてきた。

　そういえば話していなかったな。

　──俺はふたりに今の状況を伝えた。

　するとウィンザードには、

「お前も大変みたいだな」

　同情され、バルファロイには、

「ゆ、勇者が……執事……我々は、こんな男に負けたのか……」

　と、呆ぼう然ぜんとされた。

「うっせぇな。おら、事情を話したんだから、なんかいい案出せや」

「そうだな……バルファロイ、なにか良案はないか？」

「拙せつ者しやでありますか？　拙者は……」

「どうした？　なにもないのか？」

「そ、そうではなく……」

　バルファロイは俺にちらっと視線を向け、あからさまなしかめっ面をした。

「なぜ拙者が勇者のために……それも、こうも平和ボケしたような男に……」

　あー、まぁそうなるか。

　いくら戦いが終わったって言っても、バルファロイからしたら、俺は魔王を倒した憎き仇かたきだ。特にこいつの魔王あの野郎への心酔っぷりは、魔王軍でも随ずい一いちだったしな。

「その、なんだ……べつに無理に協力してくれって話じゃないから──」

「待て」

　ウィンザードが俺の発言を遮さえぎる。

「バルファロイ。戦争はもう終わったんだ。にもかかわらず我々のように将軍職に就いていた者が確かく執しつを持ったままでは、世界はいつまで経たっても変わらない。わかるな？　私はお前なら理解できると考えている。その上で、あらためて問う。なにか良案はないか？」

　ウィンザードの言葉に、それでもバルファロイはなにか言いたげだったが、自分を納得させるように一度小さく深呼吸した。

　そして、俺ではなくウィンザードを見て答える。

「……ギルドを利用すればよいのではないでしょうか？」












　そうか！　その手があったか！

　大抵の都市には冒険者ギルドと呼ばれる組合が存在し、そこで冒険者向けのクエストを受領できる。そして見事クエストを達成すれば、報ほう酬しゆうがもらえるという仕し組くみだ。

「さすが私の部下……いや、ウチの副店長だ。よくやった」

「お褒めに与あずかり光栄です」

「いやぁ、助かったよバルファロイ。ありがとな」

「勘かん違ちがいするな、シリュウ・ロード。拙者は貴様ら人間を認めてはいない。今回は店長命令を果たしただけだ」

　そう言い残し、バルファロイはウィンザードと共に、さっさと店へ戻っていってしまった。

　……あいつの戦いが終わるには、まだ時間がかかりそうだな。
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　ウィンザードたちと別れた俺は、中央広場のすぐ近く、オルディナ唯一のギルドに来ていた。

「そうだよな。どうしてこんな簡単な方法を思いつかなかったんだろう」

　ギルドは二階建てで、一階はクエストの受付、二階は酒場になっている。

「旅をしているときに何度か使ったけど、執事になってからは用がなかったからなぁ」

　さっそく俺は一階の受付にいる兄ちゃんに声をかけた。

「クエストちょうだい」

「ど、どういったクエストをご希望ですか？」

　受付の兄ちゃんは表情をひくつかせたが、それでも丁てい寧ねいに対応してくれた。

「報酬が現金で、できるだけ高額なものがいい。もしくはドレスが報酬なやつ」

「えっと……現在、報酬がドレスというものはありませんね。高額なものでしたら、いくつか紹介できます。しかしそのどれもが危険なクエストでして……」

「大丈夫大丈夫。できるだけ高額報酬なやつを紹介してくれ」

「か、かしこまりました。では、ギルド協会の会員証をご提示ください」

「わかったわかった。ギルドの会員証──か、会員証？」

「はい、会員証です」

「……も、持っていないんだけど。え？　そ、そんなのできたの？　俺が前に使っていたときはなかったけど……」

「最後にギルドをご利用されたのはいつになられますか？」

「えっと……一年以上前だな。戦時中」

　その俺の返事に、兄ちゃんは納得がいったようにうなずく。

「あぁ、なるほど。では制度が変わる前ですね」

「せ、制度が変わった？」

「はい。戦後、ギルドを利用するにあたっての制度が見直され、会員証が必要となりました。利用者の実力に見合ったクエストを紹介させていただくためです」

　兄ちゃんはすらすらと本を読み上げるように説明していく。もしかしたら、俺のように制度が変わったことを知らなかったやつも多いのだろうか。

「戦時中とは違い、今はクエストを達成されるごとに点数が加算されていくようになっています。そして一定の点を越こえますと、ギルド会員としての階級が上がりまして、より危険なクエストを受領することができます」

「つまり、もし今会員証をつくっても、いい報酬のクエストは受けられないってこと？」

「そうなりますね」

「た、頼むよ兄ちゃん。なにか他に方法はないのか？」

「えっと……会員証の他に、推すい薦せん状じようがあれば……」

「推薦状？　だ、誰に推薦してもらえばいいんだ？」

「一般的には貴族階級の方になります。他にも……」

「貴族だな！　オストハルク家とかでもいいか!?」

　ソノハに書いてもらっちまったら本末転倒だしな。

「え、えぇ。それだけご高名なお家いえ柄がらの方による推薦状でしたら、大体のクエストを受領できるはずです」

「わかった！　すぐに書かせてくる！　なぁに、事情を話せば推薦状の一枚や二枚……」

「ですがあなたさまは、他家の推薦状ではクエストを受領できません。見たところ、どちらかのお家の執事さまですよね？」

「そうだけど？　キストリア家の……」

「そうなりますと、あなたさまはキストリア家さまの所有物となりますので、キストリア家現当主に当たられるお方の許きよ諾だく状じようが必要になります」

「そ、それはちょっと難しいかな」

「ですが、そういう規き則そくですので……」

「そこをなんとか頼むよ。とにかく今すぐ金がいるんだ。実はなんとかなるんでしょ？」

「な、なりませんよ。それに、なったとしても、一職員の僕にはなにもできないですよ」

「ならさっさと昇進してこいや！」

「お、大きなお世話です！　とにかく、僕の権限では無理です」

「ぐ、ぐぬぬ……で、でも俺もここで帰るわけには……」

　俺は不ふ退たい転てんの覚悟で受付の兄ちゃんにつめ寄ろうとする。

　──そのときだった。

「なら、わたしの権限を使わせてもらいます」

　鈴を転がしたような声が聞こえたと思うと、俺の後方、ギルドの入り口の扉がゆっくりと開かれたのである。

　現れたのは、陽光を受け、腰にまで届く長い銀髪を輝かせる女性だ。身なりや装飾品は派手さがないものの、何人もの側近たちを引きつれた様さまを見ればすぐに相当な身分の人間であることがわかる。年齢は二○歳のはずだが、ややあどけない顔立ちのせいで、俺と同い年か、下手をすれば年下に見えてしまう。

　そんな女性を見た受付の兄ちゃんが悲鳴に近い声を出す。

「じょ、じょ、じょ、女王陛下!?」

　そう。この女性、エア・ハオリスティこそ、ハオリスティ王国最高権力者である女王なのだ。一三歳での即位後、いくつもの政策を成功させ、貴族、平民、人間、魔族問わず、絶ぜつ大だいな支し持じを集めている傑けつ物ぶつだ。

　ハオリスティ王国で人間と魔族が共存を果はたしているのは、間違いなく戦前からのエアの政策による成果で、国民が彼女を支持しているからこその結果だ。彼女の側近に、人間だけでなく魔族がいるのもその証拠だろう。

「お久しぶりですね、シリュウさま。最近あまり会いに来てくれないので寂さびしいです」

「それはすまなかった。そもそもそんなに会いに行っていた記憶がないんでな。それで、どうしてオルディナにいるんだ？」

「シリュウさまが会いに来ないので、わたしから来ちゃいました。こう見えて積極的なんですよ、わたし」

「噓つけ」

「はい噓です。本当は公務です」

　そんな偉大な女王さまと、俺は気軽に言葉を交わす。

　実は、俺はエアと知らない仲ではない。まだ一庶民だったころ、旅に出たころ、魔王を倒したあとと、何度か会ったことがあるのだ。

　とはいえエアの側近たちは俺の態度を快こころよく思っていないみたいで、特に彼女の背後に立っている魔族の男は不快感をあらわにしている。

　しかしエア自身は気にした様子もなく、

「そしてちょうどよく、シリュウさまに受けてもらいたいクエストがあるんです」

　俺にそう言って、受付の兄ちゃんに微笑みかけた。

　巷ちまたでは聖女だのなんだのと崇あがめられているエアに笑顔を向けられた兄ちゃんは言葉を失っていたが、すぐにハッとして帳簿のようなものを高速でめくり始めた。

「も、も、も、もちろん、女王陛下のご命令とあらば、どのクエストでもご紹介させていただきます。えっと……えっと……」

　兄ちゃんはさらに速度を上げてクエストを探す。だけど急いで探しているというより、混乱しているといった手つきだ。

　するとエアが、汗だくになった兄ちゃんの手をそっと押さえる。

「探してもありませんよ。シリュウさまに受けていただきたいクエストは、こちらです」

　エアが合図すると、側近のひとりが兄ちゃんに一枚の書状を手渡した。

　紙にはハオリスティ王家の家紋である、ドラゴンと三日月の紋章が記しるされていた。たしかハオリスティ王家は、大昔、ドラゴンと共存していたとかいう逸いつ話わがあったな。

　受付の兄ちゃんは受け取った紙を確認し、ペンでなにやら記入している。

「たしかに当ギルドで承認させていただきました。ではどうぞ」

　兄ちゃんはペンを置き、俺に紙を手渡してきた。よくわからんが、ギルドがクエストを仕入れるためには手順のようなものがあるのだろう。

「なになに……ダンジョンの調査？」

　ダンジョンとは、世界各地に点在する古代の秘ひ境きようだ。洞窟、塔、迷宮と、形状は様々。しかし共通点として、ダンジョン内には多くのモンスターがはびこっており、最奥部に鎮ちん座ざする規格外の巨大モンスターを倒すと、古いにしえのアイテムが手に入るのだ。

　古のアイテムは大なり小なり不思議な力を持ったものがほとんどであるため、各国は自国領土にダンジョンを発見すると攻略に躍やつ起きになる。過去にはダンジョンが原因で、国家間の戦争が起きたという事例もあるほどだ。ちなみに中央広場にある時計塔の鐘も古のアイテムらしく、決まった時間になると自動的に音を鳴らす力を持っている。

「これが王家直々のご依頼か？」

　俺の不ぶ躾しつけ極きわまりない質問に、エアの側近たちが一様に眉まゆをひそめる。

　しかし、やはり当のエア本人はまったく意に介かいしていないようで、

「はい。オルディナの南にある、トルバリィ遺跡はご存知ですよね？」

　耳じ朶だに心地いい透すきとおった声で話を進めた。

「崖がけ下したにある、しょぼい遺跡だろ？　小さい神殿みたいなやつ」

「もう、トルバリィ遺跡は我が国の文化遺産です。そんなことを言ったらダメですよ？」

　エアは弟をしかる姉のように、めっと俺を注意してきた。

「すまんすまん。で、トルバリィ遺跡とダンジョンがどう関係あるんだ？」

「ここ最近、このあたりでは数日にわたる大雨が降ったそうですね。その際、遺跡裏の崖の一部が崩れ、洞窟の入り口が出てきたそうです。その洞窟なのですが、入って少し進んだ地点で行き止まりになっていました」

「それって、ただの洞窟なんじゃないのか？」

「いえ、その奥にダンジョンが続いているというのが学者の見立てです。そこで王都騎士団を派は遣けんしたのですが、残念ながら壁の破壊は失敗しました。そこで、シリュウさまにその壁を壊していただきたいのです」

「で、そのあとは、危険かもしれない未知の領域にひとり突つっこんでくればいいんだな」

「むぅ、ひと聞きが悪いですね。でも……正解ですよ」

　わざとらしくすねた様子を見せたエアだったが、本当にわざとだったようで、すぐににっこり微笑んでみせた。

　その笑みを見た俺は、背中を氷柱つららで撫なでられたような感覚に襲われた。だがそれをエアに悟さとられないように訊ねる。

「攻略は……しなくていいんだよな？」

「はい。決して攻略はしないでくださいね」

　ダンジョンを攻略──つまり規格外モンスターを倒して古のアイテムを手に入れたというのは、国にとってひとつの名めい誉よとなる。それを個人が果たしたとなると、国としてはなにかと体裁が悪いのだろう。

　だからエアからの依頼は、ダンジョンの調査なのだ。

「わかった。最深部の扉は開けずに引き返すよ」

　ダンジョンの最深部には決まって巨大な扉が存在する。扉の先の大広間では規格外モンスターが鎮座しており、そいつを倒すと、さらに奥の扉が開かれて古のアイテムが手に入るというわけだ。

「ではクエストを受けてくださるのですね？」

「あぁ、ありがたく受けさせてもらう」

　たしかに危険かもしれないが、魔王あいつより強いやつがいるはずない。

「それでこそシリュウさまですわ」

　エアが満面の笑みを浮かべると、周囲の連中は、どいつもこいつも緩ゆるんだ顔をした。

　……しかし俺は、つい顔をしかめてしまう。

「あら？　どうかしましたか？」

「相変わらず、胡う散さん臭くさい笑顔だなって思ってさ」

「むぅ、そんなことをおっしゃるのはシリュウさまだけですよ？」

　俺の発言に、エアは頰を膨ふくらませて抗議してくる。

　たしかにエアの笑顔を疑うのは俺くらいかもしれない。金を払ってでも見たいという輩もいるだろう。

　しかし、どうにもこいつは底が見えない。笑顔の裏に、闇を潜ひそませているようにしか思えないのだ。

「そんな態度を取るようでしたら、このクエストはなかったことにさせていただきます」

「俺、お前の笑顔って素敵だと思うんだよ」

　俺はエアが取り上げようとしたクエストの受注書を死守する。

　いくらエアが信用できないとはいえ、今回はことがことだ。こいつに頼らざるを得ない。俺にとっては世界より、ソノハのほうが大切なんだ。

「ふふっ、シリュウさまのそういう所、わたしは好きですよ」

　してやったりと満足そうに喜ぶエア。

　こうしていると年とし相そう応おう、というよりも幼い子供のようだ。

　……もしかしたら、本当に俺の考え過ぎなのかもな。

「とりあえず、クエストは任せてくれ。でも、もしダンジョンがなかったらどうすんだ？」

「そのときは撤てつ収しゆうしていただいて構いません。もちろん、報酬はお支払いいたします」

「わかった。なら、さっそく今日の夜にでも行ってみるよ」

「わたしは公務でしばらくオルディナに滞在していますので、その間にお願いいたしますね。あと……」

「なんだ？　まだなにかあるのか？」

「あの……その……」

　なぜかエアはうつむいてもじもじし始める。なんだろう？　これで、「死んでもらえます？」とか言われたら怖い。

「く、クレープ屋……オルディナで今話題のクレープ屋って……どこですか？」

「クレープ屋？」

　予想外の言葉に、俺はつい訊き返してしまう。

「その……王都の女性たちの間で話題になっていまして……」

「……ふーん」

「な、なんですか？」

「案外、お前も普通の女の子なんだな」

「わ、わたしをなんだと思っていたんですか？」

「でも二○歳って、もう女の子って歳としじゃないのか？」

「まだ女の子ですよ！」

「すまんすまん、冗談だ。ほら、案内するからついてこいよ」

　──このあと、俺はエアを中央広場のクレープ屋まで案内してから診療所に戻った。

　クレープ屋は相変わらず繁盛して長い行列ができており、騒ぎを起こさないため変装したエアは、俺を含めて少人数の護衛だけを連れて列に加わった。

　俺は途中バレやしないかと冷や冷やしたが、幸いにもエアの正体に気づいたのはウィンザードとバルファロイだけだった。

　しかしウィンザードは特別な反応は示さず、バルファロイはエアではなく彼女の側近の魔族に複雑そうな視線を向けていた。
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　深夜、ソノハが眠ったあと、俺はこっそり屋敷を出てトルバリィ遺跡に来ていた。かつては神殿だったと考えられているトルバリィ遺跡だが、現在ではほぼ原型をとどめておらず、朽くち果はてた円柱や瓦が礫れきなどが確認できるだけだ。今は多数配備されたエアの配下たちのほうが目につく。

　遺跡についた俺は、とりあえず兵士たちに声をかけた。兵士たちは最初、執事服な俺に警戒心をあらわにしたが、エアから連絡は来ているようで、俺と同年代くらいの兵士が洞窟の入り口へと案内してくれた。

　入り口は遺跡の奥にある崖の麓ふもとにあった。そこにはぽっかりと穴が開いており、暗い道が伸びていた。

　さっそく俺が洞窟に入ろうとすると、俺をここまで案内してくれた兵士が心配そうな表情で松たい明まつを渡してきた。多分、俺の素す性じようは聞かされていないのだろう。

　松明を受け取った俺は兵士の肩をぽんと叩き、薄暗い洞窟に足を踏み入れた。

　洞窟内の道はあまり広くないが、腕を振り回しても壁や天井には当たらないくらいの広さはあった。

「本当に……こんな普通の洞窟にダンジョンがあるのか？」

　旅をしていたころ、俺はふたつのダンジョンをボブサリオたちと攻略した。しかしそれは必要に迫られ、しかも突とつ貫かんで攻略したものだ。そのため俺はダンジョンについての知識や記憶に自信はない。

「にしてもここは、普通の洞窟にしか思えないけどなぁ……」

　──そうして半信半疑のまま、下りになっている道を歩くこと数分。問題の行き止まり地点にたどり着いたとき、俺の疑念は霧む散さんしたのであった。

「……なるほど。これが例の壁か」

　俺は松明を足もとに放り、初級水魔法アクアで火を消す。しかし俺の周囲は暗くならない。

　なぜなら、目の前の壁が青白い光を強く放っているからだ。

「たしかに、この奥にダンジョンがあるって考えるのも納得できるな」

　俺は壁に近づいて注視する。岩壁かと思ったが、どうやら違うな。見たことのない材質だ。次に二度三度小突いてみると、この向こうに空洞が広がっていそうな音が響いた。ということは厚みはそうないのだろうが、感触からすると相当に硬かたそうだ。傷跡は……確認できない。すでに破壊を試こころみたってエアは言っていたから、傷ひとつつけられなかったということか。

　さて、そんな壁をどうやって壊そうか……。

「…………よし」

　俺は右腕を手前に引きしぼる。

　最上級魔法で破壊しようかとも思ったが、こうも狭せまい場所でぶっ放すのは少し怖い。

　ここは自分の身体を信じてみよう。

　俺は息を深く吸い──全力で壁に拳こぶしを叩きつけた。拳が壁と接触した瞬間、凄すさまじい硬度が皮ひ膚ふ、肉、骨を通じて伝わってくる。遅れて、耳に拳と壁の衝突音が届いた。

　そして……壁の発光が止まり、あたりが暗闇に包まれ──、

「どんなに硬かろうと、それをぶち破る力を加えれば、なんだって砕くだけるはずだ」

　──俺の拳を基点にして徐じよ々じよに壁がひび割われていった。そこから腕により力を加えると、ひびは壁全体に一層激しく広がり、割われ目めから弱々しい光が漏もれ出してくる。

「よし。あとは……これでっ！」

　充じゆう分ぶんな楔くさびを打ち込んだことを確認した俺は腕を鋭く引き、その勢いのまま片足を軸じくにして壁に回し蹴げりを放つ。

　俺の足は拳を叩きこんだ箇所を正確にとらえ──壁を豪ごう快かいに蹴け破やぶった。

　瞬間、目ま映ばゆい光が一気に押し寄せ、続いて大きな音を立てて瓦礫が崩れ落ちて砂さ塵じんを舞い上げた。

「これは……凄すごいな」

　そして目に飛びこんできた光景に、俺はつい素直な感想を口にしてしまった。

　洞窟の向こうには、外に出たのかと錯さつ覚かくするほど広大な空間が広がっていた。

　大理石のような素材でできた床や壁。高い天井。なぜかこの空間は灯あかりがないにもかかわらず明るいため、それらがはっきりと見て取れた。

　俺は目にしたそれらの情報から、

「間違いない。ここはダンジョンだ」

　エアたちの予想が当たっていたことを確信した。

　しかし、さっそく問題がひとつ生まれる。

　そこら中を、ある系統のモンスターが飛とび交かっているのだ。

　──ダンジョンの中にいるモンスターには、いくつかの特徴がある。まず基本的に、外にいるモンスターよりも強い。しかし、なぜかダンジョンの外には出てこないなどだ。

　そしてなにより、魔族の言うことを聞かないという点が最大の特徴だろう。それがどんなに高位の魔族の指示であってもだ。そのため一説では、ダンジョンのモンスターは魔族が生んだものではないと言われている。

　だが今俺が直面しているのは、そうした特徴よりも、ある意味厄やつ介かいなものだった。

　そこら中を飛んでいるモンスターたちの系統が、ダンジョンにのみ生息し……、

「よりにもよってドラゴン型かよ……」

　最強の部類とされているものだったからだ。

　ドラゴン型は他系統のモンスターたちと比較して、強きよう靭じんな身体と高い知能を持つ。また、種によっては飛行能力を有しており、さらには物理、魔法への耐性を備えている。

　そしてなにより、魔法の一種と言われている、息攻撃ブレスと呼ばれる広範囲攻撃がドラゴン型の厄介な点だ。

　しかもざっと数えたところ、ここにはそんな面倒なモンスターが二○○体近くはいそうなのである。ちなみにドラゴン型はダンジョン内でも一、二体ぐらいしか確認されないので、俺もこんな光景は初めて見た。

「うーん……あまり時間をかけたくないから、こっそりと忍び足で進むか？」

　ここは通路ではなく開けた空間になっているため、ドラゴン型たちは高い位置を悠々飛び回っている。体勢を低くしてこっそり行けば、気づかれずにすむかもしれない。

「よし、試してみるか」

　俺はダンジョンにそっと一歩踏み出し──。

　ビービービー！

「あひゃあ！　なんすかこの変な音ー！」

　ダンジョンに足を踏み入れた瞬間、あたりに超デカい音が鳴り響き始めた。

　俺は口をふさぐように地面を両手で押さえる。しかし音は止まらない！

　…………い、嫌な予感がする。

　俺は恐る恐る頭上のドラゴン型たちを見上げた。

　皆さま、俺に視線を向けていらっしゃった。

　俺と無数の視線が合う。

　俺は白々しく挨拶をしてみる……、

「は、は、ははは……どうも失礼いたしました──ひぃっ！」

　が、ドラゴン型たちは俺に向かって一斉に突進してきやがった。

「ち、ちくしょう！」

　凄まじい速度で突っこんでくるドラゴン型たちを避よけつつ、俺はとにかく走る。このダンジョンの次の階層に続く道を探すためだ。

　正直、いくらドラゴン型が強いとはいえ俺が反撃を試みれば、このくらいの数なら問題なく倒せる。

　でも、時間はかけられない。明け方までに屋敷に戻って、ソノハを起こす準備をしないといけないからだ。

　しかしドラゴン型たちは、お構いなく次々と俺に襲いかかってくる。俺はやつらの突進や巨大な爪、息攻撃ブレスをかわしながら全力疾しつ走そうする。

　ドラゴン型は面倒だ。ダンジョン攻略はしんどい。エアはいまいち信用できねぇ。

　──だけどっ！

「ソノハのためにも、執事としては頑張るしかないよな！」
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「うーん。本気でやったのに、一日で攻略はできなかったか。油断したな」

　結局、夜のうちに最深部まで到とう達たつできる見こみがなさそうだったので、俺は自分の見積もりの甘さを悔くやみつつ屋敷に一度引き返すことにした。

　そして屋敷に着いたときには、すでに空には太陽が顔を出し始めていた。

「今日の夜中にまた行くか。今度はボブサリオたちでも誘おうかな」

　俺は眠い目をこすりつつ玄関を開ける。

　さて、まだソノハは起きていないだろうから、今のうちに飯をつくって──、

「お、か、え、り！」

「──あ、あら？」

　玄関ホールの真ん中に、仁王立ちしたソノハがいるぞ……え？　なんで？　なんでこんな早い時間に起きてんだ？　しかもなんか怒っていないか？

「お、か、え、り！」

　こちらにずんずんと近づいてくるソノハ。

「とととととととりあえず閉めよう！」

　ソノハの勢いに気圧された俺は、玄関の扉を閉めようとする。

　しかしその前にソノハは扉の隙すき間まに足を挟はさみこみ、がしっと扉をつかんで、

「お！　か！　え！　り！」

　朝まで飲み歩いた旦那に対する奥さんのような視線で俺を睨みつけてきた。

「……た、ただいま」

「ただいまじゃない！　この馬鹿シリュウ！　起きたらいなくて、びっくりしたわよ！」

「な、なんで今日に限って早起きなんだよ！」

「偶然よ。でもそんなことはどうでもいいの。今はこんな時間まで、あんたがどこに行っていたかが問題なの。わかる？　わかるわよね？　わかるならさっさと答えなさい」

「え、えっと……」

　ぐいぐいと問いつめてくるソノハだが、俺がここで本当のことを言ってしまえば、アリシアの気づかいが無駄になってしまう。そして俺も執事として、ソノハには遠えん慮りよなく舞踏会を楽しんでもらいたい。

　……ここは黙もく秘ひだな。それで一発や二発くらい殴なぐられてもいいさ。俺は内心びくびくしつつも決意を固めて押おし黙だまった。

　するとなぜかソノハは妙にそわそわし出し、

「ま、また……どこかに行くの？」

　不安そうな声で訊いてきた。

　しかし俺にはこいつの質問の意い図とがわからなかった。どこに行っていたのか、ではなく、どこかに行くのとはどういうことだ？

　どんなに考えてもソノハの真意はつかめないが、

「いや、どこにも行かないけど」

　ひとまずこいつを安心させたくてそう言った。

「そ、そっかそっか！　よかったよかった！」

　俺の返答に安心したのか、ソノハは表情を明るくして満足そうに何度もうなずいた。

　よくわからんが、よかったよかった。

　俺は上機嫌になったソノハの脇わきを通り、屋敷の中に入る。

　背後で、扉が閉まる音がした。

「……え？」

　お、恐る恐る、俺は振り向く。

　にこっと恐ろしい笑みを浮かべたソノハが、扉を後ろ手に閉めていた。

「ならどうして、この時間まで外にいたの？」

　底そこ冷びえするような声を出すソノハ。だ、誰か最上級氷魔法オーロラダストでも使った？

「ねぇ、どうして？」

「あ、あ、あ、あのだからそのですからあれがそれでこれで……」

　──結局、このあと散々問いつめられた俺は、素直にアリシアとの企たくらみを白状してしまった。

「なんだ、そういうこと」

「……あぁ、そういうこと」

　すまん、アリシア。俺は心の中でアリシアに謝る。

　でも、ソノハに時とき折おり不安そうな顔をされたら、これ以上だますことはできなかったよ。

「隠していてごめん。でも早くドレスは用意するから、もう少し待っていてくれ」

　手を合わせて懇こん願がんする俺に、ソノハはどこか呆あきれたような様子でため息をつく。

「わたし、そもそも舞踏会に行きたくないんだけど」

「そうだよな。せっかくの舞踏会なんだし、新しいドレスで…………なに!?」

「っていうか、わたし行くなんて言った？」

　…………………………言ってねぇな！

「で、でも、新しいドレスがないから遠慮していたんだろ？」

「全然。単純に、ああいう場は苦手なのよね。興味もないし」

　つきまとう迷惑な相手を切り捨てるように、ソノハは心しん底そこ面倒といった口調で答えた。

　つ、つまり俺とアリシアは勝手に勘違いして、勝手に張り切っていたってことか？

「そ、そんな……」

　なんか色々と力が抜けちまった俺は、その場で膝ひざをついてしまう。

「ちょっとなにやってんの？　大丈夫？」

「あまり、大丈夫じゃないかも……」

「な、なんかごめん。せっかく頑張ってくれたのに……」

「そ、そうじゃないよ。それは俺が勝手に勘違いしただけだから。ただ、また執事らしいことができなかったんだなって思うと、ちょっと自分自身が許せなくて……」

「でも、そもそもあんたが執事らしくないなんていつものことじゃない？」

「いや、そうだけど……」

　な、なんでこいつ、傷口に最上級風魔法ストームバーストを流しこむようなこと言ってくるんだ？　自業自得とはいえ、結構落ちこんでんだけど。

「だけど執事っぽいことしたいのよね～。なら優しいお嬢さまが、あんたにいい仕事をあげちゃおうかなぁ～？　やりたい？」

　ソノハはこちらに手をさし出し、俺を試すような発言をしてくる。

「や、やるやる！　なんでもやるぞ！」

　俺はソノハの手と救済をつかみ、勢いよく立ち上がる。

　炊すい事じ、洗濯、掃除、モンスター退治。なんでもこい。

　俺が気合いを入れて待っていると、ソノハはつま先で「の」の字を床ゆかに書きながら話し始めた。

「そろそろ、オルディナでお祭りがあるじゃない？」

「祭り？　あぁ、そういえば、もうそんな時期か」

　都市オルディナでは、毎年この季節になると祭りを催もよおす。俺とソノハは子供のころは毎年参加していたが、俺が旅に出てからは一度も行けていない。昨年は、俺が帰ってきたばかりで行けなかった。

「それで、その祭りが執事の仕事とどう関係あるんだ？」

「えっと……えっとね……」

　俺が訊ねるとソノハは、今度はもにょもにょとし始めた。しかし意を決したように、

「そ、そのお祭りで、わたしをエスコートしなさいよ」

　若干緊張したような声で俺に命令した。

　……え？　それだけ？

　あまりにも簡単な仕事にいささか拍ひよう子し抜ぬけしそうになった俺だったが、

「まぁ、それくらいお安いご用だよ」

　こいつがそれを望み、喜んでくれるなら、それでいいかと結論づけた。
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「つまりアニキは、王家直じき々じきの依頼を断ったってことっすか？」

「あぁ、そうだよ。なんか文句あっか？」

　あれから数日経った、ある日の昼過ぎ。

　俺はアルたちが営むなんでも屋で、この数日のことを話していた。

　結局、俺はエアからの依頼を断らせてもらった。もちろん報酬はもらっていないし、ダンジョンの途中までの道のりは地図にして提出した。

　しかし王家からの申し出を蹴ったわけだから、それなりの報復を受けるかとも思ったけど、そのあたりは流石さすが一国の女王というべきか。寛かん大だいな処置によって、俺は処しよ罰ばつを受けずにすんだのである。

「それにしても、世界を救った勇者が、ギルドだと新米扱いってのは中なか々なか面白いっすね」

　卓を挟んで俺の正面に座るアルが愉ゆ快かいそうに笑う。ちなみにヒューイは窓際に置いた椅子に座って読書をしており、ボブサリオは部屋の隅でスクワットをしている。

「勇者なんて称号は、なんの役にも立たないってことだよ──あ、そうだ。今回ギルドを使って思ったんだけど、どうしてお前らは、ギルドを使わないんだ？」

「俺もボブサリオもヒューイも、経けい歴れきが面倒っすからね。ある程度の身分証明をしないといけないギルドは、できれば避けたいんすよ」

「……そうだったのか。すまん」

「あ、謝らないでくださいっすよ。だけどギルドって色々便利だから、たまーにうらやましくなるんすよね。ヒューイはどうっすか？」

「そうだね。綺麗なお姉さんが受付にいるときは、ちょっと身分を詐さ称しようして会員登録しちゃおうかなって思うよ」

　ヒューイは本を閉じて、いかにもこいつらしい返事をした。

「でも報酬をもらえなかったのは残念だね。いくらの仕事だったんだい？」

「たしか、八○万シーラだったかな」

「は、八○万シーラっすか!?　ボブサリオ、ヒューイ。今すぐ準備するっす！　どうにか女王さまから、その依頼を引ひき継つがせてもらうっすよ！」

「引き継ぐにも、エアがどこにいるのか知っているのか？」

「昨日、中央広場で見たんすよ。変装していたけど、あれは本物に間違いないっすね。だからあのあたりで待ち構えるっす」

「なるほど。でももう今ごろ、王都騎士団が攻略に取りかかっているはずだぜ」

「ま、マジっすか？」

　がっくり肩を落とすアルを、ボブサリオが気づかう。

「残念だったな。だが気にしていても仕方ない。俺たちはいつもどおり、筋肉を鍛きたえよう。そーれ、まずはスクワット八○万回だ！　ふん！　ふん！　ふんん！」

　違った。こいつは筋肉のことしか考えていねぇわ。

「気にもするっすよ！　そろそろちゃんとした収入がないと本気でヤバいんすよ？」

「アル、世の中には金よりも大切なものが存在する。それは筋肉だ！　さぁ、一緒に筋肉を鍛え抜こう！　そーれそれ」

「そんなびた一シーラの得にもならない肉はいらないっす！」

「遠慮するんじゃない。そーれそれ」

「え、遠慮とかしてな──ぎゃあぁぁぁ！」

　超笑顔の筋肉馬鹿からの逃走を試みたアルだったが、冗談のようにたくましい腕にがっしりとつかまれて、強制スクワットの刑を執行されてしまう。

「……さて、俺は帰るかな」

「ちょ、ちょっとアニキ！　助けてくださいっすよ！」

　え？　やだよ。俺まで巻きこまれたらかなわん。

　俺は仲良く並んでスクワットをしているボブサリオとアルに温かいまなざしを向け、さっさと帰ることにした。

　だがその帰り際、ヒューイが話しかけてきたので俺は足を止める。

「ねぇシリュウ。近過ぎて、見えていないものもあると思うよ」

「な、なんだよ急に？　なぞなぞか？」

「さてね。でも、少し考えてみるといいかもね」

　それだけ言うと、ヒューイは再び本を開いた。

　……どういうことだ？　なんか最近、アリシアにも似たようなことを言われた気がするけど。

　しかしヒューイはそれ以上なにも言わず、本に落とした視線を上げることはなかった。













　屋敷に異変が起きている。

　というと少し大げさかもしれない。

　朝はいつもどおり来たし、こうして俺おれとソノハのふたりしかいない食堂も、普段と同じ光景だ。

　しかし確実に変わったことがある。

「ねぇシリュウ。屋敷のお掃そう除じ、手伝ってもいいわよ？　わたしだって、掃除くらいならできるし」

「いや、さすがにお嬢じようさまにやらせるわけにはいかねぇだろ」

　最近……具体的に言うと、俺がエアの依頼を受けたあたりから、ソノハの様子がおかしいのだ。

「そ、そう？　なら、あんたが今け朝さ壊こわした扉の修理とかは？」

「それはあとで俺がこっそり直──な、なぜそれを!?」

　なぜだか、妙みように俺の仕事を手伝おうとする。というより、自分も色々できますよ的な主張をやたらとしてくる。

　あと、監視するかのごとく俺のそばにいるのだ。

「……な、なぁソノハ」

　俺から呼びかけると、どういうわけかソノハはぱあっと表情を明るくする。

「なに？　扉の修理より、あんたがすっかり忘れている朝食の準備をしたほうがいい？」

「あ！　忘れていた！　すぐにモンスター狩かってくる！」

「なんであんたはわたしにモンスターを食べさせようとするのよ!?」

　やべっ、怒らせちまった。多分このあと、「罰ばつとして、あんたはわたしが食事している間、頭と手を使わずに三点倒立していなさい」くらいは言われるだろう。

「……で、でも、誰だれにだって忘れることはあるわよね」

　ほら！　鬼き畜ちくもびっくりの鬼畜っぷりを……あ、あれ？

「……お、怒んないの？」

「こんなことで怒んないわよ。それとも怒られて喜ぶ趣味でもあんの？」

「そんな特とく殊しゆなご趣味は持っていないね！」

　新種の変態を発見したような眼まなざしを向けてきたソノハに、俺は魂たましいの叫びをぶつけ、すぐさま後悔した。

　こいつの執事としての勘かんが告つげている。おそらくこのあと、「はぁ!?　うっさいわね。わたしがそうした趣味あるのって訊きいてんだから、おとなしくうなずいて踏ふまれなさいよ」くらいは言われるだろう。

「ご、ごめん。ちょっと言い過ぎちゃったかもね」

　ほら！　ド畜ちく生しようもびっくりの畜生っぷりを……あ、あれ？

「そこまでお腹なか空すいていないから、一食くらいなくてもいいわよ」

「い、いやいや、つくる！　すぐにつくるから待っていろ！」

　俺はなぜか遠慮がちなソノハを椅子に座らせて、急いで厨ちゆう房ぼうに向かった。

　その途中、俺は足を止め、窓から空を見上げる。

「いったいどうしちまったんだ？　あいつ」

　やはり空はいつもと変わらず、なにも答えなかった。
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「そりゃあ、お前さんが気づかないうちに、なにかしちまったんじゃないのか？」

「やっぱりそうかな……」

　昼どきという時間帯と、そろそろ祭りを控ひかえているという状況もあり、大勢の人々で賑にぎわう市場で、俺は八や百お屋やのおっさんにソノハの変化を相談していた。最初はボブサリオたちのところに行ったのだが、あいつらは全員留る守すだった。

「心当たりはないのかい？」

　八百屋の隣となりに店を構えるよろず屋のおばちゃんが、興きよう味み津しん々しんと目を輝かせて話に加わってくる。

「あったら苦労しないよ」

「もしかして、あんたが綺き麗れいな女性と中央広場にいたから、嫉しつ妬としているんじゃないの？」

「綺麗な女性と中央広場？　なんのこと……あっ」

　もしかしてエアとクレープ屋に行ったときのことか？

　俺は女性の正体がエアだということは伏ふせて説明する。

「ちょっと道案内していただけだよ」

「でもソノハちゃんもお年ごろだからね。気になっちゃうんじゃないのかい？」

「そもそも俺とソノハはそういう関係じゃ──ん？　ちょっと待て。ソノハはその時間、診療所にいたはずだぞ」

　つまり俺とエアを目撃した誰かが、それをソノハにチクったということになる。

　俺はよろず屋のおばちゃんにじとーっとした視線を向けた。

「そ、ソノハちゃんに告つげ口ぐちしたのは八百屋だよ」

「待てやよろず屋！　なに俺だけのせいにしてんだ？　お前も市場中に言いふらしていただろうが！」

「やだやだ。細かいことを気にする男は嫌だねぇ。そんなだから、可か愛わいいひとり娘をケインに持っていかれちゃうんだよ」

「その話はするんじゃねぇ！　俺はあいつらの交際を認めた覚えはねぇんだ！」

　八百屋はへそを曲まげた子供のように、ふんっとそっぽを向いてしまった。

　するとそんな様子を面白がってか、周囲の店の連中が次々と集まってくる。

「ったく、しょうがない頑がん固こ親おや父じだな」「そんなんじゃ娘さんに愛想をつかされちまうぜ？」「それにケインならいいじゃねぇか。シリュウみたいな甲か斐い性しようなしと違うし」「そうよ。シリュウくんと違って見た目もいいしね。ソノハちゃんかわいそう……」「気にするなシリュウ。俺はお前の味方だ。はい、励はげまし料二○シーラいただきます」

「お前ら全員引っぱたいてやるから一列に並べ」

　そうして俺が悪徳商人どもをまとめて成せい敗ばいしてやろうと決意したときだった。

「……ん？」

　今、少し離れた露店の角から、見覚えのあり過ぎるやつがこっちを見ていた気が……。

「どうした？　シリュウ」

「……いや、なんでもないよ。でも、そろそろ俺は帰るわ」

「もう少しゆっくりしていけばいいんじゃないの？　今日はこの額がく縁ぶちがお勧めだよ。普段は一二シーラのところを、今日は大だい奮ふん発ぱつで四○○シーラにしているからさ」

「そいつはお得だな。お得過ぎて悲しくなってきた。だけど今日は帰るよ。どうも迎えが来ているみたいだし」
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　市場をあとにした俺は、都市の家々の屋根を伝い、キストリア診療所に戻ってきていた。案の定、診療所には誰もおらず、入り口の扉には『外出中』の木札がかかっている。

「やっぱり、さっき俺を見ていたのはウチのお嬢さまか」

　しかし見張られている理由はなんだ？　執事としてあまりに頼りないから心配でもされているのだろうか？

「うーん……考えてもわからんな」

　なら仕方ないかと諦あきらめ、俺は診療所に入ろうとする。しかし扉には鍵かぎがかかっていた。

「えっと、鍵、鍵……あれ？」

　俺は執事服のポケットというポケットを漁あさって合鍵を探す。

「あ、屋敷に忘れた」

　もしソノハが俺を頼りなく思っているとしたら、こういったところが原因なのかな？

「とはいえ、どうしたもんか…………よし、あの手でいこう」

　周りにひと気のないことを確認した俺は、初級氷魔法アイスを使って手のひらに小さな氷を生み出した。

「お次は……」

　初級風魔法ウインドを発動させ、手の上の氷を削けずっていく。

「まずはこんなもんか」

　俺はふたつの魔法を用もちい、氷でできた一本の鍵をこしらえた。

　鍵穴に氷の鍵をさしこむ……が、鍵は先端部分が少し入る程度だった。俺は再び氷の鍵を初級風魔法ウインドで削り、削り過ぎたら初級氷魔法アイスで修正──と微調整をくり返し、より精せい密みつな鍵を製作していく。

　こうして複数の魔法を同時に使うのは非常に難しい。俺も三つが限界だ。人間よりも魔法の才に恵めぐまれた魔族でも、この技術を持ち合わせているやつは滅めつ多たにいない。

　そんな高等技術を使っているものの、

「いやぁ、我ながら、どこから見ても……」

「泥どろ棒ぼうね」

「あひゃあぁぁぁ!?　ち、違うんです！　間違えたんですー！」

「どういう間違いよ？」

「ですからちょっとした手違いと言いますか──ってソノハかよ」

「わたしで悪かったわね。で、あんたはなにやってんの？」

「じ、実は──」

　俺はいきなり現れたソノハに事情を説明した。

「なるほど、鍵忘れちゃったんだ。仕方ないわね～。わたしが開けてあげるわよ」

　するとただ鍵を開けるだけなのに、ソノハはどことなくお姉さんぶった態度を取った。

「あ、ありがと」

　そんなソノハに俺は、やや間の抜けた声で礼を言う。

　……やっぱりなにかあったのかな？　ちょっと様子が変な気がするが……でも泣いたりしているわけじゃないし、元気ならいいか。

　結局、俺は自身をそう納得させて、ソノハに続いて診療所に入った。
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「ん？　なんだ？」

　その日の深夜、俺は奇き妙みような気配を感じ取って目を覚ました。

　ベッドから身を起こし、部屋のカーテンを開く。

　屋敷は小高い丘の上にあるため、オルディナの一角を見下ろすことができるのだが、

「お、おいおい……」

　オルディナが、燃えていた。

「いったいなにが？」

　ここからだと都市の状況がいまいちわからない。

「くそっ、直接行ったほうが早いか！」

　俺は執事服に着替え、急いで部屋を飛び出す。そのまま玄関に向かうが、一度引き返してソノハの部屋へ。

　部屋の扉を開け、ベッドにいるソノハを確認する。ソノハは眠りについており、胸が小さく上下していた。

「ごめんな。ちょっと出てくる」

　俺はソノハの寝顔にそっと告げ、オルディナに向かうのであった。
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「なるほど、こいつらが原因だったのか」

　都市オルディナの門を越えた俺は、すぐに異変の原因に気づいた。

　どういうわけかオルディナには、多数のモンスターが入りこんできていたのだ。

　もちろん、モンスターが都市に侵入してくることは稀まれにある。いくら門を築き、見張りを置いても絶対はない。

「とはいえ、この数は異常だぞ」

　俺は中級水魔法アクアスプラツシユで消火しつつ、街にはびこるモンスターたちを倒していく。

　モンスターが自然にこれほどの群むれを成なすことは少ない。そのため、こうして一ケ所に集中しているということは、ある結論に結びつく。

「……指し揮きしている魔族がいるな」

　人間と魔族の戦いが終わった今、モンスターの私的利用での生せい成せいは禁止されているが、それはあくまで法として禁じられているだけで、力を奪うばわれたわけではない。

　でも、どうしてオルディナを狙ねらったんだ？

　たしかにオルディナには多くの魔族が居住している。その中の誰かが反はん旗きを翻ひるがえしたと思えば、現状の説明はできる。もちろん、そんな可能性は考えたくもないが。

　もしかして、まだオルディナに滞たい在ざいしているらしいエアが目的か？

「……今考えても仕方ない。まずはこの騒動を収めることに集中しよう」

　俺は消火作業とモンスターの撃退を並へい行こうして進めていく。

　そしてそうしているうちに、俺はキストリア診療所にさしかかった。

　──だが、

「そんな……」

　俺が目にしたのは、焼失してしまった診療所だった。

　ここにも火の手が回っていたようで、診療所は屋根から完全に焼け落ちてしまっており、焦こげた瓦が礫れきが微かすかに煙けむりを上げている。

　ここは、ソノハと同じ時間を過ごした大切な場所だった。

　それが、こうも無残に壊れてしまった。

　そんな厳きびしすぎる現実に、俺はつい動けなくなってしまう。

「シリュウ！」

　俺を呼ぶ声が聞こえた。その方を向くと、こちらに走ってくるソノハの姿が見えた。どこかで転んだのか、頰ほおや服に泥がついている。

　俺は助けを求めるようにソノハに手をさし出した──が、すぐにその手を引き、ソノハのもとへ駆け出す。

　──狼おおかみのようなモンスターが、民家の上からソノハに襲いかかってきているのだ。

　ソノハの頭上にモンスターの鋭いかぎ爪が迫る。

「くっ！」

　俺は地面が砕けるほど強く踏みこみ、ソノハに正面から覆い被さるように突っこんだ。そしてそのままソノハを抱だきしめ、押し倒す形で地面に倒れこむ。その際、モンスターの爪が俺の左肩をかすめた。

「し、シリュウ？」

「……無事、みたいだな」

　腕の中からソノハの声がして、俺は胸を撫なで下おろす。切きり裂さかれた肩が痛むが、こいつが無事ならなんてことない。

「待っていろ。すぐに倒すから」

　ソノハをそっと離し、俺は背後のモンスターに向き直る。モンスターは再びこちらに走り出してきていた。

　対する俺は拳こぶしを引いて待ち構える。

　俺とモンスターの距離が縮ちぢまっていく──が、なぜか急にモンスターは不ふ可か視しの針はりで刺さされたように動きを止め……息いき絶たえた。

　不思議な光景だが、俺はこの現象に心当たりがあった。

「お前か……」

　俺とモンスターの間の空間が一瞬歪ゆがみ……元魔王軍の大将軍、そして現クレープ屋の店長──ウィンザードが、クレープ屋のエプロン姿で現れた。

「なにをしている。魔王様を倒したときのお前は、そんなものではなかったはずだ……どうやらこの一年で随ずい分ぶんと腕を落としたようだな。今のお前なら、私でも倒せるかもしれんぞ」

　どうしてこいつがとも思ったが、そんなことは後回しだ。

「ソノハ、大丈夫か？」

　俺はかがみ、へたりこんでしまっているソノハの両肩をつかむ。

「う、うん。大丈夫……」

　俺は戸と惑まどいながらもうなずくソノハに安あん堵どし、全身から力が抜けるのを感じた。

「そうか………………よかった」

　しかし俺のそのひと言に対してソノハは、

「それは……こっちの台詞せりふよ。馬鹿……」

　ぼそりとつぶやき、俺の胸に額ひたいを押しつけてきたのである。

「そ、ソノハ？」

「心配……したんだから。起きたら、またいないし……」

　そういえば、ちょっと前にも似たような心配をさせてしまったんだよな。

　俺がソノハを置いて出てきたのは、こいつを危険な目に遭わせないためだ。だけど、それが言いわけにしかならないことくらいはわかる。

「……ごめん」

　だから俺は左肩の傷を隠して、ただそうひと言告げるくらいしかできなかった。

「ううん。わたしこそごめん」

　俺の胸に額をこすりつけるようにしていたソノハだが、ちょっとだけ洟はなをすすりながら顔を離した。

　その様子を見ていたウィンザードだが、なにもなかったかのように真剣な目で、俺に話しかけてくる。

「そろそろ話をしていいか？」

　ウィンザードの渋しぶい外見と低い声も手伝い、俺は悪戯いたずらを見つかった子供みたいな気持ちになってしまう。

「あ、あぁ。俺も現状を把は握あくしたい。それと、さっきはすまなかったな。助かったよ」

　俺が礼を言うとウィンザードは「構かまわん」と手で制し、状況の説明を始めた。

「深夜になって突然、オルディナにモンスターの大群が攻め寄せてきた。奇襲同然の襲撃に浮き足立ったが、騎士団や自警団の活躍もあって、なんとか騒さわぎは収まりつつある」

「怪け我が人にんは？」

「当然出ている。建造物への被害も無視できないほどだ。しかしまだ、死者は確認されていない。これからどうなるかはわからんがな」

「だけど、それだけでもよかったよ」

「しかし安心はできん。この事件の裏には魔族がいる。それもこれだけのモンスターを生み出し、そして操あやつれる高位の者がだ」

　ウィンザードはどこか悲しそうに自身の見けん解かいを口にする。

「……だろうな。今の世界に不満を持つ魔族かな？」

「魔王様亡きあと、各地でこのような反乱は頻ひん発ぱつしている。もしかしたら、この騒動も同様のものかもしれんな」

　ダーインクイスタ戦争が終わり、世界は一応の平和を取り戻した。

　しかしハオリスティ王国が例外中の例外なだけで、世界は魔族に残ざん酷こくだ。そうした状況に不満を持つ魔族は多いと聞く。ウィンザードの言うとおり、魔族が今回の事件を起こしたと考えるのは自然な流れだろう。

「だが、ひとつ納得のいかない点がある。私はモンスターを駆く逐ちくしながらここまで来たが……」

　ウィンザードはやや溜ためた言い回しをする。

「なんだよ？　はっきり言えよ」

「……ドラゴン型のモンスターを見た」

「……どういうことだ？　ドラゴン型たちは使し役えきできないんじゃないのか？　そもそもあいつらはダンジョンの中にしかいないはずだろ？」

「そうだ。しかし実際にいたのだ。詳くわしくはわからんが、おそらく……」

「誰かがなんらかの方法で、他のモンスター同様に使役している、か？」

　ウィンザードは首しゆ肯こうする。

「私はこれから、この事件の犯人を捜す。犯人を見つければ、謎なぞは解けるだろう」

「そうだな。でも、お前の店は大丈夫なのか？」

「店は問題ない。しかし従業員たちの安否がまだ確認できていない。無事でいてくれればよいのだが」

「そうだな……よし、なにかわかったら教えてくれ。あと俺に協力できそうなことはあるか？」

「もし行けるなら、中央広場に行ってやってくれ。避ひ難なんした人々の中には怪我人もいる。それと、私をこの事件の犯人と疑わないでくれたことには礼を言っておく」

「お前は、やるなら正々堂々ってやつだからな。もし反乱でも起こすなら、こんな回りくどいやり方はせずに、それこそ単身で王都にでも突っこむだろうよ」

「ふっ、当然だ」

　それだけ言い残し、ウィンザードはすっと路ろ地じ裏うらに消えていった。

　そして俺とウィンザードが話している間、ソノハは焼け崩れた診療所を無言で見つめていた。そんなソノハに俺が声をかけられたのは、少し経たってからだった。
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　ウィンザードと別れた俺とソノハは、一度中央広場に向かった。

　モンスターたちは明け方には都市から去っていたが、多くの建物が被害を受けていた。それでも死者が出ていないのは奇跡と言えるだろう。

　そしてソノハは夕方近くまでかけて怪我人の治療を終え、今、俺たちは屋敷に戻る街道をふたり並んで歩いている。

　夕焼け空。草むらから聞こえる虫の鳴き声。頰を撫でていくそよ風。

　いつもと変わらないはずの道だ。なのに、今日はどこか足早になってしまう。

　どんなに考えまいとしても、診療所の光景が脳のう裏りをよぎる。

　だから、少しでも早く屋敷に帰りたかった。

　しかしそんな俺とは裏うら腹はらにソノハは、

「困ったわよねぇ。明日からどうする？」

　わりかし、平気そうな様子だった。

「とりあえず診察は跡地でするとして、問題は備び品ひんよね。全部燃えちゃったみたいだし」

　ソノハは口もとに手を当て、うーんと逡しゆん巡じゆんするような素そ振ぶりを見せる。

「そ、ソノハ？」

　俺はそんなソノハに、ちょっと遠慮がちに声をかけてみた。

「ん？　どうしたのシリュウ？」

　ソノハはいつもとほとんど変わらない感じで、普通に返事をしてきた。

「…………」

　なぜか俺は自分から話しかけておいて、次の言葉を口にできないでいた。

　やはり──わずかに普段と違う。紫し紺こんの瞳ひとみもどこか陰かげっているように見える。

　しかし、自信はない。

　……だから俺は、

「その……また勝手に出ていって悪かったな」

　平気なのか？　とは訊けなかった。

「ううん。今回はオルディナのみんなのためにシリュウは頑がん張ばったんだもんね。なのに責せめちゃってごめん」

　ソノハが小さく首を左右に振る。銀色の短いポニーテールが揺ゆれた。

「あれは俺が悪かったよ」

　親父さんに先立たれ、クリスティーナも逝いっちまって、俺までいなくなっちまったら、ソノハがひとりになってしまう。俺が執事になったのは、それを防ふせぐためなのに。

「そ、そんなことない。シリュウは勇者として当然のことをしただけだもん」

「でも今はキストリア家の執事だ。その執事がお嬢さまを置いて出かけた。ほら、悪いのは俺だな」

「そういうの……ずるい。でもあんたがそこまで言うなら、今日はそういうことにしておいてあげようかな」

　ソノハは、いかにもお嬢さまといった具合に腕を組んでみせる。

「ありがとよ。そうだ、今日はお詫わびもかねて、気合いを入れた晩飯をつくるよ」

「え～」

　俺の宣言に、ソノハはびっくりするくらい露ろ骨こつに嫌そうな顔をしやがった。

「おい、なにが不満なんだよ？」

「胸に手を当てて考えてみたら？」

「胸!?」

「ば、馬鹿！　わたしのじゃないわよ！」

　ソノハはぷいっと顔を背け、歩を速めていく。

　なんだかこうしていると、オルディナでの出来事が噓うそのように感じられた。しかし現実から目を背そむけたままではいられない。

　……よし、今日は屋敷でゆっくり休んで、明日から診療所の修理を始めていこう。今日辛つらいことがあっても、明日はいいことがあるかもしれない。

　俺はそう信じ、ソノハの背中を追うのであった。

　──そして隣に並んだとき、ソノハがぼそりとつぶやいた。

「わたし……強くなれているよね？」

　その声はあまりにも小さく、そしてなにを意味するのかわからなかった。
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「……噓」

　屋敷を見たソノハは弱々しい足取りで数歩進み、落ちていた木片につまずいて転んでしまう。

　──屋敷はほぼ全焼に近い有様で、一階の焼やけ焦こげた一角がわずかに残っているだけという状態だった。

　……油断した。都市だけじゃなくて、このあたりでもモンスターは暴れていたのか。

「ソノハ……」

　俺は地面に膝ひざをついているソノハを、そっとかかえ起こそうとする。

　だが、

「──うん！　壊れちゃったものは仕方ない！」

　なんとソノハは自力で立ち上がった。

「命があっただけよかったと思わないとダメよね。ね？　シリュウ？」

　しかも俺に笑顔まで向けてきたのである。

　でも俺には、そんなソノハが綿わた毛げのように頼りなく見えた。ふとしたはずみで消えてしまいそうだった。

　──そして、いくら馬ば鹿かな俺でも、

「無理……すんなよ……」

　ソノハが必死に耐たえていることを確信できてしまった。

「…………無理なんてしていないんだけど？」

「噓つけ。俺だって辛いんだ。お前はもっと悲しいんじゃないのか？」

「……そんなこと……ない……そんなこと、ない！」

　俺が訊たずねると、ソノハはムキになったように反論してきた。

「わたしは大丈夫だもん！　だって、もう昔のわたしじゃないし！　どんなことがあっても泣かないんだから！」

　そうは言うものの、ソノハの膝は小さく震え、言葉とは裏腹に、今にも涙を流してしまいそうに俺には見えた。

　そして俺には、どうしてソノハがこんなに強く自分の傷を隠そうとするのかがわからなかった。

　──しかし、その答えを見つける前に、

「ここにいましたか。探しましたよ」

　背後から、夜風のように透すきとおった声が聞こえてきたのである。

　振り向くと、そこには多くの従者を引きつれたエア・ハオリスティが立っていた。

　こんな大勢の接近に気づけなかったのか？　精神的に参まいっているとはいえ、どうやら相当俺の勘も鈍にぶっているらしい。

「女王……陛下……？」

　ソノハは表情こそ晴れないものの、女王の登場とあって居い住ずまいを正した。

　俺はエアに訊ねる。

「どうしてここに？」

「言ったじゃないですか。少しの間、オルディナに滞在すると」

「俺が訊きたいのは、なぜ屋敷に来たのかということだ」

　俺の質問に答えるつもりがないのか、エアはこちらに背を向けた。丘の上であるここからはオルディナの一角が見える。

　エアはそちらを向いたまま淡々と話す。

「今回の騒動。首謀者の目的はわたしかもしれません。わたしがオルディナに滞在していることを知った上での犯行の可能性があります」

「その可能性は高いな。オルディナは大都市への中継地点だが、戦略上の価値は決して高くない。お前になにかを訴うつたえたいのか、利用したいのか、殺したいのか。そこまではわからんが、お前が狙われているという線が妥だ当とうだと思う。そして犯人は……魔族だな」

　断定はしたくないが、モンスターの動きからして間違いなさそうだ。

　そんな俺の推測に対して、エアは悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみしめた。

　こいつは人間と魔族が共存するために様々な政せい策さくを行ってきた。にもかかわらず、こうして魔族に命を狙われているかもしれないという事実は、エアにとって悔しく、悲しい──あれ？

　俺はあることに気づいた。

　ギルドで見た魔族の側近が今日はいない。オルディナで待機しているのだろうか？

　…………いや、今はそんなことはどうでもいいな。

「で、狙われているかもしれないお前はどうするんだ？」

「わたしは王都に帰ります。本来なら残って混乱を収めるべきなのでしょう。女王失格かもしれません。ですが、もしわたしが狙いなら相手の目はこちらに向くでしょう。本当はシリュウさまに護衛を頼みたいところですが、犯人の目的がオルディナだった場合を考えると残ってもらうほうがよさそうですね」

「そうだな。だけどここに来たのは、そんな話をするためじゃないだろ？」

「では、単刀直入に申し上げます」

　エアは、再び俺と正面から視線を合わせてきた。

　その際、ほんの一瞬だけど、エアがソノハに敵意のようなものを向けた気がした。だが俺は彼女の発した言葉に、すぐに意識を持っていかれてしまう。




「もう一度、勇者に戻ってください」




　エアの長い銀髪が風に揺れた。三日月と目ま映ばゆい星空を背後にはべらせた姿は、俺の言葉を奪うに充じゆう分ぶんな尊そん容ようだった。

「ダーインクイスタ戦争が終わり、世界は仮かり初そめの平和を取り戻しました。しかし魔族に対する反発、差別がいまだに横行している国や地域もあります。わたしは女王就任後、平民と貴族という階層による差別の撤てつ廃ぱいを目指しました。そしてそれらの政策と同様に、人間と魔族……種族による軋あつ轢れきもなくそうと心を砕いてきました」

　そのことは知っている。だからこそ戦後でも、ハオリスティでは人間と魔族の共存が一応は成功しているのだろう。

「ですが、わたしの力だけではどうしても限界があります。国内をかろうじて治めることが限界なのです。だけど……だけどあなたが……勇者がいてくれれば違います！」

　エアが、俺に真っ白い手をさし伸ばしてくる。

「あなたの力があれば、わたしはより多くの命を幸福にできます。平民も貴族も、人間も魔族も関係ない。必ず、世界を変えてみせます。だから勇者として、わたしに力を貸してください。そのためにも──ソノハ・キストリアさん」

「は、はい！」

　いきなり女王に名を呼ばれたソノハは上ずった声で返事をした。

　だけど、ソノハはすぐに言葉を失う。

「シリュウさまを、世界に返してください」

「エア！」

　俺はエアに対して怒りを隠せなかった。

　だがエアも退ひかない。

「それが世界の総意です。あなたは……シリュウ・ロードは勇者であるべきなのです。ひとりでも多くの力なき命を守るため、シリュウさまは勇者でい続けるべきなのです」

「……俺は…………」

　こいつの語る未来は絵空事だ。

　誰もが笑顔で平等に暮らせる世界。

　そんな夢みたいな理想がまかりとおるとは、とても思えない。

　しかしエアなら可能なのではという気持ちも同時に生まれてしまう。そして彼女の理想は正しいのだろう。

　だから俺は勇者として、エアに協力するべきなのかもしれない。

　だが……それでも俺は首を縦には振れなかった。

　うまく説明できない。直感としか言いようがない。

　でもやはり、どうしても俺は、エアを心の底から信用することができなかったのだ。

「……返事は今でなくて構いません」

　エアはまるで俺の心中を読み取ったように予防線を張ってきた。

「ですが覚えておいてください。あなたはご自身で思っているより、世界に必要な存在だということを。魔王がいない世界でも、勇者には役割があるということを」

　そして俺の返事を聞かず、エアは従者たちを連れて、この場から去っていった。

「さて……と。じっとしていても仕方ないかな」

　俺は屋敷の跡地に足を踏み入れる。踏んだ瓦礫が音を立てて割われると、まるで思い出がひとつ砕けたような気がした。

　その音を聞くたびに心が沈しずむが、俺はできるだけ明るい声を出す。

「お、二階と外壁はぶっ壊れているけど、一階は場所によっては無事だぞ。ほとんどが瓦礫で埋まっちまっているけど」

　それのどこが無事なんだという話だが、俺には希望が残されているように感じられる。

　だけど地下室への階段は瓦礫で完全にふさがれていた。これだと俺の剣つるぎやアイテムは、すぐには取りに行けそうにないな。

「とりあえず修理は明日にするか」

　俺はソノハのもとに戻ったが、ソノハはうつむいてしまっていた。

「今日はここで寝るしかなさそうだけどいいか？　でもたまには草の上に寝転がって、星空を眺ながめながら眠るのも乙なもんだぜ」

　しかし、やはりソノハは反応を示さない。

　だからこそ、俺はわざとらしくも元気に振る舞う。

「お嬢さまを野宿させようとする執事なんて俺くらいのもんだろうな。自分で言うなって感じだけど。でもなにごとも経験だよ」

「……シリュウ！」

　下を向いていたソノハが俺の名前を呼び、勢いよく顔を上げる。

　ソノハは……笑顔だった。

「わたしね！　強くなったんだ！　もう、泣き虫だった子供のころとは違うよ！」

　──しかし、その笑顔は……、

「女王陛下がおっしゃられたとおり、あんたなら世界を変えられるんだと思う……より多くの幸せをつくれるんだと……思……う……だから──」

　すぐに──、

「────────やだ…………嫌……だよ…………やっぱり、嫌だよぉ……」

　くしゃくしゃな泣き顔に変わった。

「ソノ、ハ？」

「行かないでよ……もうどこにも行かないでよぉ……わたし、強くなったんだよ？　泣き虫じゃなくなったのに……なんでまたいなくなっちゃうの？」

　堰せきを切ったように紫紺の瞳から涙を流すソノハ。

「お、おいおい!?　どうした!?」

　泣いているこいつを見るのが久しぶり過ぎて、俺はついつい慌ててしまう。

「だって……だって……わたしが泣き虫だったから……弱かったから……シリュウは勇者になったんでしょ？　だから泣かないように頑張ったのに……」

　ソノハはむせびながらも、なにかを俺に伝えようと懸けん命めいに言葉をつむぐ。

　俺はどうにか昔のようにソノハを泣き止やませようとし──とどまった。

　……本当に、それでいいのか？

　そう思えたのは、俺の脳裏にある言葉がよぎったからである。




『そうですの……それで見当がつかないから、わたくしに訊いたというわけですのね。やれやれですわ。やれやれですわ。本当に本当にへっぽこ執事ですこと』




『ねぇシリュウ。近過ぎて、見えていないものもあると思うよ』




　アリシアと、ヒューイに言われた言葉だ。

　そしてふたりとも言い方は違えど、そのあと俺にこう言ったのだ。

　自分で考えろ、と。

　もしかしたら俺はソノハが泣いていたとき、こいつがなんで泣いているのかを、もっと深く考えないといけなかったのかもしれない。

　俺がそうしなかったから、今こうしてソノハが泣いてしまっているのかもしれない。

　…………ごめんな。

　俺は心の中でソノハに謝り、こいつが涙を流している原因を考える。

　真っ先に思い当たったのは──四年前、俺が旅に出ると決めた日……そして、ソノハが最後に泣いた日だ。

　その日、メイド長だったクリスティーナが魔族の刺し客かくに襲われた。

　実はクリスティーナは二代前の魔王の側近〝災さい厄やくの魔女〟であり、かつ前回の魔王が現れたときにはなぜか人間側につき、勇者の仲間として魔王と戦った魔族である。

　彼女を襲った魔族の目的は、クリスティーナの命と、彼女が持つ先代勇者の剣を手に入れることだった。その剣は俺が受け継ぎ、旅の途中で魔王あの野郎に折られてしまったため、もう存在しない。だが当時の魔王軍にはクリスティーナ同様に危険視されていたらしい。

　しかしそのクリスティーナだが、過去の無理がたたったらしく、もう魔法が使えなくなっていた。そして俺はそんなクリスティーナやソノハを守るため戦い、勝利した。

　でもそのとき、ソノハは泣いていて……。

　────あれ？　もしかして……。

　もしかしてソノハは……。

「自分が泣き虫だから、俺が旅に出たと思っているのか？」

　小さく上下していたソノハの肩が、びくっと大きく揺れた。

「あのとき自分が泣いていたから、俺が旅に出たと思ったのか？」

　俺はソノハのか細い両肩を優しくつかんで訊ねる。

　するとソノハは潤んだ瞳で俺を見つめ、

「……うん」

　震える声で答えてくれた。

「そうだったのか……」

「…………うん。だって……そうなんでしょ？　わたしが泣いていたから仕方なく……」

　ソノハが不安そうに俺を見上げてくる。

　こいつにこんな表情をさせてしまっているのは、俺が原因だったのか。

　──なら、今の俺がすべきことは…………っ！

「うりゃ！」

　俺はソノハの両りよう頰ほほを、ふにーっと左右に引っぱった。

「お、いい笑顔だな」

　俺の突然の行動に、ソノハはなにが起きたのかわからないといった具合にぽかーんとする。でもすぐに目をキッとつり上げ、動きの制限された口で文句を言ってきた。

「……ふぁ、ふぁにふんの!?」

「なに言ってんのかわかんねぇや。でも、さっきまでよりいい笑顔になったよ」

　ソノハはきょとんとしているが、気にせず俺はこいつのすべすべした頰をふにふに動かしつつ話を続ける。

「……旅に出る前日にさ、俺、クリスティーナに言われたんだ。お前は馬鹿だ。って」

　今でも、あの幼女風メイド長の言葉は、しっかりと耳に残っている。

　当時の俺よりも子供にしか見えなくて、なのにいつも俺をもてあそんで、そのくせ頼りになる。そんなクリスティーナの言葉は、俺の耳から離れることはない。

「馬鹿だから、難しく考えるな。世界を救おうなんて考えるな。世界のために戦おうなんて考えるな。お前の目に映る、大切なひとを守るために戦え」

　その言葉に、ソノハは小さく噴き出した。クリスティーナのことを思い出しているのかもしれない。たしかに、あいつらしい発言だからな。

「お前には力がある。だが、その力に曖あい昧まいな想いをこめるな。誰かに利用させるな。お前が誰かを想う心をこめて戦え。ってさ」

「クリスティーナ……シリュウにそんなこと言っていたんだ」

「あぁ。だから俺は、自分の心に従って戦った。自分が望む未来を守るために戦った。俺はお前が泣き虫だったから戦ったんじゃない。俺は……俺自身がお前と一緒にいたいって想ったから戦ったんだ」

　俺は自分の本心をソノハに伝え、そっと彼女の頰から手を離す。

「…………そっか」

　するとソノハはそう言って、俺の胸にぽふっと顔をうずめてきた。なんだ？　鼻水でもふいてんのか？












　俺はそんなソノハの頭に優しく手を置こうとする。

　しかし先にソノハが俺の胸から顔を離し、ともすれば夜風でかき消されてしまいそうなほど小さく弱々しい声で訊ねてきた。

「……どうして？　どうして、シリュウはわたしと一緒にいたいって思ってくれたの？」

　ソノハの紫紺色の瞳は潤み、桜色の唇は小さく震えていた。

「そ、それは……」

　綺麗な星空。美しい三日月。心地ここちよい夜風。

　その中に、俺たちふたり。

　そして潤んだ瞳でこちらを見つめてくるソノハ。

　な、なんだ!?　このいい雰ふん囲い気きは!?

　しょ、正直、こんな状況に慣れていない。

　やたらと汗は出てきたし、心臓もやばいほど高鳴る。口の中はからからだ。

　だけど……この瞬間を逃したら、子供のころからの想いをソノハに告げる機会はもうないかもしれない。

　自分で言っていて悲しいけど、多分俺はそういった運は持ち合わせていないはずだ。

「お、俺が……お前と、一緒にいたいのは……その……」

　うまく口が回らない。でもソノハはなにも言わず、じっと待ってくれている。

　そんなソノハに応えるため、俺は勇気を振りしぼる。

　けどその前に、邪魔者はいないだろうなと二度三度周りを確認した。

　──気のせいだろうか？　なにやら大勢のメイドたちが角材を持って丘を上ってきた。

「みなさん、こちらです。すぐに作業に取りかかりましょう」

　そいつらは担かついでいた角材を下ろし、屋敷へと向かっていく。

「いいですか？　お嬢さまの指示どおり、もとの形状どおりに修復するのです」

　眼鏡めがねをかけたメイドが指示を出すと、他のメイドたちは崩れた屋敷の瓦礫を一いつ斉せいに撤てつ去きよし始めた。

「すべてはお嬢さまのために」

　彼女たちは統制の行き届いた一いつ糸し乱れぬ動きで屋敷の修理に取りかかった。

　……さて、と。

「どちらさまですかー!?」

「あ、我々に構わず、どうぞお続けください」

　いい雰囲気を台無しにしやがった眼鏡のメイドは俺の質問に答えず、どうぞどうぞと手を向けてきやがる。

「続けられるか！　そもそも誰だよ？」

「おや、わたしの顔に見覚えはありませんか？　あんなにも激しい一夜をともにしたというのに」

「そんな夜は記憶にございませんね！」

　やはり俺はこの濡ぬれ衣ぎぬを着せてくるメイドに心当たりはなかったが、どうやらソノハは、

「もう……シリュウは単純なんだから、あまりからかわないでよね。エスヴィナさん」

　この謎のメイドと顔見知りのようだった。

「そうですね。このへんでやめておきましょう」

　そう言ってお騒がせメイドは眼鏡をくいッと持ち上げる。

「お待たせいたしました、ソノハさま。アリシアお嬢さまの命により、はせ参さんじました」

　あ！　思い出した。アリシアが舞踏会の話を持ってきたときに一緒にいたメイドだ。

「アリシアの？　だけど、これはなんなの？」

　ソノハが訊ねる。オストハルク家の従者たちが持ってきた角材やらなんやらの存在や、どうしてこんなに準備がいいのかが気になっているのだろう。

「オルディナ付近まで来たとき、我々は都市の外に大たい挙きよしているモンスターを確認しました。そこでモンスターを突破してキストリア診療所を目指したのですが、診療所が崩壊している状況を見て、お嬢さまは従者の一部をこちらへ向かわせたのです。角材などは、オストハルク家の力をえぐいほど使って確保しました」

　どうやらエスヴィナさんとやらは、ソノハの疑問に気づいたらしい。面倒くせぇやつだが、優秀ではあるのだろう。

「ですが今はそんなことより、もっと優先すべきことがあるかと思いますよ」

　そう言うとエスヴィナさんは両手で目を隠し、唇を突き出した。

「ささ、ぶちゅっと済すませてください。ぶちゅちゅっと。大丈夫、見ていませんから」

「この状況でできるか！　それに指の隙すき間まから覗のぞいてんじゃねぇよ！」

　──結局、俺とソノハは背中に腹の立つ視線を受けながら、診療所へと向かうことにした。
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　俺とソノハが都市オルディナの診療所の前に着くと、

「ほらほら、グズグズしていると折せつ檻かんいたしますわよ」

　四よつん這ばいになった執事の背中に座り、メイドたちに指示を飛ばすアリシアがいた。

　アリシアの周りには篝かがり火びがいくつも焚たかれており、そこだけ日中のように煌こう々こうと明るい。

「あ、あんたなにやってんの？」

　ソノハがアリシアに問いつめる。

「見てわかりませんの？　修しゆう繕ぜんですわよ、修繕。もちろん、被害に遭われた他の方々への支援も行っていますわ」

「わたしが言っているのは、そういうことじゃないわよ……」

　弱々しい声のソノハ。

　そんなソノハをアリシアが心配する。

「な、なんですの？　どうしたんですの？　お腹でも痛いんですの？」

「違うわよ……こんなことされたら……わたし……」

「……もしかしてあなた、こうした援助に、引け目を感じているんですの？」

　ソノハはきゅっと拳を握り、こくんと首を縦に振った。

　場が静まる。誰もが、ソノハかアリシアの反応をうかがっているようだった。

　しかしその沈ちん黙もくを打うち破やぶったのは、ぱすんと扇せん子すが勢いよく閉じる音だった。

「馬っ鹿じゃないですのー？」

「は、はぁ!?　誰が馬鹿よ？」

「あなたですわよ、あなた」

　アリシアは立ち上がり、ソノハにつめ寄ってきた。

　そして──ぱしん。小さく乾かわいた音が響いた。

「……え？」

　アリシアに平手で頰を叩たたかれたソノハは、状況を理解できないような顔をしていた。

「甘く見ないでくださいます？　わたくし、これからもあなたとの関係を変えるつもりはありませんわ」












「で、でも……」

「我々の間に金銭がからむことを、あなたが嫌っていることくらい知っていますわ。ですが、こんなことでわたしたちのつながりが切れるとでも思っているんですの？　それこそ、ふざけんな、ですわ。親友を助けることに理由なんていらねーですわ！」

　そう強く言い切ったアリシアと、赤くなった頰を手で押さえるソノハの間に、また沈黙が流れる。

　椅子執事も、作業をしていた連中も、そして俺も固かた唾ずを飲むように、じっとソノハたちの様子を見つめた。

　だがその静せい寂じやくに耐えかねたように、アリシアが俺に視線を向けてきやがった。その目が語っていやがる。なんとかなさい！　ということなのだろう。

　やれやれ。俺は嘆たん息そくし、ソノハの肩に優しく手を置く。

「ここは素直に甘えておいたらどうだ？　お前は友だちだから迷惑をかけたくないって思っているんだろうけど、友だちなんだから思いっきり頼たよっちまえよ」

「シリュウ……」

　どこか不安そうな表情でソノハは俺を見上げ、ゆっくりとアリシアの方を向いた。

「……アリシア」

「……なんですの？」

「………………助けてくれて、ありがと」

　ソノハはアリシアに礼を言い、えへへっと照てれたように笑った。

「っ!?　べ、べ、べつにぃ？　この程度ぉ？　よ、余裕ですわー!?」

　するとアリシアは驚くほど顔を真っ赤にし、開いた扇子で顔を隠しながら椅子執事の背中に座った。

　椅子が、めちゃくちゃいい笑顔を俺に向けてきやがる。

「こっち見んな。俺はお前みたいな変態に構っている暇ひまはないんだよ。だって──悪あく徳とく商人どもの相手をしないといけないからな」

　俺はソノハの肩に手を置いたまま、市場に続く路地を向く。

　次第に、そちらから複数の足音が聞こえてきて、

「おーい、シリュウにソノハの嬢ちゃん。無事だったか？」

「見つからないから心配したよ」

「ん？　診療所を直してんのか？」「よーし、俺たちも手伝うぜ」「ひとりでも数が多いほうがいいだろ？」「困ったときはお互たがいさまよ」「気にする必要はないぜ。今度俺たちが困ったときに、シリュウが商品を買い取ってくれるからよ」

　駆かけつけてくれたのは、市場の面々である。

　相変わらず好き勝手言ってくれやがって。でも、無事でよかったよ。

　俺は彼らの元気な姿を見て安心し、こんなときでもソノハに力を貸そうとしてくれる姿勢に感謝した。

　──しかしそのとき、俺は背筋に嫌な予感を覚えたのである。

　そしてその予感は、こちらに走ってきたひとりの男によって現実にされてしまう。

「みんな、ここは危険だ。中央に集ま──シリュウ！　いいところにいてくれた！」

　駆け寄ってきたのは自警団のケインだ。こいつも寝ていないのか、隈くまのにじむ目もとや、少しふらふらした足取りに疲労を感じる。

「頼むシリュウ、一緒に戦ってくれ。先ほど物見から連絡があり──」

「モンスターがまた攻め寄せてきているんだな」

「そ、そうだ。よくわかったな」

　なんというか、オルディナを囲む悪意のようなものを急に感じたからな。

「俺たちは騎士団と連携し、中央広場に人々を避難させている。それが済み次第、モンスターたちと戦うつもりだ。しかし騎士団、自警団ともに多くの負傷者が出てしまっており、いかんせん人手が足りない」

　ケインの報告に周囲がどよめく。

「まともに戦えるのはどれくらいだ？」

「……二○人ほどだ」

「そうか。なら全員で東門の守備に当たってくれ」

　都市オルディナを囲む外壁は、残念ながら高さが低い。モンスターたちの侵攻を食い止めるには、あまりにも脆ぜい弱じやくだ。しかも場所によっては先の侵攻で崩ほう落らくしてしまっている可能性だってある。

　そしてモンスターはオルディナの東西南北から攻め寄せている。その中で最も気配が薄いのは東側だ。二○人でも守備に徹すれば、少しは持ちこたえることが可能だろう。

　そしてその間に、

「他の三方向から来るモンスターは、すべて俺が相手をする」

「な、無茶だ！　いくらお前でも……」

「これでも一応は勇者だ。なんとかするさ。問題は、空から来るモンスターだけど──噂うわさをすれば、さっそく来やがった」

　微かに空気を震わせる羽音を耳にし、俺は上空を見上げる。空は変わらず星が出ているが、所々が複数のモンスターに隠されていた。

「鳥型のモンスターか」

　俺は中級雷魔法アークサンダーでモンスターたちを撃ち抜く。

　そいつらは倒したが、どうやら背中に乗っていたらしいモンスターが一体、俺たちの前に降ってきた。

　全身が硬質な鎧よろいで構成され、右手に大剣を持ったモンスターである。鎧の中には実体はなく、鎧そのものが本体となっているやつだ。

「みんな離れろ。こいつは中々手て強ごわいぞ」

　この手のモンスターとは何度か戦ったことがあるが、重装備な見た目と違い、非常に素早い動きで襲いかかってくるのだ。さらに魔法に対する耐性も強いという、迷惑極きわまりないおまけつきである。

　先手必勝。俺はぐっと重心を落とし、一気にモンスターとの間合いをつめようとした。

　しかしそのとき──ぱぁんっ！　っと扇子を閉じる音が、大きく響き渡った。

　誰もが、そちらに意識を向けてしまう。

　俺たちの視線が集まる先には、椅子執事から腰を上げたアリシア・オストハルク。そしてそのかたわらには、立ち上がった椅子執事。

「ユズル」

「はい」

　アリシアが呼ぶと、椅子執事が返事をした。

「あなたの炎の解放を許可いたします。オストハルクの名にかけて、この場にいる全員を守ってみせなさい」

「かしこまりました、お嬢さま」

　ユズルと呼ばれた執事はやわらかな物腰で答えると、一歩一歩迷いのない足取りでこちらに歩いてきた。

　俺はユズルとやらを止めようとする。

「お、おい、危ないぞ」

「えぇ、ですから戦うんですよ」

　俺とモンスターの間に入ったユズルは、構えることなく、下ろした右手を開く。

　次の瞬間、ユズルの右手が炎に包まれた。

　俺は衝撃を受ける。

　あの炎は……最上級炎魔法ラグナルトだ。それも独自の工夫が加えられているようで、超高熱を保ちつつも、術者は当然として、周囲に被害が出ないように圧あつ縮しゆくに圧縮をくり返している。これは……俺やヒューイ並みの技量だ。

「……お前、いったい何者だ？」

「あなたと同じ、大切なお嬢さまのために戦う執事ですよ」

　ユズルは一瞬、俺と目を合わせて微笑ほほえんだ。だがすぐにその姿は霞かすみ、爆発的な速度でモンスターに接近した。炎をまとった拳で相手の腹部を貫つらぬき、モンスターを一瞬で燃もやし尽つくす。

　この結果をアリシアは確信していたのだろう。扇子の先で南方を指し、声こわ高だかに宣言する。

「ユズル、あなたは南側から押し寄せるモンスターを殲せん滅めつして、勇者の負ふ担たんを減らしなさい。ただし、怪我ひとつ負うことは許しませんわ。無傷で帰ってきなさい。あなたには、わたくしの椅子という仕事があるのですからね」

「かしこまりました、お嬢さま。ではシリュウさん。北と西は任せましたよ。帰ったら、椅子について深く語り合いましょう！」

「ぜひとも遠えん慮りよしてぇな」

「あなたも僕と同じで、お嬢さまのお尻しりに敷しかれるのが似合うと思いますよ」

　などと不ふ穏おんな発言を残し、ユズルは南区画につながる路地へと進んでいった。

　俺は気を取りなおし、ぽかんとしているケインに声をかける。

「俺たちもそろそろ動こう。当初の作戦どおり、お前たちは東側を頼む」

「あ、あぁ、わかった。だけど、中央広場に避難しているひとたちはどうする？　さっきのような飛行できるモンスターに突破されたら──」

「その心配はご無用ですわ！　みさなん！　準備なさい！」

　アリシアの号令がかかると、オストハルク家のメイドたちは一様にスカートをばさっとたくし上げ、内側からそれぞれの武器を取り出した。

「半数は東側に。残りの半数は中央広場の防ぼう衛えいをなさい。オルディナは、オストハルク家が守ってみせますわ！」

「お、オストハルク家のメイドはどうなってんだ？」

「どうもこうも、出自身分などを問わずに集めた優秀な人材たちですわ」

　以前、アリシアはオストハルク家を甘く見るなと言った。たしかにこれは甘く見れねぇわ。

　だけど、これで手札がそろった。

「よし、みんな気をつけてな。ケインも、無理だと思ったら逃げろよ」

「……なぁ、シリュウ」

「なんだよ？」

「俺、この戦いが終わったら、彼女に結婚を申しこもうと思うんだ」

「で、フラれるのか？　やったな！　おめでとう！」

「不吉なことを言うな！」

「すまんすまん。でも、今は戦いに集中したほうがいいぜ。死んじまったら、求婚することも、フラれることもできないからな」

「だからフラれないって……多分。あ、そうだ。これを持っていけ」

　なんだか頼りないことを漏もらしたケインは、腰に提げていた剣をベルトから外し、俺に渡そうとしてきた。

「特別なものではないが、ないよりはマシだろう？」

「ありがとな。でも気持ちだけもらっておくよ」

「遠慮するな。自警団のみんなと合流すれば、予備の武器はまだある」

「違う違う。俺、もう普通の剣は振れないんだよ。振ったときに俺の力に耐えられずに、刀身が曲がるか折れるかしちまうんだ」

「そ、そうなのか？　勇者も大変なんだな」

「気にすんな。殴なぐって蹴けって魔法。これでなんとかしてみせるさ」

「そうか。なら俺もそろそろ自警団や騎士団のみんなと合流して、東側に向かうとしよう」

　ケインは腰に剣を帯おびなおして、この場から去ろうとする。

「ケイン、待ちやがれ」

　しかし、そんなケインを八や百お屋やのおっさんが呼び止めた。

「は、はい。なんでしょう？」

「俺はお前と娘の交際を認めた覚えはない」

　おいおい、この頑固親父はこんなときになに言ってんだ？　ケインが落ちこんだらどうすんだ？

　しかし俺のその心配は杞き憂ゆうだったようで、

「そして俺は、娘を泣かす男は許さねぇ。だから、無事に帰ってきやがれ」

「……はい！」

　ケインは深々と頭を下げて走り去っていった。八百屋のおっさんが市場の面々にもみくちゃにされる。

　……ったく。これで、余よ計けいに負けられなくなったじゃないか。

「さて、俺も行くとするか。アリシア、ウチのお嬢さまやみんなを頼むぜ」

「お任せなさい。あなたも精せい々ぜい頑張りなさいな」

「当然だ。じゃあソノハ、行ってくる」

「シリュウ！」

　ソノハが俺を呼び止めてきた。

「えっと……その……」

　ソノハは言葉を探すように口をもにょもにょさせている。

　だけど出てきた言葉は、たったひと言だった。

「……無理は、ダメなんだからね？」

「あぁ、かしこまったぜ、お嬢さま！」

　でもそれだけで俺には充分だ。

　こいつの言葉ひとつ、笑顔ひとつで、俺はどんな相手にでも勝てるのだから。




　──さて、じゃあちょっと頑張ってくるか。













　俺おれは地を踏み割わって加速。正面にとらえた獣人型モンスターに接近する。モンスターはこちらの速度に反応できていない。俺は隙すきだらけの腹部に勢いを乗せた拳こぶしを叩きこみ、獣人型のモンスターを一撃で倒した。

　だが立ち止まってはいられない。

　俺はすぐさま高く跳ちよう躍やくする。

　同時に、両脇の路地裏から、鎧よろい型のモンスターが一体ずつ飛び出してきた。それぞれ鎧の形状が違う別種のモンスターだが、知能が足りないのは同じようである。すでに俺のいない場所で、二体は正面からぶつかり合った。

　俺は空中で中級氷魔法ブリザードと中級風魔法ハイウインドを併用し、二本の氷柱つららを形けい成せい。眼下に向けて放つ。鋭利な氷柱はそれぞれ一本ずつ鎧型のモンスターに突つき刺ささり、二体は動きを止めた。

　次に俺は中級風魔法ハイウインドを浮力のように使用して空中を舞い、民家の上まで移動する。

　屋根に着地すると、馬に乗った骸がい骨こつのようなモンスターが他の屋根を伝ってこちらに疾しつ走そうしてきているのが見えた。騎馬型モンスターだ。

　騎馬型モンスターは跳躍し、手にした巨大な鎌かまを振り上げる。

　その屈曲した刃やいばが振り下ろされる前に、俺は馬上の骸骨に跳び膝蹴りをぶつけ、頭ず蓋がい骨こつを粉こな々ごなに砕いた。動かなくなった主あるじを乗せた馬のモンスターは、そのまま逃げて去っていく。

「ったく、次から次へと……」

　今度は空から攻め寄せてきた鳥型モンスターの群むれを発見し、俺は上級雷魔法サンダーバアルを放つ。枝分かれするように放たれた雷いかずちはモンスターたちを正確にとらえ、一斉に消滅させる。

　だがそれでもモンスターの侵しん攻こうは止まらない。俺は北側と西側を往復しつつ、モンスターを倒し続けていく。

「こんなときに、ボブサリオたちはなにやってんだよ？」

　前回のモンスター襲撃の際、俺は都市全域を回ったのだが、あいつらに会うことはなかった。中央広場でソノハが治療した怪我人にも訊いてみたが、そこでもボブサリオたちを見かけたやつはいなかった。

　そして今も三人の姿はなく、気配も感じない。あいつらがいれば、東西南北を四人でひとつずつ担当できたのに。

　とはいえ、ここで愚ぐ痴ちっていても仕方ない。

　俺は確実にモンスターの数を減らしていくことに集中した。




「……ようやく、落ち着いてきたか？」

　どれくらいの時間が経たったのかはわからないが、いつの間にか空は白しらんできていた。

　俺は、騎士団や自警団が普段使う見張り台の上に立ち、周囲を見渡す。

　当初は溢あふれんばかりいたモンスターの大群も、今では相当に数を減らし、侵攻の勢いが緩ゆるくなった気がする。

　このままいけば、なんとかなるかもしれない。

　──しかし俺が、そう慢まん心しんした瞬間だった。

　遠くから、遠雷のような轟ごう音おんが響いたのである。

　この音──いや、この鳴き声は……。

「ドラゴンか！」

　俺が担当している北西側の壁の向こうから、我がもののように空を飛行する数十体のドラゴン型のモンスターが、こちらへと接近してきていた。

「ウィンザードの言っていたとおりだな。ダンジョンの外に出てきていやがる」

　周囲の空を見渡すと、やつらは東と南からも飛んできていた。あのユズルとかいう執事ならともかく、自警団とメイドたちの守る東側はきついかもな。

　だけど今俺がここを離れれば、こちらから大量のドラゴン型が都市に入っちまう。

「くそっ、悩んでいる場合じゃないか」

　翼をはためかせて接近してくるドラゴン型の群れに向けて、俺は素早く跳びかかる。途中、上級風魔法オーバーストームを使って加速し、

「うおりゃあ！」

　勢いそのまま、一体の大きな顎あごを殴なぐり上げた。するとそいつはのけぞり、尾の位置が俺の正面に来る。俺は硬い鱗うろこに表面を覆おおわれた尾をつかみ、

「行かせるかよ！」

　ここを突とつ破ぱしようとしていた別のドラゴンに向かって、そいつを投げつける。

　二体は衝突してもつれ合い、さらに、近くにいた他の一体も巻きこんだ。俺は落下しつつ、凝ぎよう縮しゆくさせて火球の状態にした上級炎魔法リフレイムを連続で撃ちこむ。本来の上級炎魔法リフレイムは広範囲に広がる魔法だが、こうして火球の形にして放てば、周辺に被害は及およばない。

　上級炎魔法リフレイムは三体に次々と直撃して大爆発を起こし、灰色の煙が上空の一部を隠す。煙が晴れたころには、明け方の空だけが広がっていた。

　だがドラゴン型はこれだけではない。外壁の上へ降り立った俺は、すぐさま他のやつらに狙ねらいを向ける。

「な、なんだ？」

　しかし俺が担当している方角から攻めてきていたドラゴン型たちが、一斉にオルディナから退ひいていき、少し離れた位置で、まるで時間を稼かせぐように滞空し始めたのだ。

　……ドラゴン型は高い知能を持つと言われている。

　でも、これはあまりに統とう率そつされ過ぎていないか？

　たしかウィンザードは、何者かがこいつらを使し役えきしているのかもしれないと推測していた。そしてそいつが、この事件の犯人であると。

　その読みが正しいなら、そいつを倒せばこの騒動は収おさまるはずだ。

「……よし」

　俺は目をつむり、意識を集中させる。

　頭の中は空白となり、神経が研とぎ澄すまされていく。

　……オルディナが、悪意に包まれているのを感じ取れた。

　だが違う。これはモンスターによるものだ。

　俺が探しているのはこれじゃない。

　もっと深い悪意。この悪意を従したがえている者。

　先ほどのドラゴンの動きを見る限り、多分俺のことが確認できる位置に犯人はいる。

　感じ取れ。

　恨うらみ。

　憎にくしみ。

　哀かなしみ。

　それらの中心を……。

「…………………………見つけた」

　悪意の中心を、オルディナの中央広場から感じた。

「マズいな。あそこは今、避難所になっているのに……」

　一刻でも早く中央広場に向かいたかったが、このドラゴンたちが誰かの指揮のもとで動いているとして、もし犯人が俺の動きも監視しているならば、ここを離れた途と端たん、待機させているドラゴンたちを一斉に都市内に突撃させるだろう。

　でも悪意のもとを叩かなければ、この戦いは終わらない。

「……一気に行くしかないか」

　俺は手のひらを空に向け──最上級雷魔法レーヴアラインを放つ。光の柱のように放出された目ま映ばゆい雷いかずちは、はるか上空へとすさまじい速度で吸いこまれていく。

　そしてその輝きにつられるように、ドラゴンたちが視線を上げる。

　それを確認した俺は、すぐに中央広場へ移動を始めた。おそらくドラゴン型だけでなく、犯人の意識も一瞬そらせたはずだ。

　しかしたいした時間稼ぎにはならないだろう。

　だから俺は屋根を足場に全速で駆け、中央広場を目指す。

「あそこだな」

　中央広場に着いた俺が悪意の中心点として感じたのは、オルディナで最大の高さを誇ほこり、都市全体を把は握あくできる場所──時計塔の最上階だった。

　中央広場にはモンスターの侵攻が届いていないようで、アリシアのメイドたちが警けい戒かい態勢のまま市民を囲んでいた。

　俺はソノハが無事なことに胸を撫なで下おろしつつ、時計塔に向かって跳躍する。

　時計塔の外壁には所々に装飾が施されており、俺はそこを足場にして最上階に到着した。

　最上階の天井には人々に時刻を自動で知らせる巨大な鐘かねが吊つるされており、壁がないためオルディナ全体が見渡せるようになっている。

　しかし、今は鐘や絶景に用はない。

「……見つけたぜ」

　用があるのは今回の騒動の犯人──バルファロイにだ。

　バルファロイはクレープ屋の制服ではなく、物理魔法問わず耐性を持つ、魔王軍時代の軽けい鎧よろいを身に纏まとっていた。

「し、シリュウ・ロード!?　いつの間に!?」

　こいつのこの驚き様。やはりさっき最上級雷魔法レーヴアラインを撃ったときに、俺を見失っていたようだな。

「俺も訊ききたいことがあるんだ。他のモンスターはともかく、どうやってドラゴン型を──いや、この話はあとでいいな。まずはお前を止める」

　俺が構えるとバルファロイも覚悟を決めたのか、戦闘態勢に入った。

　だが俺たちが動く前に、

「──待て。そいつを止めるのは、私の役目だ」

「ウィンザード殿!?　どうしてここに!?」

　下層につながる階段から、ウィンザードが現れたのである。ウィンザードの登場に、バルファロイは動揺を隠せないでいた。

「よ、遅かったな」

「まさかお前に先を越こされるとは」

「偶然だよ。とりあえず、あとは任まかせた」

　俺はそう言い、一歩下がる。

「当然だ。部下の罪は、上司である私の罪だからな」

　その言葉にバルファロイは激げつ昂こうする。

「なにが上司ですか！　魔王さまがシリュウ・ロードに討うたれ、あなたは変わってしまわれた……大将軍であられたころの面おも影かげはどこにもない！」

「そうか……」

「そんなあなたに、今さら上司面づらされる筋すじ合あいはありません！　拙せつ者しやは魔王さまの跡を継ぎ、必ず人間どもに……」

「そうか──」

　早口で責せめ立たてるバルファロイに、ウィンザードは短く嘆たん息そくし、

「──言いたいことはそれだけか？」

　ふっと姿を消した。

「なっ!?」

　バルファロイは度ど肝ぎもを抜ぬかれたようにうろたえて周囲を見回すが、ウィンザードの姿はどこにもない。

　俺はこのウィンザードの力を知っている。たしか、複数の魔法と光の屈くつ折せつうんたらかんたらを利用しているらしいが俺にはよくわからん。それに気配を察さつ知ちすれば充じゆう分ぶんに反応できる。

　もちろんウィンザードの強さは、この力だけではない。この攻撃をさばくだけで勝てるのなら大将軍になんてなれていないだろうし、俺も苦戦しなかった。

　だが初見の相手には厳きびしいだろう。仲間だったバルファロイは、もしかしたら知らないのかもしれない。

　俺とバルファロイの視線が合う。

　仕方ない。教えてやるか。

「お前の後ろから出てくるよ」

「なに!?」

　バルファロイが振り向く。

　しかし、もう遅い。

　そこには、拳を高く振りあげたウィンザードの姿。

「これは大将軍としてではない。店長としての、従業員に対する指導だ」




「こ、これ死んでいないか？」

「気絶しているだけだ。大切な従業員を殺すわけにはいかんからな」

　ウィンザードにおもっくそぶん殴られたバルファロイは、鼻から緑色の血を流して動かなくなっていた。

　心配する俺をよそに、ウィンザードがバルファロイの服に手をかける。

「さて……」

「ちょ、お、お前、なにやってんだ？　そういう趣味があるのか？　それともトドメでもさすつもりか？」

「そんなわけなかろう。こいつがこの騒動の犯人なら、なにかしら持っているのではないかと──ん？　なんだこれは？」

　ウィンザードはバルファロイの上着のポケットから、手のひらくらいの大きさの宝石を取り出し、様々な角度から眺めた。

「なんだそれ？　わかるか？」

「いや、見たことのない宝石だ。しかし……」

「しかしなんだよ？」

「……自分の目で確かめてみろ」

「どれどれ？　うーん。まぁ正直見たところで俺に宝石のことなんて──」

　俺はウィンザードから手渡された宝石を確認し、

「──っ！」

　握にぎり潰つぶした。

　粉々になった宝石が、俺の指の隙すき間まからこぼれていく。

「……そうか……そういうことだったのか」

　宝石には、ある紋様が刻きざまれていた。

　紋様は、ドラゴンと三日月。

　つまり、この事件の黒幕は……。

「あの野郎……！」

「落ち着け、シリュウ。それにどうやら、お前の怒りがいい方向に働いたようだぞ」

　ウィンザードが空を指さす。

　そちらを見上げると、空を舞っていたドラゴンたちが、オルディナの上空から南の方角へ去っていっていく光景が確認できた。

「その宝石が、ドラゴンたちを使役するアイテムだったようだな」

「一件落着……とはいかないけどな」

　しかし、ひとまずの危機は去っただろう。あとはバルファロイの指示がなくなってからも暴れているモンスターを倒すだけだ。

「よし、俺は全体の様子を見てくる。お前はバルファロイを見張っていてくれ」

　俺は砕いた宝石の欠片かけらを執事服のポケットにしまい、バルファロイをウィンザードに任せて時計塔から飛び降りようとした。

　──だけどそのときだ。

「な、なんだこの感覚は？」

　俺は凄まじい悪意の塊かたまりに全身を押しつぶされそうになる。

　ウィンザードに視線を送ると、こいつもなにかを感じ取っているみたいだった。

　悪意はどんどん近づいてくる。いや、違う。隠していた悪意が、溢れてきているといった具合だ。

　俺はその発生源を探ろうとした。

「あれ？」

　だけど、先ほどまで光が射しこんでいた時計塔の屋上が、ふっと影に包まれた。

　いや、時計塔だけじゃない。どうにも都市全体が暗い。

　俺とウィンザードは時計塔の端はしまで行き、

「なんだこれ？　都市の大半に影がかかってんぞ？」

「それに……影全体がうごめいているな」

　俺たちが背筋に嫌な予感をびりびり覚えていると、頭上からすさまじい突風が襲いかかってきた。

　俺とウィンザードは顔を見合わせ、恐る恐る上空を見上げてみる。




　──超巨大なドラゴンが翼をはためかせ、オルディナに降りようとしていた。




「な、なんだこいつ!?」

　現れたドラゴンの全長は、直径一キロメートルのオルディナとほぼ同じくらいはある。

　そんな規格外のドラゴンを見たウィンザードは、

「お前が宝石を壊したから、制御を失ったのかもしれんな。もしくは、他のドラゴンたちを制御されたことに怒っているのか」

「冷静に分析している場合かよ──って、やばいやばい！　こいつオルディナに着地するつもりだ！」

　こんなのに降りられたら、間違いなく都市が吹き飛んでしまう。

「ウィンザード！　下のみんなを頼む！」

　俺は返事を待たず、頭上のドラゴンに向かって跳とんだ。

　俺のことなんて眼中にないのか、ドラゴンは平へい然ぜんと降りてくる。距離が縮ちぢまると、ドラゴンの巨大さが嫌でも実感できた。

「うおおぉぉぉ！」

　しかし俺は臆おくすることなく、巨大なドラゴンの鳩みぞ尾おちに正拳を突き刺す。

　するとドラゴンは軽くうなり声を上げた。悲しいかな、砂粒程度な大きさの俺の攻撃は、ちょっと痛いくらいなのだろう。

　ドラゴンは鋭い爪を持った手を振り下ろし、こちらを引き裂こうとしてきた。俺は上級風魔法オーバーストームで空中を移動して回避。一度時計塔の屋根に着地する。

「ドラゴン型は魔法に対する耐性を持っているけど……」

　俺は再度跳躍。滞空しているドラゴンの真下に入り、

「全力なら！」

　本気の最上級雷魔法レーヴアラインを放つ。光の奔ほん流りゆうのように溢れ出た雷いかずちは、ドラゴンをたやすく飲みこんだ。

　しかしドラゴンが翼を振るうように全身を震わせると、最上級雷魔法レーヴアラインは霧む散さんするようにかき消されてしまった。

「でも、まったく効きいていないわけじゃなさそうだな」

　ドラゴンは全身に多数の傷を負っており、所々が黒々と焦こげていた。いくら耐性があるとはいえ、俺の全力の最上級雷魔法レーヴアラインだ。無傷とはいかなかったのだろう。なら時間はかかるが、このまま間断なく攻撃を加えていけば、いつかは倒せるはずだ。

「よし……って、え？」

　だがそうした俺の希望は、あっさりと打ち砕かれてしまう。

　ドラゴンの傷口が淡あわく光ったかと思うと、

「い、一瞬で回復しやがった……」

　……マジかよ。どんなに攻撃を与えても、次の瞬間には全快するってことか。

　あらゆる攻撃に対する耐性。

　そして驚異の回復力。

「こいつは、久しぶりにキツイ相手だな」

　だけど逃げるわけにはいかない。

　俺は上級風魔法オーバーストームで素早く身体からだをより上空へ舞い上げる。

「この巨体だ。まとわりついてしまえば」

　俺はドラゴンの背中に着地し、移動しつつ攻撃を加えていく。試ためしに一ケ所を集中攻撃してみたが、再生速度のほうが上回っていた。

　ドラゴンは俺を振り落とそうと、空中で身体の向きを次々変える。

　俺はその都つ度ど移動し、ひたすら攻撃を加えていく。

　だがこのままでは、らちが明かない。なにか方法を……。

　この状況を打開できる策を考えつつ、俺はドラゴンの右肩に乗り移る。

　すると、いつまでも自分に乗ったままの俺に苛いら立だったのか、ドラゴンは猛たけ々だけしい咆ほう哮こうを上げた。だがすぐに、ぴたっと動きを止めたのである。

「な、なんだ？」

　俺が様子をうかがっていると、下方が強く光った。俺はドラゴンの肩の先に移動し、そちらを確認する。すると巨大な両手足の爪、計二○本が黄おう金ごん色に輝いていた。

　それらの爪は一斉に肉体を離れ、巨大な刃やいばとなって俺に次々と襲いかかってくる。

「くそっ、厄介な」

　俺はときに避さけ、ときに魔法で迎撃していく。しかし爪も本体同様の回復能力を有しており、さらに二○本が連れん携けいして攻撃してくるので、非常に戦いにくい。

　その上、ドラゴンが何度も体勢を変えるため、俺は足場も気にしつつの戦いを強しいられる。

　はっきりいって、防戦一方だった。

　追いつめられているわけではないが、攻略法がまったく見えてこない。それにソノハを庇かばったときの傷が開き、血が流れ出てきた。

　…………せめて……せめて、俺の剣つるぎがあれば。

「……でも、ないものをねだっていても仕方ない。なんとかしないと──っ!?」

　なぜかドラゴンの攻撃の手が緩んだ。

　そう感じた瞬間、ドラゴンの全身から、すさまじい威力の衝撃波が放たれた。

　俺はとっさに跳び、なんとか直撃を免まぬがれる。だがとてつもない衝撃に弾はじかれ、俺は宙に舞い上げられてしまう。

「や、やばい！」

　ドラゴンは空中で華麗に身をよじり、俺に尾を叩きつけてきた。回避は……間に合わない！　俺は腕を身体の前で交差させて防御する。

　しかし俺は簡単に吹き飛ばされ、オルディナの外壁に叩きつけられた。石づくりの外壁が大きく崩れ、砂さ塵じんが巻き上がる。

「痛いてて……すげぇ威力だな……」

　俺が瓦が礫れきの中からはい出ると、ドラゴンはこちらの真上から降下し、巨大な足で俺を踏みつぶそうとしてきていた。

「──考えやがったな！」

　ここで俺が避よけても、また、待ち構えたとしても、あれだけの質量が降りてしまえば、オルディナに大きな被害が出てしまう。

　空中で弾き返すしかない。

　だが縦横無尽に飛び回る二○本の爪が、別方向からこちらに迫っている。ドラゴンの降下を防いでも、そちらにやられてしまう。

「……一か八ばちか」

　俺は右腕を引く。

　空中でドラゴンの巨体をはね返し、即座に爪を回避するしか選択肢はない。

　失敗は許されない。

　ここでこいつを倒さないと、大勢の命が奪うばわれてしまう。

「はあぁぁぁ！」

　俺は全力でドラゴンに向かって跳ぶ────その瞬間だった。

「──それは、俺の役目だ」

　突とつ如じよ、俺の隣からひとりの大男がドラゴンへと跳躍した。

「ぼ、ボブサリオ!?」

「おおおおおおおおおお！　筋肉ぅぅぅっっっ！」

　ボブサリオが空中でドラゴンを下から殴り返す。

　するとドラゴンは、いとも簡単に上空へと弾き返された。

「………………っ!?」

　相変わらずのデタラメな馬鹿力に呆ほうけてしまった俺だが、すぐに周囲から迫る爪に備そなえる。だが──、

「──ならこっちは、俺の役目っすね」

　キィンッと甲かん高だかい音が鳴ったかと思うと、二○本すべての爪がほぼ同時に弾かれ、ドラゴンのもとへと戻っていった。

　一陣の風のように現れたのは、二対のダガーをそれぞれ逆さか手てに持った少年。

「あ、アル!?」

「遅れて申しわけないっす、アニキ」

　アルはぺこっと俺に頭を下げると、すぐに上空を見上げた。

　そうだ。まだやつを倒していないんだ。

「よし、一気に追撃を──」

「──その追撃は、僕の役目かな」

　次々と大きな氷柱がドラゴンに撃ちこまれていく。すべてが最上級氷魔法オーロラダストでつくられた氷柱だ。

　氷柱状の最上級氷魔法オーロラダストは、まるで自分の意思があるかのように縦じゆう横おう無む尽じんに動き回り、全方向からドラゴンを攻撃していく。

　だがドラゴンもやられっぱなしではない。先ほど俺を吹き飛ばした、全身から放つ衝撃波で周囲の氷柱を破壊する。

　しかし砕けた最上級氷魔法オーロラダストの破片は、その場で再結集し、再びドラゴンに襲いかかる。

　悔くやしいが、こんな芸げい当とうができるやつを、俺はひとりしか知らない。

「ヒューイ！」

「お待たせ」

　ボブサリオ。

　アル。

　ヒューイ。

　三人が並び立つ。

「お前ら、今までどこでなにしていたんだよ？」

　俺の質問に、アルとヒューイが答える。

「トルバリィ遺跡のダンジョンに潜もぐっていたんすよ」

「最近、夜になると、あのダンジョンからドラゴン型のモンスターが出てきているって噂うわさがあってね。それを不安に思った都市民から依頼があったんだよ」

　なんだって？

　そういえばバルファロイが持っていた宝石を壊したら、ドラゴン型たちはトルバリィ遺跡がある南へと去っていった。ってことは、あいつらはあそこのダンジョンのモンスターで、夜になると外に出てきていたのは、バルファロイが今回の騒動の準備をしていたのだろうか。

「それでダンジョンへ調査に入ったんだが、いきなりドラゴンたちがダンジョンの外に向かって一斉に出ていってびっくりしたぞ？　さらに、とんでもなくデカいドラゴンが飛び出たせいで、俺たちはダンジョン内に生き埋めになりそうになったしな。だが俺の筋肉のおかげで、なんとか戻ってこられたというわけだ」

　そのデカいドラゴンってのが、上空でヒューイの最上級氷魔法オーロラダストに翻ほん弄ろうされているあのドラゴンなのだろう。俺は上空を見上げる。なんか正面で、ボブサリオが全身の筋肉を強調するような体勢を取っているから、しっかりと空を見上げよう。

　っていうか、もしかしたらあの巨大ドラゴンは、ダンジョンの最奥にいるはずの規き格かく外がいモンスターなのか？

「でも戻ってきたら驚いたっすよ。オルディナが大変なことになっているんすから」

「これは僕たちが調査していたものの果はてが、この事件と結びついているってことかい？」

「まぁそんなとこだ。で、もう犯人は捕らえてある。だからあとは──」

　大空を舞う巨大ドラゴンが大きく口を開き、その場で回転しつつ炎の息攻撃ブレスを吹く。猛もう炎えんに飲みこまれた最上級氷魔法オーロラダストは、さすがに再生できずに消滅してしまった。

「──あいつだけだ」

「なら、さっさと倒しちゃうっすよ」

「自己再生するみたいだね。ま、戦いながらどうするか考えよう」

「はっはっは。久しぶりに倒しがいのある筋肉だ！」

　俺たちは自然といつもの配置についた。

　特に意識しての行動ではない。

　何度も一緒に死線をくぐり抜けてきた四人だから生まれた呼吸だ。

「それでアニキ、どうやって戦うつもりっすか？」

「僕たちはキミと違って、風魔法で空中を移動するなんて芸当はできないからね。あんなとこしたら、普通は全身がズタズタのバラバラになっちゃうよ」

「そうか？　ちょっとした調整ができれば簡単だけどな。でも攻撃は、あいつの身体の上に乗ってから仕かけるぞ。下から攻撃していたら、反撃でオルディナに被害が出てしまう……お前ら、準備はいいか？」

　俺は巨大ドラゴンを見つめたまま、三人に訊ねる。

「俺の筋肉は準備万端だ！」

「久しぶりに倒しがいのある相手っすね」

「さぁ、シリュウ。あのころみたいに指示を」

「よし！　思いっきり飛ばしていくぞ！」
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　子供のころのわたしは泣き虫だった。

　自分でも恥ずかしいくらい、よく泣いた。

　その度たびに幼なじみの彼は──シリュウは、わたしを泣き止やませてくれた。

　わたしはそれが情なさけなくもあり、でもちょっとだけ嬉うれしかった。

　その間だけ、シリュウを独どく占せんできているみたいで嬉しかった。

　けど、わたしはそんな自分の弱さを──シリュウが旅に出るって決めたとき、後こう悔かいすることになる。

　もしわたしが泣かなかったら、泣き虫じゃなかったら、シリュウはどこにも行かなかったかもしれない。

　そう思うと、自分の弱さが嫌いになった。泣き虫な自分が許せなかった。

　だからわたしは泣かないって決めた。強くなろうとした。

　そのおかげで今は、あまり面めん識しきのないひととも普通に話せるくらいにはなった。昔は目が合っただけで泣いちゃうほどだったから、中々の進歩だと思う。

　まぁクリスティーナには微び妙みようって笑われちゃったけど、シリュウが帰ってきたら胸を張って出迎えられるくらいにはなれたつもりだった。頑がん張ばって勉強して、医師の免許も取ったし。

　──けど、シリュウはもっと大きくなっていた。

　なんせ世界を救った勇者だもん。そりゃあ大きいよね。

　だからわたしは、もっと強くならないとって思った。

　守られるだけじゃなくて、シリュウの隣となりにいられるくらい強くならないと、って。

　そうしないと、またいつかシリュウがいなくなっちゃう気がしたから。

　でもシリュウは、そんなことないって言ってくれた。

　嬉しかった。

　本当に嬉しかった──けど……。

「……──っ！」

　中央広場からシリュウの戦いを見守っていたわたしは、オルディナの東門に続く路ろ地じへと走り出す。

　そんなわたしに、従者の指揮をしていたアリシアが声をかけてくる。

「ちょ、ちょっとどこへ行くんですの？」

「剣つるぎ！」

　わたしは振り向いて答える。

「屋敷に剣を取りに行くの！　シリュウの剣を！」

「危ないですわ！　まだモンスターがいるんですわよ？」

「でもシリュウはもっと危険な戦いをしている。それに、このままだとオルディナも大変なことになっちゃう。だから、ぜったいに剣が必要なの！」

「な、ならわたくしも一緒に──あぁ、でも、ここから離れるわけには……でもソノハをひとりにするわけにも……んもう！　こんなときにユズルはどこにいるんですの!?」

　アリシアは手にした扇せん子すをせわしなく開けたり閉じたりする。あの子の苦悩みたいなものが、そのまま扇子に乗り移ったみたいだ。

「大丈夫。わたしひとりで行けるから」

　わたしはその気持ちだけもらっておくことにして、再び走り出す。

　でもわたしの行く手に、見覚えのある男性が空から降りてきた。

「どこに行くつもりだ？」

「ウィン……ザード、さん？」

　たしかシリュウは、このひとをそう呼んでいたはず。

「どこに行くつもりかと訊いている？」

　わたしの呼びかけにも、男性は表情を変えなかった。正直、こういったひとは苦手だ。やっぱり、単純でわかりやすいシリュウがいい。

「自分の家にです」

「無む謀ぼうだ。数が減ったとはいえ、オルディナにはまだモンスターたちがいるんだぞ」

「そ、それでも行かないといけないんです。放っておいてください」

「それがそういうわけにはいかない。貴様のことを、あいつに頼まれたからな」

「あいつ？」

「貴様の執事だ」

　あ、あいつ、自分のほうが危ない目に遭っているのに、わたしのことを心配したの？

　こんなときに不謹慎だけど、ちょっと顔がにやけちゃう。

　だけどなおさら、こんなところでじっとしてなんかいられない。

「そこをどいてください」

「……話を聞いていたのか？」

「聞いていました。だからこそ、わたしはシリュウの剣を取ってきます」

「……ならひとつ訊かせろ。シリュウの剣を取りに行くのは、貴様がやつの主あるじだからか？」

「そ、それもありますけど……」

「けどなんだ？」

　ちょ、ちょっと待って？　ここで言わないといけないの？　恥ずかし過ぎない？　で、でも急がないといけないし…………あーもう！　言ってやろうじゃない！

「し、シリュウの隣にいたいからです！　守られてばかりじゃなくて、あいつの力になりたいから──本当の意味で、シリュウの隣にいたいからです！」

　そうしてわたしが自分の気持ちを隠すことなく叫ぶと、周囲は、しーんっと静まり返った──ま、待ちなさいよ！　誰か反応くらいしてよ！

　わたしは助けを求めるようにアリシアに視線を……あ、ダメだわ。ニヤニヤしている。

　っていうか、わたしにこんなこと言わせた本人はどんな反応してんのよ？

　わたしは恐る恐るウィンザードさんの様子を確認する。

「ふっ、そうか……」

　あれ？　今鼻で笑わなかった？　というより、その反応はどっちなの？　わたしが屋敷に行くのを認めてくれたの？　ダメなの？

　わたしはウィンザードさんの返事を待つ。

　すると、

「少々手荒になるが、我慢しろ」

　ウィンザードさんの姿が消えたと思うと同時、わたしの身体が宙に浮く。どうやら小脇にかかえられたみたい……って、

「な、なにするんですか!?」

「お前の屋敷は、たしか東門を出た先だったな」

「ちょ、ちょっと聞いています!?」

　手足をじたばたさせて抵抗してみるけど、男の腕はびくともしない。少し、怖い。

　そんなわたしの不安が伝わったのか、

「安心しろ。危害を加えるつもりはない。そんなことをすれば、私がシリュウに殺されてしまうからな」

　このひとがどんなひとで、シリュウとどんな関係なのかはわからない。だけど、シリュウはこのひとを認めている様子だった。

　なら、ちょっとくらい信じてみてもいいのかもしれない。

　わたしは抵抗をやめ、素直に訊いてみる。

「……で、わたしをどうするつもりですか？」

「お前の屋敷まで全速力で走る。目を閉じていろ」

「え？　走るって──っ!?」

　次の瞬間、わたしは自分が風になったかような錯さつ覚かくを味わった。




「着いたか」

　瞼まぶたを開けると、あっという間に屋敷に着いていた。

　驚いた。夢を見ているのかとも思った。だけど風の感触や、草の香り、屋敷を修理するオストハルク家のひとたち。それらのすべてが、これは現実なんだって教えてくれる。

「……き、気持ち悪い……」

　現実だと理解した瞬間、酔よいのようなものが回ってきた。ここに来るまで、やたらと全身を揺ゆらされたのが原因だと思う。

「さっさと降りろ」

　けどウィンザードさんは、わたしをぽいっと地面に投げ捨てた。

「も、もう少しマシな扱あつかいはできないんですか？」

　シリュウならもう少しマシな扱いを……しないか。むしろあの馬鹿は、もっと雑ざつな扱いをしてきそうね。

　わたしはふらふらとした足取りで屋敷に向かう。

「ソノハさま？」

　するとわたしたちに気づいた、オストハルク家のメイドさんがこちらにやってきた。

「エスヴィナさん？　ここは危ないから避難したほうがいいわよ」

「いえ、有事の際は屋敷を守るよう、アリシアお嬢さまからあらかじめ命じられておりますので。そちらこそ、どうされたのですか？　なぜ屋敷に？」

「シリュウの剣を取りに来たの」

「……なるほど。オルディナの上空にいる巨大ドラゴンと、シリュウさまは戦っておられるのですね」

　なんで知っているんだろうと不思議に思ったけど、振り返ってみて納得する。あのドラゴンは、ここからでもその巨体を確認できた。

「それで、シリュウさまの剣はどちらに？」

「こっち。地下の物置」

　わたしが進むと、エスヴィナさんとウィンザードさんが後ろをついてきた。

　地下の物置には、屋敷の端にある階段から降りられる。

　でもその周辺は瓦礫で埋まっていて、階段はまったく姿が見えなかった。

「……まずはこの状態をどうにかしないと」

　わたしは瓦礫をどかしていく。日ごろから運動不足なわたしには、はっきり言って相当な重労働だ。明日はぜったい筋肉痛を起こすし、すでに手には血がにじんでいる。

　でも早くしないと、大変なことになる。わたしはひとつひとつ瓦礫を動かしていく。

「我々も手伝います。全員こちらに。人海戦術でいきます」

　エスヴィナさんが指示を出すと、周囲で作業をしていたメイドさんたちが瞬時に集まり、手分けして作業に加わってくれた。

「……あ、ありがとう」

「お礼はあとですよ。表面を片づけても、おそらく階段の下まで瓦礫で埋まっているでしょう。そちらもどうにかしないと」

「うん。でも……ありがとう」

　みんなが手伝ってくれたおかげで、作業ははかどった。

　山のように積み重なっていた瓦礫は姿を消し、階段が見えたときは涙が出そうだった。

　でも──エスヴィナさんの言うとおり、瓦礫は階段の下まで流れこんでいた。

「やはりこれでは地下には……それにシリュウさまの剣も無事ではないかも……」

　エスヴィナさんが弱々しい声でつぶやく。

「だけど、諦めない。今、わたしにできることはこれしかないんだから！」

　わたしはさっきまでと同じように瓦礫をどけていく。階段は大人が横に並ぶと狭いくらいの広さなため、人数をかけて作業をすることはできない。

　だけど、ここで立ち止まってなんかいられない。

　今もオルディナでは、シリュウや多くのひとたちが戦っているんだから。

「……どけ」

　これまで離れた位置でこちらを静観していたウィンザードさんが声をかけてきた。

「そんなやり方では、いつまで経っても終わらん」

「でも、無理だの無謀だの言ってなにもしなかったら、大切なものをなくしちゃう」

　そんなのは、ぜったいに嫌。わたしは……こんなわたしだって、大切なひとのためにできることがあるなら、そこから逃げたくない。

「諦めろとは言っていない。魔法で地面ごと吹き飛ばすから、どいていろということだ」

　そう言ってウィンザードさんは右腕を瓦礫の中に突き刺し──え？

「警告はしたぞ」

「み、みんな逃げてー！」

　ウィンザードさんを除のぞく全員が、散ちり散ぢりに逃げ出した。

　わたしはウィンザードさんに背を向けて、頭を防ふせぐ形で前方に思いっきり跳ぶ。

　次の瞬間。

　背後からズドンッと強い衝撃がしたと思うと、頭上から大量の砂がこれでもかと降ってきた。

　衝撃のせいかぼーっとする頭で周囲を見回す。よかった、エスヴィナさんたちは無事みたいだった。

　ゆっくりと立ち上がり、ふらふらした足取りでもといた場所に戻る。

　ついさっきまで地面があった箇所は、どういうわけかごっそりと抜き取られたように穴が開いていた。

　わたしは意を決し、穴の壁を滑すべるようにして底そこに下りる。底にはすでに、ウィンザードさんがいた。

　穴は深く、石で覆おおわれていた壁や床ゆかが魔法ではぎとられたのか、足もとや周囲は土がむき出しになっていた。

　──そして穴の中央には、ひと振りの剣が鞘さやごと地面に突き立っていた。

　黒と銀を基調に彩られ、所々に切れ目がある鞘に納おさめられた剣。

　間違いない。シリュウの剣だ。

　他にも、いくつかのアイテムや装備品が散らばって土を被かぶっていた。

「ソノハさま、ご無事ですか？」

　穴の上からエスヴィナさんの声がしたと思うと、彼女は長いスカートをはためかせながら跳び下りてきてくれた。

「うん、なんとか大丈夫」

「そうですか。よかったです」

　わたしが笑顔で答えると、エスヴィナさんは安あん堵どしたように胸を撫で下ろした。他家のメイドさんだけど、こんなに心配してもらえると少し嬉しい。

「これで減げん俸ぽうされなくて済みます」

「って、お金の心配!?」

「冗談ですよ。そもそもわたしは雇やとわれではありませんから」

　エスヴィナさんは小さく笑い、レンズが割れてしまった眼鏡をくいっと指で上げる。

「……そんなことをしている場合か？」

　ウィンザードさんが露ろ骨こつに呆あきれたような声を出す。

「わ、わかっています」

　わたしは吸い寄せられるように、剣に近づく。

　この剣さえあれば、シリュウはあのドラゴンに勝てる。

「……エスヴィナさん。オストハルク家のみんな。あと、ウィンザードさん。力を貸してくれてありがとう。わたしひとりだと、ぜったいここまで来られなかった」

「礼は、すべて終わってからお嬢さまにどうぞ。お喜びになられますよ」

「余計なことを言っていないで、さっさと剣を抜け」

「うん」

　わたしは心を落ち着かせ、剣の柄つかへと手を伸ばした──けど、

「きゃっ！」

　わたしの手が柄に触ふれる寸すん前ぜん、剣全体に稲いな妻ずまのようなものがバチンッと走り、わたしは壁に弾き飛ばされてしまった。

　叩きつけられた背中に痛みが走る。

「だ、大丈夫ですか？　ソノハさま」

　エスヴィナさんが慌てて駆け寄ってきてくれた。

「う、うん。でも今のは……」

　まるで剣がわたしを拒絶したみたいだった。

「もしやこの剣は……」

　ウィンザードさんがつぶやく。どうやらなにか知っているみたい。

「おそらく、この剣は……シリュウだけの剣だ」

「どういうことですか？　そりゃあ、この剣はあいつのものだけど……」

「わからんか？　つまり、これはシリュウ以外には触れることすらできない、シリュウ専用の剣だ」

「そ、それじゃあ……」

「そうだ。触れることができない以上、シリュウにこの剣を届けることはできない」

「そんな……」

　目の前が真まっ暗くらになりそうだった。足がふらつく。

「個人用につくられた武具は世にいくらでもあるが、個人しか使えないものは滅めつ多たに聞かない。私も魔王様の剣、ダーインクイスタしか知らなかった。まさかシリュウの剣も同様のものだったとは……」

　ウィンザードさんがなにか言っているけど、理解したくない。できないんじゃなくて、したくない。

　わたしは救いを求めるように、もう一度剣に近づき、柄に触れようとする。

　すると今度は、さっきよりも強い衝撃で弾かれ、また壁に叩きつけられてしまった。

　一層拒絶されたみたいだった。

「あ……くっ……」

　背中を強くぶつけたわたしは、その場にうずくまってしまう。

「──痛いっ……た……」

　地面に手をついたら、変な感触がした。

　柄に触れようとした手のひらが、血まみれになっていた。

　皮は破やぶれ、肉は裂さけている。その事実に気づいた途端、焼けるような痛みが手に走った。

「……う～……このっ……」

　それでも、もう一度、わたしは剣に向かう。

「ソノハさま。これ以上は危険です」

　しかしエスヴィナさんに止められてしまう。

「たとえ剣がなくても、シリュウさまは勇者です。いくらあの巨大ドラゴンが強敵でも、負けるとは思えません。それに、あそこにはユズルもいます。ですから……」

「…………」

　わたしは首を左右に振り、剣に向かっていく。

　すると今度はウィンザードさんが制止してきた。

「そうだ。それ以上は危険だ。それに貴様をここに連れてくる直前、ボブサリオたちがシリュウと合流していた」

　だから信じて待てばいい。そう言いたいんだと思う。

　でも……わたしは今度こそ柄を両手でつかんだ。

　さらに強い衝撃が発生し、服の袖そでが破け、腕全体に痛みが突き抜けていく。

　もう手のひらはズタズタだし、腕も引き裂かれていく。

　新しい傷が刻まれるたびに、周囲に血が飛び散った。

　あまりにも痛すぎて勝手に涙が出てきそうにいなる。

　だけどぜったいに泣かない。こんなことで泣くもんか。

「ソノハさま！　もうおやめください！」

「……嫌。いくらシリュウが戦いに勝っても、そのときにあいつが傷ついていたら、なんの意味もない。そんなの、ダメ！」

　わたしは感覚が麻ま痺ひしてきた手に、残った力をすべてこめる。でも剣はびくともしない。それどころか、わたしにトドメをさすように拒絶を強めてきた。

　それでも離すもんか！

「あんた、シリュウの剣でしょ？　それなのに、なんでこんな馬鹿なことしてんのよ……シリュウは今、必死に戦ってんのよ。にもかかわらず、あいつの剣のあんたが、こんな選えり好ごのみしていてどうすんのよ!?」

　わたしは剣に訴えかける。

　この剣がシリュウだけにしか使えなくて、それでわたしを拒絶しているんだってことは理解した。

　だけど、どうしても納得いかないことがある。

「あんたにとって、シリュウは主あるじなんでしょ？　その主が危ないのに、なんで助けに行こうとしないの!?」

　わたしの言葉に、剣は衝撃を強めるという反応をしてきた。

「…………はぁ!?」

　完っ全に頭きた！

「こんの馬鹿剣！　ぐずぐすしていないで、さっさと抜けなさいよ！　なんなの？　ふざけてんの!?」

　もう腕の痛みとかどうでもいい！　身体が千ち切ぎれたって構わない！

　ただ、こいつにだけは文句を言ってやりたい！

「わたしはシリュウの主として、そしてソノハ・キストリアとして、ぜったいにあんたをシリュウのところに連れていくんだから！」

　わたしが口を開けば開くほど、剣は頑として動くのを拒否するように衝撃を強める。

「駄々っ子か！　くだらないことしてんじゃないわよ！　いいから、とっとと抜けなさい！　あんたはシリュウの力になれるんでしょ？　あいつの戦いを支えることができるんでしょ？　わたしにできないことが、あんたにはできるんでしょ？　あいつの望む未来を、守ることができるんでしょ？　だから……だから──」

　だから……お願い！

「──力を貸しなさいよ！　こんの馬鹿剣！」





　　　　　ф






「おいおい、マジでしぶといな」

　これで何度目の攻撃になるだろう？

　俺やボブサリオたちは何度も巨大ドラゴンにまとわりついて攻撃し、振り落とされ、また乗り移って攻めるという流れをくり返した。

　しかし巨大ドラゴンの再生能力は凄すさまじく、俺たちの攻撃は意味をなさなかったのだ。

　ボブサリオにいたっては相手の体内に飛びこむという荒あら業わざを見せたが、そちらも効果はなかった。

　そして今、俺たちはまた巨大ドラゴンの上から落下し、オルディナの民家の屋根に着地したところだった。なんの偶然か、俺たちが降りた場所はなんでも屋の屋根だった。

「アニキ、どうします？　このままだとジリ貧ひんっすよ」

「だよな……ううむ……」

　俺が考えあぐねていると、ヒューイが策さくを提案する。

「ここは一度、あいつをオルディナから引き離して、周囲に誰もいないところで戦おう。周りを気にせず戦えたほうが、勝ち目が出てくるんじゃないかな」

「……そうだな、そうしよう。ただどうやってあいつを外におびき寄せる？」

「そこは俺の筋肉美に任まかせておけ！　さぁドラゴン！　こっちだ！　こっちに筋肉があるぞ！」

　ボブサリオは筋肉を強調するような構えを見せる。

　しかし、

「おいボブサリオ！　あいつ、上昇していったぞ！」

「な、なに!?　なぜだ？　なにがいけなかったんだ？」

「あーあ、どうすんすか？」

　そうしている間にも、巨大ドラゴンはさらに空高く舞い上がっていってしまう。しかも全身が目映く輝き始め、大きく開いた口に光の欠片のようなものが集まっていく。

「それに、なんだかとんでもない息攻撃ブレスでも撃ってきそうっすよ」

「けどあんなに高く飛ばれたらどうしようもないね。シリュウでも難しいんじゃない？」

「あれは……無理だな」

　俺とアル、ヒューイはボブサリオにじとっとした視線を向ける。

「ま、まさか俺のせいなのか!?」

　俺たち三人は一斉に首しゆ肯こうした。

「うおぉぉぉ！　俺はなんてことを！　どうすれば!?　どうすればいいんだ!?」

　ボブサリオはその場で高速腕立て伏せを始める。

「だけど、実際どうするっすか？」

「このままだと、息攻撃ブレスでオルディナがやられるよ」

「……一度、俺がやつの注意を引いて、息攻撃ブレスを別の方向に撃たせる。それからオルディナの外に連れ出して、そこで勝負を決めるぞ」

「だけど、あの高さまで届くんすか？」

　巨大ドラゴンは力を溜ためつつ、さらに高度を上げていく。あれだけの巨体にもかかわらず、俺たちの位置からだと相当に小さく見えてしまう。

「時計塔の屋根から跳ぶ。オルディナで一番高い建物はあそこだ」

　だけど俺ひとりの力では、巨大ドラゴンにとても届かない。

「すまん。お前たちの力も借りるぞ」

　せめて相手の視界にでも入るくらいしなければ、注意を引くことすらできない。

「了解っす」

「もう僕は疲つかれた。さっさと終わらせるよ」

「俺の筋肉に挽ばん回かいの機会をくれ！」

「よし、まずは時計塔に行こう」

　俺は中央広場に屹きつ立りつする時計塔に向かって跳躍──しようとしたときだった。

「シリュウ！」

　俺を呼ぶ──ソノハの声がしたのだ。

「そ、ソノハ？　悪い。お前たちは先に行っていてくれ。俺もすぐ行く」

　俺が屋根から降りると、なにかを抱きかかえるようにして持ったソノハが、こちらへと走ってきていた。

「お前、こんなところでなにやってんだ？」

「どうやら間に合ったみたいね」

　俺のそばまで来たソノハは、かかえていたものを手渡してくる。

　肩で息をするソノハの両腕はいくつもの傷を負って血まみれになっており、明らかに顔色も悪い。

「中々言うこと聞かないから苦労したわよ」

「これは、俺の剣……って、触っちまったのか!?」

「まぁね。だけど、これがあれば思いっきり戦えるでしょ？」

　青ざめた唇くちびるを震わせながらも、ふにゃっとふやけた笑顔を浮かべるソノハ。

　俺はソノハから剣を受け取る。

　──その途端。

　よくわからないけど。

　自分でも不思議なんだけど。

　俺はソノハがたまらなく愛いとおしく思えて。

「ソノハ……」

　自然と抱きしめてしまった。

　ソノハの身体は細いが、女の子らしいやわらかさがあった。さらには、いい香りが鼻び腔こうを撫なでてきてと、俺の心臓をひたすら高鳴らせる。

　しかし、ソノハからの反応はない。

　でも多分、「変態。なに触ってんのよ。全身消毒してから出直してきなさい。でも出直してきたらぶん殴るから」くらいは言われるだろう。上空の巨大ドラゴンより怖い。

　だけどどうせ殴られるなら、少しでも長くこのままでいさせてもらおう。

　俺はソノハをもっと抱き寄せる。

「……し、シリュウ」

　すると俺の腕の中でソノハが小さく声を漏らし、こちらを上目づかいで見つめてきた。

「……あのね？　わたし……腕怪我していて……」

「ご、ごめん。痛かったか？」

「う、ううん。そうじゃ……ないの……えっと……その……あまり力入んなくて……」

　ソノハはごにょごにょとつぶやき、そっと俺の身体に腕を回してきた。

「しっかり……抱きしめられない……ごめんね？」

　一層、ソノハのぬくもりが伝わってくる。

　その温ぬくもりが心地よくて、俺はずっとこうしていたい気持ちにかられた。

　しかし同時に、その熱が俺の中の想いを押し上げた。

「そ、ソノハ、俺──」

「ねぇシリュウ。わたし、もっと強くなるね」

　あ、あら？　出で鼻ばなくじかれたぞ。

「もっと強くなって、守られるだけの存在じゃなくなるね。対等の立場で、隣にいられるようになる」

「でも俺は執事で、お前は主……」

「うん、そうね。でもシリュウの主である前に、わたしはシリュウの幼なじみだよ。ソノハ・キストリアだよ。だからわたしは、ソノハ・キストリアとしてシリュウの隣にいたいの。完全にわたしのワガママだけど……でも強くなるよ。だから、ちゃんとわたしだけを見て待っていてね」

　えへへ、っとソノハは控ひかえめに微笑む。

　………………しょ、正直、気持ちの整理が追いつかん！

　でも、ここで自分の気持ちを伝えないとダメな気がした。

　だから俺は、伝える！

「ソノハ、聞いてくれ。俺はこれからもお前を守っていく。それは前も言ったけど、俺がそうしたいからだ。だけど昔のままじゃダメなんだ。子供のころは幼なじみとしてでよかった。戦いがあったときは勇者としてでよかった。でもこれからの平和な時代でお前を守るためには、俺はもっと執事として成長しないといけないんだと思う。俺、頑張るよ。多分失敗ばかりしちまうんだろうけど、絶対頑張るよ。だから、さ──」

　言え！　言うんだ俺！




「────毎日、俺のつくる飯を食ってくれ！」




　や、やった！　ついに言えたぞ俺！　よくやった俺！

　──なのに、なんできょとんとしていやがるんだこいつは？

「え？　う、うん。そりゃあ、あんたがご飯つくるんだし、食べるわよ？」

　だからなに？　とでも言いたげなソノハ。

　……えっと…………。

「…………………………やり直し！　やり直しを所望する！」

「な、なに言ってんの？」

「それは俺の台詞せりふだ！　俺の俺自身に対する台詞だ！」

「ほ、本当になに言ってんの？　なにをやり直すのか知らないけど、ボブサリオさんたち待たせたままでいいの？」

　俺の腕の中から、ソノハは時計塔の方へ顔を向けた。

　俺もちらっとそちらを見る。

「……待っているな」

「ここから見えるの？」

「目はいいほうだから」

「すごいわね」

　い、いかん！　もう完全に告白とかの雰囲気じゃねぇ！　さっきまで俺に回してくれていた腕も、もう離れているし。

「……じゃ、じゃあ行ってくる」

　俺はしぶしぶソノハを離し、なんでも屋の屋根に跳び乗った。

　そこから民家の屋根を伝って時計塔を目指していく。

　──だがその途中、後方からソノハが、

「お祭り、楽しみにしているんだからー！　ちゃんとエスコートしてよね、執事さん！」

　俺にとって最高の声せい援えんを届けてくれた。

　跳んでいる最中だった俺は空中で振り返り、

「当たり前だろ！　俺はお前の執事なんだからよ！」

　ソノハへ向かって叫んだ。

　すると、不思議だけど身体の底から力がわき上がり、

「──すまん、待たせたな」

　自分でも驚くほど軽い身のこなしで時計塔の屋上にたどり着いた俺は、ボブサリオたちに詫わびを入れた。

「どうした？　いい笑顔じゃないか。筋肉でもついたか？」

「ここから見ていたっすけど、告白は失敗したっぽいっすね」

「想像の範はん疇ちゆうだね。もう少し予想を裏切ってくれないかい？」

「う、うっせぇ。あと、作戦変更だ。ここであいつをぶっ倒すぞ」

　俺が剣を持っていることを確認した三人は力強くうなずき、一斉に戦闘態勢に入った。

　──そして、

「それじゃ、まずは俺の出番っすね！」

　アルが俺とボブサリオの服の襟えりをつかみ、巨大ドラゴンに向かって一気に跳躍。

　ぐんぐんと俺たちは高度を増していく。

「アニキ、頼むっすよ！」

　そしてアルはその細い腕からは想像もできない力で、俺を上空に向けてぶん投げる。

　空気を切り裂くように上昇していく俺だが、次第に速度が落ちていく。

　しかし、

「シリュウ！」

　続いてアルが投げたボブサリオが、俺の直下から迫ってきた。

　見る見るうちに俺とボブサリオの距離が縮まり、

「おおおおおおお！　挽回筋肉ぅぅぅ！」

　ボブサリオは俺の右足の裏を、全力で殴り上げた。

　俺はボブサリオの拳を踏み台にし、さらに跳ぶ。

　再度俺は急上昇するが、ドラゴンはすでに息攻撃ブレスを放とうとしていた。

「くっ！　ここは一度息攻撃ブレスを止めるしか……」

　しかし俺よりも先に動いていたやつがいた。

「キミは自分の役割に集中しなよ」

「ヒューイ！」

　巨大ドラゴンの真下に跳んでいたヒューイは、自分の身体の前に複数の魔法を発生させる。炎、水、氷、風、雷。全五属性の最上級魔法を、極限まで圧縮したものだ。

　五属性の魔法は球体となり、それぞれが光り輝く線で結むすばれていく。

　そして浮かび上がったのは、美しく輝くも、どこか禍まが々まがしい五ご芒ぼう星せいの魔法陣。

　一方、巨大ドラゴンは完全に攻撃態勢に入っており、全身を弓のように大きくそらした。一気に息攻撃ブレスを撃つつもりなのだろう。

「……五属性ある魔法を、極限状態でつなぎ合わせるとどうなると思う？」

　だがそれでも、ヒューイはいつもどおり冷静だった。

「答えは、闇だよ。闇が生まれるんだ。すべてを消滅させる闇がね。ただ力加減が難しくて、最小限で撃つか、最大限で撃つかしかできない」

　ヒューイが魔法陣の中心に手を向ける。すると魔法陣は輝きを失い、夜闇のように黒く変色し、

「安心しなよ。今回は最小限の力で撃ってあげるから。本気で使うと、このあたり一帯が消滅しちゃうからね」

　中心部から、凄まじい闇の奔流が発射された。

　同時、巨大ドラゴンが押し出すように、黄金色に輝く息攻撃ブレスを放つ。

　ふたつの攻撃が衝突する。

「無駄だよ。どんなものも、闇は平等に食らいつくす」

　一見するとヒューイの魔法は、俺の最上級雷魔法レーヴアラインに少し似ている。

　しかし威力は桁けた違いで、いとも簡単に巨大ドラゴンの息攻撃ブレスを相そう殺さいしたのだった。

　その間に、俺はさらに上昇していく。

　──そしてついに、

「…………悪いな。俺たちの勝ちだ」

　俺は巨大ドラゴンの頭上に舞い上がった。

　巨大ドラゴンが俺に反応する。

　しかし俺は気にせず、剣の柄を右手で握り──刀身を抜かずにそのまま高く掲かかげる。

　その瞬間、カチッと鍵かぎが外れるような音が鳴り、鞘の切れ目が滑るように次々とずれていく。そして鞘は質量を無視した変へん貌ぼうを遂とげ──一瞬の間に、精せい緻ちなつくりをした鍔つばへと姿を変えた。

　刀身を持たない剣。

　どこか頼りない姿だが、こいつの変化はこれで終わりじゃない。

　俺は柄から鍔の先まで意識を集中させ、剣の名を叫ぶ。

「いくぞ、セフィラヴェール！」

　すると……ブゥンッ、という低い音とともに、青白い輝きを放つ刀身が鍔から発現した。












　光で構成された刀身は透すきとおり、空気を振動させるような音を立てている。

　──かつての勇者たちは、それぞれ勇者のためにつくられた剣を持っていたらしい。

　だけど、こいつは違う。人々を守る勇者のためではなく、たったひとりの大切な幼なじみを守る俺のために打たれた剣だ。

「こいつの一撃を、防ふせげると思うなよ！」

　俺は愛剣セフィラヴェールを大上段に構え、一気に巨大ドラゴンに振り下ろす。

　──その一いつ閃せんで、すべては終わった。





　　　　　ф






「よぅ、待たせたな」

　巨大ドラゴンを倒した俺は、時計塔に捕らえているバルファロイのもとへ来ていた。

　戦いの直後とあって、オルディナは後始末できりきり舞いになっており、わざわざ時計塔に上ってくる物好きもいない。幸さいわいにも俺とバルファロイはふたりっきりになれた。

「ここはいいよな。都市全体を見ることができて、昔から好きだったんだ。ガキのころは勝手に入ってよく怒られたよ」

「…………」

　ウィンザードの攻撃がまだ効いているのか、バルファロイは時計塔の屋根を支える柱の一本に背を預あずけて座っている。

　そんなバルファロイに、俺は単刀直入に訊ねる。

「これを誰からもらった？　これでドラゴンたちを使役していたんだろ？」

　そしてドラゴンと三日月の紋章が刻まれた宝石の欠片を見せた。バルファロイが持っていたものだ。

「それは……〝あの女〟の側近の魔族から渡された」

「……そうか。答えてくれてありがとよ」

　それだけ聞ければ充分だ。

　俺は時計塔をあとにしようとした。

　しかし、

「……殺せ」

「あ？」

　バルファロイが発した言葉に足を止めてしまう。

「殺せと言っている。敗残の将とはいえ矜きよう持じまでは捨てていない。勇者に殺されるのなら、本望だ」

「あのなぁ、戦いはもう終わったんだぞ？　なのに、いつまでそんなこと言ってんだよ」

「終わってなどいない」

「終わってんだよ。今回の戦いも。人間と魔族の戦いも」

「終わってなどいない！　そう思うのは、貴様が勝った側だからだ！」

　うつろな瞳から一転、バルファロイは怒りの炎を灯ともした瞳で俺を睨にらみ上げてきた。

「貴様ら勝者は、今のこの世界を享きよう受じゆすればいいだろう。勝った者がつくっていく世界を。だがその世界で、敗者はどう生きていけばいい？」

「どうって……」

「世界は敗者にどこまでも残酷だ。ありとあらゆるものを奪っていく。家族も、恋人も、仲間も、誇りも、命も」

「……そう、だな」

　バルファロイが言うことは事実だ。

　戦後、各地で魔族に対する排他運動が起きた。戦時中に魔族による支配を受けていた地域は特に顕けん著ちよだった。もちろん世界全土でそうした動きがあったわけではないが、オルディナのような地域は非常に珍しい。

「だけど、それは戦後直後のことだ。戦いが終わって一年経った今、世界は確実に魔族との共存の道を歩み始めている」

「だが国家が決めたその道に、民衆はついてくるのか？　よしんば国と民たみが同じ道を歩んだとしても、その終着までにどれだけの魔族が犠牲になるのだ？」

「時間がかかり過ぎると？」

　バルファロイは首を縦に振る。

「だから拙者は戦うと決めたのだ。魔族が安心して暮らせる世界をつくるために」

「そうか……それがお前の戦った理由か」

　たしかにバルファロイの言っていることは一理ある。

「だけどお前がやっていることは、悲しみを広げているだけじゃないのか？」

「……なんだと？」

　バルファロイの眼光が鋭くなり、強い殺気が放たれる。いつ襲いかかってきてもおかしくないほどだ。

「魔族が安心して暮らせる世界をつくるために立ち上がる。それはわかるよ。だけどそこで戦争って手段を選んでしまえば、新たな軋あつ轢れきを生むだけだろ？　魔族に傷つけられた人間たちは、より魔族を憎む。憎しみを憎しみで返しても、なにも解決しない」

「ならどうすればいい!?　誰かが戦わなければ、敗者が勝者に奪われる一方ではないか。誰かが守らねば、貴様の言う悲しみに魔族が押しつぶされるだけではないか。だから戦わねばならんのだ。守るために、誰かが戦わねばならんのだ！」

　バルファロイの叫びは、今を生きるすべての魔族の叫びに聞こえた。

「でも、力を振るうだけが戦いじゃないだろ」

「なにを言う？　力なくして戦うことなどできまい」

「そんなことない。ウィンザードを見てみろよ」

「ウィンザード殿を？」

「あいつは戦後、オルディナで店を開いて、人間も魔族も関係なく受け入れた。過去にこだわらず、少しでも人間と魔族の壁を取り払おうとした。その結果、種族に関係なく多くの笑顔を生んだだろ？　それもひとつの戦いじゃないのか？」

「あれは……っ」

　口を開こうとしたバルファロイだったが、なにか思う節ふしがあったのだろう。口をつぐんだ。

「これからの時代に必要なのは、そういった戦いだ。命を奪い合う時代は、もう終わったんだよ」

「戯ざれ言ごとを！」

　バルファロイは立ち上がる。

「やはり貴様は、勝者の立場で物事を計っている。今こうしている間にも、理不尽な暴力によって奪われている命がある。それを、そんな甘い戦いで救えるものか！」

「なら、お前が起こした戦いは正しいのか？　それも理り不ふ尽じんな暴力じゃないのか？　今を懸けん命めいに生きているひとたちの平和を奪うことのどこに正しさがある？」

「そう思うのは、貴様らが悲しみを背負っていない証拠だ。拙者は苦しんでいる魔族たちの悲しみを背負っている。彼らを救うためなら、どんな戦いでもしてみせる！」

「悲しみを背負っていないやつなんて……いねぇよ」

　バルファロイの言葉に、俺は奥歯を嚙みしめ、つい血が出るほど強く拳を握りしめてしまう。

　……すまん。お前たちのことを、少しだけ話させてもらうぞ。

「ボブサリオは、元々はある国の騎士だった。でも他国との戦争の際に、ボブサリオの行動が原因で、あいつの祖国は蹂じゆう躙りんされた」

　俺がボブサリオと出会ったのは、その戦争の数年後。俺がハオリスティ王国のとある都市に訪れたときだった。

「アルは、今はもう滅ほろんだ軍事国家の元暗殺者だ。物心つく前から、相手を殺す技術だけを叩きこまれたらしい。誰かを殺すときだけ外に出され、それ以外は地下深くで鎖くさりにつながれる。そんな毎日を強いられていたんだとさ」

　俺とボブサリオがアルと会ったのは、その国が魔王軍に滅ぼされたあとだった。当時からアルは笑顔だったが、それは望まない暗殺を強要される自分の心を守るためのものだった。

「そしてヒューイは、本人が言うには……あいつは人間じゃない。魔族でもない。人間と魔族、モンスターの身体の部分部分を融合させた存在、それがヒューイだ」

　裏組織によって、最強の魔法をつくるための実験で生み出されたヒューイ。あいつが先ほど巨大ドラゴンに使った闇魔法が、その組織が求めていた魔法らしい。

「あいつらは、そうした悲しみを背負っている。でもそれを受け入れて、乗りこえて、今日を精一杯生きているんだ」

　──そしてそれは、俺も同じだ。

　俺は旅の中での、様々な出来事を思い返す。

　でも、それは一瞬だけ。俺はすぐに目の前のバルファロイと向き合う。今、俺が目を向けるべきは過去ではないからだ。

「……みんな、なにかを背負って生きているんだ。俺たちだけじゃない。誰もが、悲しいことや辛つらいことを背負って、それでも今日を生きている。明日が欲しいからだ。大切なひとと迎える明日が欲しいんだよ」

　なのに、今ある平和を壊すほど無意味なことはないはずだ。

「魔族の未来を憂うれうお前の想いは間違っていない。でも、平和に生きているひとたちを巻きこんだ今回の戦いは間違っている。お前の想いは、こんな戦いにこめたらダメだ」

「だが……っ！」

「こんな戦いを続けてしまえば、ダーインクイスタ戦争俺たちのあの戦いが無む駄だになる。あの戦いで流れた多くの血が無意味になってしまう。そんなことは、魔王だって望んでいないはずだ」

「──っ！　貴様に魔王さまのなにがわかる！　魔王さまを殺した貴様に！」

「わかるよ。命をぶつけ合ったんだ。魔王あいつのことは、よくわかっている……なぁバルファロイ、俺、最近思うんだよ」

　俺はこの一年間の生活を思い返す。

「誰かを傷つけたり、命を奪ったりする力は、もう必要ないんじゃないかって。執事の仕事をしていて、よく痛感させられるんだ。だって俺さ、皿の一枚まともに洗えなかったんだぜ？　窓を拭ふいたら、ほぼ確実に割っていたんだぜ？　どんな強敵にも打ち勝ってきた勇者が、家事って相手には手も足も出ないんだ。笑っちまうよな」

　今でこそ、多少はマシになったけどさ。

「だから、お前がクレープ屋でしっかり働いている姿を見て、俺感動したんだ。戦いのために使ってきた手で、お前は多くの笑顔を生み出している。目の前の相手を、笑顔にできている。お前は戦い以外の方法で、誰かを幸せにできるんだよ」

「せ、拙者は……」

　バルファロイが自身の両手を見つめ、ゆっくりと握りしめる。まだ残っている大切ななにかを、これ以上こぼさないように。

「それに……見てみろよ」

　俺は屋上の端に立ち、眼下を見下ろす。バルファロイは最初、抵抗感をにじませていたが、俺が手招きすると渋々地上を見てくれた。

「み、みんな……」

　時計塔の下にはウィンザードのクレープ屋の従業員たちが集まり、心配そうにこちらを見上げていた。彼らに人間と魔族の隔へだたりはなく、全員が同じ方向を向いている。

「ど、どうしてここが？」

「ウィンザードが呼んでくれたんだよ」

「ウィンザード殿が？」

「そうだよ。で、あいつらを見ても、まだ今の平和を壊すことに意味があるなんて思えるか？」

　俺の問いにバルファロイは唇を嚙みしめ、目を強く閉じた。

　そしてゆっくりと瞼を開けたとき、

「…………貴様に……勝ちたかった」

　もう、こいつの瞳には炎は灯っていなかった。

「貴様に話した言葉に偽りはない。拙者は、今を苦しんでいる魔族を救いたい。その想いは本当だ……」

「あぁ、わかっている」

「だが……この戦いは、違う。本当は……貴様に勝ちたかった。魔王さまの仇かたきを討ちたかった。今の腑ふ抜ぬけた貴様になら勝てるかもしれないと思ったのだが…………やはり勇者は強いな」

　バルファロイは心の底に沈殿していた真意を、生気の感じられない声で吐露してくれた。

「…………そっか」

　もちろん、今回のバルファロイが起こした事件は許されるものではない。

　だけど俺には、魔王あいつに対する想いまでを否定することはできなかった。

　しかし、だからこそ伝えないといけない。それは過去なんだと。人間と魔族俺たちの戦いは、もう終わっているんだと。

　だけどまだ、こいつの時間はダーインクイスタ戦争で止まっている。

　なら、そんなこいつに声を届けられるのは────────。

「──バルファロイ・ディエ」

　俺はバルファロイを呼ぶ。

　しかしそれはソノハの執事としてではない。

　たとえ憎き仇だとしても、ダーインクイスタ戦争を戦い抜いた──勇者としてだ。

　そんな俺からかつての面影を感じ取ったのか、バルファロイは目を大きく見開いた。

「これから世界は変わっていく。今はまだ無理でも、いつか必ず人間と魔族は共存の道を選ぶ。人間はそこまで馬鹿じゃない。だがそのとき、お前がこんな戦いをしていたら、失われる笑顔が増えてしまう」

「シリュウ・ロード……」

「だから……過去にとらわれて今日を嘆なげくのではなく、明日を生きて未来をつかんでくれ」

「────ぉ……ぉぉ…………」

　バルファロイは声を震わせ、膝から崩れ落ちた。

「……魔王さま……申しわけありません……みんな…………すまない」

　──今、バルファロイの戦いはようやく終わったのだろう。ずっとひとりで背負っていたものを、ようやく下ろせたのだと思う。

　もう、こいつに勇者は必要ない。

　俺は執事のシリュウ・ロードとして、バルファロイに手をさし出す。

「帰ろうぜ。お互い、帰りを待ってくれているやつのところにさ」




　そのとき、時計塔の鐘が鳴った。

　それは、ひとつの戦いの終結を告げる音のようだった。













　彼女は待っていた。

　ハオリスティ王国王都、その中央に鎮ちん座ざする王宮の謁えつ見けんの間。

　彼女にとっては馴な染じみある空間だが、今は深夜ということもあって、臣しん下かたちの姿はなく、どこか不思議な光景に見える。

　そんな謁見の間の最奥、数段高い位置に設もうけられた玉座に座り、オルディナの事件の終結から数日間、彼女は待っていた。

　足もとには真しん紅くの絨じゆう毯たんが敷しかれ、入り口へとつながっている。

　彼女はその扉が開かれるのを待っていた。

　そしてついに今日──両開きの扉が、ゆっくりと外から開かれる。

　彼女は身体からだの芯しんが歓かん喜きで震ふるえるのを抑え、扉の向こうの人物を見た。

　夜闇をはぎ取ったような服装。揺ゆれる漆しつ黒こくのマント。光り輝く不思議な剣つるぎ。

「ようやく来てくださいましたね。シリュウさま」

　ハオリスティ王国女王、エア・ハオリスティは、勇者の来訪を心から待ち望んでいた。

「相変わらず、あまり勇者らしくない格好ですね」

「剣以外は、何代か前の魔王の装備品らしいからな。勇者らしくなくて当然だ」

　シリュウはエアへと歩を進め、玉座前の段差で足を止めて剣の先せん端たんをエアに向けた。

「お前を斬きるぜ、エア」

「あらあら～？　どうしてですか？」

「とぼけやがって。オルディナの件、知らないとは言わせないぞ」

「もちろん知っていますよ。そもそも会ったじゃないですか。でも結局、なにが原因だったのでしょう？　やはり現在の情勢に不満を持つ魔族の方による犯行でしょうか？」

「……こいつを見ても白しらを切れるか？」

　シリュウはエアの足もとに、砕くだけた宝石の破は片へんのようなものを投げつける。一部大きな欠片かけらがあり、そこにはドラゴンと三日月の紋章が刻きざまれていた。

「その紋章は、ハオリスティ王家のものだ。大方、お前はバルファロイをそそのかして、こいつでドラゴン型たちを使し役えきさせていたんだろ？　渡したのは、俺がトルバリィ遺跡にできたダンジョンの詳しよう細さいを報告したあとか。油断したよ」

「そんなことしていませんよ？　たしかにそれはハオリスティ王家の家宝ですが、最近盗まれていたんですよ。犯人はわたしの側近のひとりでした。とても残念です」

「そんな言いわけが通用すると思っているのか？」

「ですがシリュウさまの推すい測そくにも、確たる証拠はありませんよね？」

　謁見の間が沈黙に包まれる。

　しかししばらくして、シリュウはエアに背を向けた。すると剣の刀とう身しんは消え、鍔つばが変形していき鞘さやとなった。

「あら？　お帰りですか？」

　エアがシリュウの背中に訊たずねる。

「今日のところはな。あまりぐずぐずしていて、警備にでも見つかったら面倒だ」

　この場をあとにしようとするシリュウ。しかし彼は肩ごしに振り向き、

「だけど、次にまた誰かの想いを利用するようなことや、ウチのお嬢じようさまを傷つけるような真ま似ねをするなら、俺はお前を斬る」

　そう言い残し、勇者は姿を消した。

　その場に残されたエアは、うつむいて肩を小こ刻きざみに揺らし、

「…………～～っあああああ！　最っ高！」












　身体を両手で抱くようにして、弾はじかれたように立ち上がった。

「最高最高最高最高────最っっっ高です！」

　エアは華か麗れいな足取りで段差を下り、踊るように絨毯の上を移動していく。

「やはりあなたには執事の服なんかより、その格好のほうが似合っていますよ！」

　窓から射さしこむ月光に照らされたエアは神秘的で、べつの世界の存在のようだった。

「で、も、最後の台詞は、勇者というより……執事としてって感じでダメダメでしたね」

　エアは足を止め、ふぅっと小さく息をはく。

　──そして、

「あなたたちはどう思います」

　玉座の方へと向かって声をかけた。

　すると玉座の背後のカーテンが揺れ、裏からふたりの少女が姿を現したのである。

「べつに、どうも思わねぇよ」

　巨大な戦せん斧ぷを肩にかついだ少女と、

「いっしっしー。ならあたしも、どうも思わなーい」

　大きなリボンで両腕を拘束した小柄な少女だった。

　エアは彼女たちの反応に、不満そうな声を上げる。

「あらあら、ふたりとも素そっ気けないですね」

「そんなことより、わたしはあいつと戦ってみてぇよ。さすがというべきかな。あいつ、わたしたちのことに気づいていたぞ」

「本当ですか？　そんな素そ振ぶりはなかったですけど」

「そんな素振りを見せなかっただけだよ。確実にこっちに殺気を放ってきていやがった。勇者は伊だ達てじゃないってことか……あ～、殺してぇなぁ。楽しい戦いになると思うんだ」

「それは困ります。あなたもシリュウさまも、わたしの計画には不可欠な存在ですから」

「ならオルディナの損害も計画の内か？」

「当然です。必要経費ですよ」

「ってことは、あのどさくさでお前が破壊させた、キストリア家の屋敷と診療所もそうなるのか？」

「本当は、あれでシリュウさまを縛る居場所をなくしてさしあげたかったのですけど……やはりソノハ・キストリアを消すほうが手っ取り早そうですね」

「ならわたしが殺やってやるよ。そうすれば、勇者と戦う口実もできそうだからな」

「ですから、シリュウさまもあなたも計画に必要なんです。戦われたら困りますよ」

「あたしはあたしは？　あたしは計画に必ひつ要よぉ？　必要ぉかぁ？　必要ぉだろぉ？」

　小柄な少女が腕のリボンを揺らしながら自己主張する。

「もちろん、必要ですよ。当り前じゃないですか」

「いっしっしー。ならばよし」

　小柄な少女は満足そうにうなずくと、戦斧を持った少女にじゃれつき出した。それを戦斧の少女は柄つか尻じりで適当にあしらうが、その様子はどこか楽しそうだ。

　エアはそんなふたりに小さく微笑み、窓から夜空を見上げる。

「あなたが勇者に戻られる日を、楽しみにしていますよ。シリュウさま」

　月は満月に近く、次の三日月までは、まだしばらく時間が必要だった。





　　　　　ф






「ほら、ぐずぐずしていたら置いていくわよ」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。おかしいな、このへんに置いておいたのに……」

　オルディナでの事件から数週間後。

　俺とソノハは、修復の終わった診療所にいた。昨日直ったばかりなので、まだ診察は再開していないが、それでも俺たちはもう一度ここに帰ってこられたことに喜んでいた。

　屋敷はまだ工事が終わっていないのだが、オストハルク家が尽じん力りよくしてくれただけでなく、ヴィエナから木材などの援助があったため、当初の予定より早く完工できるらしい。

　そして今日は──、

「早くしないと、花火上がっちゃうわよ」

　俺とソノハが一緒に行くと約束していた祭りの当日である。モンスターの襲撃で延期されていたのだが、ようやく今日とり行われることとなったのだ。

　祭りの日取りが決まったとき、俺とソノハはアリシアに頼んでヴィエナのひとたちも誘ってもらった。しかし彼らはオルディナには来ず、ヴィエナで祭りを催もよおすとのことだった。少し寂さびしいが、離れた場所でも気持ちはつながっているってことかな。

　そうそう。つい先日の取り決めで、実はソノハがヴィエナに通う医者になった。

　これまでのヴィエナには、北の都市ファルンから三、四週間に一度、医者が通っていた。しかしそれでは緊急のときに困るという理由と、あまりその医者の腕がよくないということから、ソノハからヴィエナの村長に申し出たのである。

　村長は承諾。結果として、ソノハは二週間に一度、ヴィエナに通うようになった。そして俺は一週間に一、二回、ヴィエナまで全力で走って様子を見てくるという仕事が増えたのである……まぁいいけどね。

　それにしても……。

「あれー？　ここに置いておいた気がするんだけどなぁ……」

「さっきからなにやってんの？　探しもの？　なに探してんの？」

「空からの容器。食いもの売っている出店で残りが出たら、持って帰らせてもらおうと思ってさ。明日の飯用に……お、あったあった。昨日のうちから用意しておいたんだよ」

「は、恥ずかしいからやめてよ！　はい没ぼつ収しゆう！」

「な、なにすんだよ！　ったく、ならべつの容器にするか……」

「予よ備びを用意してんじゃないわよ！　ほら、こっちによこしなさい」

「こ、これは渡わたせねぇ！」

「ダ、メ。没収よ没収」

　しかし俺の抵抗むなしく、すべての容器がソノハの手に落ちてしまった。

　……う、うーん。

　なんというか、この数週間でウチのお嬢さまはさらに強くなった。

　幼なじみとしては少しだけ……ほんの少しだけ寂しい。でも執事としては主あるじの成長を喜ぶべきなんだろうな。

　あと成長といえば、ウィンザードの店も修理が終わり、品数を増やしたらしい。でもバルファロイは今回の事件の罰として超減給され、あれから一日も休ませてもらっていないという。とんだ鬼店長である。

　だがその一方で、ケインのほうは現状維い持じとなってしまった。

　どうにか生き残ったケインだが、足を骨折してしまったみたいで、彼女に結婚を申しこむのは怪我が治ってからにするそうだ。だが用意していた指輪は、モンスターに盗まれたらしい。どうも最近、八百屋のおっさんの機嫌がいいと思ったわ。

　……だけど告白でいえば、俺もケインのことを笑えないよな。

　俺はじっとソノハを見つめる。

「ん？　なに？　容器なら返さないわよ」

　この態度である。絶対に俺の告白とか忘れているだろ……まぁ正直、告白だったかどうかも怪しいんだけどさ。

　と、俺が自分の間抜けさを悔くやみ始めたときだった。

　ドンッと、腹に響く大きな音が鳴ったのである。その音は連続して鳴っていく。

「あ……花火始まったぽいぞ……」

「え!?　噓うそ!?　もうそんな時間!?」

　ソノハが慌てて診療所の外に出ていくので、俺もあとに続く。

　ふたりで夜空を見上げると、色とりどりの花火が次々と打ち上げられていた。

　その輝きは幻想的で、そこはかとなく儚はかなげで。

「綺き麗れいだな」

　俺みたいなやつでも、つい感動してしまった。

　なので、さぞソノハも喜んでいるだろうと思ったのだが、

「う～、どうせなら最初から見たかった～」

　なぜか歯がゆそうにしていた。

「でも充じゆう分ぶん楽しめそうじゃないか？　まだまだ打ち上がりそうだし」

「そ、それはそうだけど……」

　事実、花火はまだまだ夜空に咲き続ける。だけどもソノハの表情は花咲かない。

「もしかして、最初の花火って特別なやつだったりしたのか？」

「と、特別なのは全部よ」

「全部が特別？」

「だ、だって、久しぶりに一緒に見る花火なのよ？　なら全部見たいじゃない？　見たいでしょ？　見たいわよね？」

　ソノハは力強く俺に同意を求めてくる。

　それより出店の飯食いに行こうぜ。

　などと言ってしまえば、俺が夜空に打ち上げられそうな気がしたので──、

「お、おう、そうだな。だけど来年から毎年一緒に見るんだし、そこまで気にしなくていいんじゃないか？」

　──俺は当あたり障さわりなさそうな返事をした。

　するとソノハは目を点にし、俺の顔をぼーっと見て──いたと思えば、

「………………は、はぁぁぁ!?　え、ちょ、あ、あんた、今のって……ま、毎年一緒って……え、えぇぇ!?」

　びっくりするくらい顔を真っ赤にして狼ろう狽ばいし始めた。

「そ、それって、本当なの!?　本音なの!?　噓うそ偽いつわりない気持ちだって言い切れるの!?」

　矢や継つぎ早に質問してくるソノハ。

「そ、そうだけど……」

　事実、そのとおりなので俺は首を縦に振る。

　その結果、ソノハは、

「う、うんうん！　よろしいよろしい！　そこまで言うなら、毎年一緒に見てあげる。仕方ないなぁ～。シリュウはわたしと行きたいのよねぇ～。仕方ないなぁ～」

　なんかすごい勢いでご機嫌になり、わざわざ背伸びしてまで俺の頭を撫なでてきた。

　しばらく俺はされるがままになっていたが、次第にとんでもなく恥はずかしくなり、

「ほ、ほらもういいだろ？　まずは市場に行って、出店で飯買おうぜ」

　俺はソノハの手をつかんで強引に歩き始めた。

「きょ、今日はしっかりエスコートするから楽しんでくれよ、お嬢さま」

「………………もう楽しんでいるわよ……すっごい幸せなんだから……」

「そうなの？　なら執事冥みよう利りにつきるよ」

「──～～こ、小声で言ったのに聞こえてんじゃないわよ！」

「えぇぇぇ!?　聞こえたんだから仕方ないだろ!?」

「う、うっさい！　この馬鹿執事ー！」




　世界は変わっていく。

　勇者が執事になったように、これからは様々なものが変わっていくだろう。

　しかし、そんな中でも変わらないものもあると思う。

　誰かが誰かを想う気持ちだ。

　俺は勇者から執事になった。

　でも、ソノハを守りたいという気持ちは変わっていない。

　そしてどんなに道を違えても、相手を想う気持ちがあれば道は交まじわるはずだ。

　俺はその先にある未来を、この手から伝わってくる温もりと一緒に迎えたい。




　──まぁそんな俺を、勇者を崇すう拝はいしているやつらが見たら、落らく胆たんどころか怒り狂ってしまうかもしれないな。

　だけど構わない。

　もしそんなやつらが来たら、俺ははっきりと言ってやるさ。














　勇者だった俺は幼なじみの執事になりました。
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